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シラバス 



科目名 PBL① 
科目概要 多国籍介護・福祉現場における課題やニーズを分析し、それに基づいて 

AI ツール（デジタル機器）の選定および導入に向けた考え方を整理するプロ
セスを、PBL（Problem-Based Learning）形式で学ぶ。 
受講者（職員・スタッフ）が現場で直面する課題を具体化し、解決策や導入目
的、実現手順を整理しながら、職場全体での運用を想定した企画案を作成す
る。本講座でいう多国籍スタッフとは、技能実習・特定技能・留学生等の外国
人介護職員を指す。なお、本シラバスにおける「AI ツール（デジタル機器）」
とは、翻訳支援、記録支援、見守り支援等を含む ICT 機器全般を指す。 

対 象 者 多国籍スタッフが既に就労している、または今後の採用を検討している施設
の中堅職員・リーダー、実務者 

学習目標 １．現場のニーズや課題を分析し、解決に役立つ AI ツールを適切に選定す
る力を養う。 

２．AI ツール導入の目的および手順を明確化し、実現可能性を踏まえた計画
案を作成するスキルを身に付ける。 

３．AI ツールを活用して業務効率や成果を高めるためのプロセスを検討・整
理する力を醸成する。 

学習形式 ハイブリッド学習（e ラーニング：非同期型＋集合学習：同期型） 
時 間 数 20 時間 ※事前学習 2 時間＋集合・演習 18 時間の計 20 時間で構成する。 
学習項目 １．事前学習（e ラーニング学習・2 時間） 

(令和 5 年度テキスト 第 1 章・第 4 章より) 
・多国籍共生介護現場の理解と実践（令和 5 年度テキスト第 1 章） 
多国籍スタッフが働く介護・福祉現場の現状や背景を理解し、文化・言語・

就労制度の違いが現場に与える影響を把握する。あわせて、自施設におけ
る多国籍共生の状況や、日常業務で生じやすい課題を整理する。 

・導入事例の分析（令和 5 年度テキスト第 4 章） 
多国籍スタッフとの協働において生じやすいトラブルやリスクの具体例を理

解する。誤解や行き違いが発生する背景や要因を把握し、現場で留意すべ
き視点を整理する。 

・理解度確認テスト 
２．オリエンテーション／PBL 趣旨説明・集合学習（1 時間） 
・本講座の趣旨説明 
・PBL（Problem-Based Learning）の概要と学習目的の説明 
・テーマ説明、目的およびゴールの設定 
・PBL 学習の進め方の説明 
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・PBL で取り組むテーマと多国籍協働の重要性 
３．自施設・事業所における課題抽出と解決策検討（5 時間） 
・福祉業界の現状と多国籍スタッフとの共生課題の理解 
・デジタル機器（AI）の可能性と現状把握 
・自施設・事業所における現場課題の特定と深掘り 
・デジタル機器（AI）による解決策の検討 
・解決策の実現可能性評価と期待効果の明確化 
４．既存 AI 機器のリサーチ 
（翻訳・見守り・記録支援など）（5 時間） 
・デジタル機器の基本と、活用による福祉現場でのメリット 
・福祉現場におけるデジタル機器の種類・役割および導入・成功事例の調査 
・多国籍スタッフによるデジタル機器利用の評価 
・自施設・事業所への貢献分野の具体的検討 
・デジタル機器導入に向けた必要情報の特定 
・多様な活用事例 
（見守り／移乗支援／記録支援／コミュニケーション支援／外国人スタッフ

支援）の比較検討 
５．企画立案：機器選定理由と導入効果の仮説構築（4 時間） 
・福祉現場課題の再確認とデジタル機器活用策の整理 
・デジタル機器選定の評価ポイントと多国籍スタッフの意見・視点の反映 
・最適なデジタル機器の選定と選定理由の明確化 
・デジタル機器導入効果予測の仮説構築 
・導入に伴い起こり得る問題とその対策の検討 
６．企画書作成：目的・期待効果・導入手順・課題点の整理（3 時間） 
・現状課題の深掘りワーク 
・グループブレインストーミング 
・グループリサーチ 
・企画書・計画書ドラフトの作成 
・企画発表 
・全体総括と今後の展望 
・導入に伴うコストや業務負担の整理 
・導入によって期待される効果や影響の整理（業務効率、働きやすさ等） 
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到達目標 
 

１．AI ツールを活用した課題解決能力の習得：介護・福祉現場の具体的な課
題を的確に特定し、AI ツール（デジタル機器）がそれらの課題解決にど
のように貢献できるかを分析した上で、課題に応じた最適なツールを選
定・提案できるようになる。 

２．多国籍スタッフとの協働における AI ツール活用の理解：多国籍スタッフ
が働く現場に特有の課題を理解し、AI ツールの導入が業務負担の軽減や
コミュニケーションの円滑化にどのように寄与するかを整理するととも
に、導入に伴う懸念点や留意点、その対策について説明できるようにな
る。 

３．デジタル機器導入に関する企画立案能力の習得：AI ツール導入の意義や
目的、期待される効果、具体的な導入手順、潜在的な影響（特に負の影
響）とその対策を整理し、実装を前提としない段階において、効果や課
題、導入時の留意点を明確にした企画書案を作成し、第三者に説明でき
るようになる。 

４．導入効果に関する仮説構築と評価・改善の考え方の理解：AI ツール導入
に伴う効果について仮説を立てる視点や、評価・改善につなげる基本的
な考え方を理解し、次段階の検証に向けた視点を身につける。 

５．情報収集・分析に基づく論理的思考およびプレゼンテーション能力の向
上：国内外の既存 AI ツールに関する情報を効率的に収集・分析し、その
結果を基に自施設の課題解決に資する提案を論理的に構築し、他者に分
かりやすく説明できるようになる。 

評価方法 
 

１．企画書の完成度：課題特定、AI ツール選定の論拠、多国籍スタッフへの
配慮、導入計画、評価方法の具体性と説得力。 

２．グループ貢献度：議論への積極性、情報収集・分析、チーム協調性。 
３．発表能力：内容の明確さ、説得力、質疑応答の的確さ。 
４．基礎知識：事前学習（e ラーニング）による主要概念の理解度。 
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備考 参考書籍： 
総務省：「自治体における AI 活用・導入ガイドブック」 
https://www.soumu.go.jp/main_content/000820109.pdf 
厚生労働省：「外国人介護職員の受入れ・定着のための ICT 機器等の活用事
https://www.nttdata-strategy.com/services/lifevalue/docs/r06_95_03jigyohokokusho.pdf 
株式会社 NTT データ経営研究所：「介護現場で活用されるテクノロジー便覧」 
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/r05_105_02jigyohokokusho.pdf 
株式会社 NTT データ経営検収書：「介護現場におけるテクノロジーの実態調
査研究事業 報告書」 
https://www.nttdata-strategy.com/services/lifevalue/docs/r03_add16jigyohokokusho.pdf 
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科目名 PBL② 
科目概要 PBL①で作成した AI ツール導入計画を題材に、発表および講師・受講者間の

フィードバックを行う。複数施設のマネージャーが一堂に会し、自施設で作
成した企画書を持ち寄ってプレゼンテーションを行い、他施設の成果物や視
点に触れながら意見交換を行うことで、グループ学習および相互フィードバ
ックを通じて導入計画の課題や改善点を整理し、計画の実現可能性を高める
ことを目的とする。 

対 象 者 多国籍スタッフが既に就労している、または今後の採用を検討している施設
の代表者（リーダー、管理職、経営者） 

学習目標 １．自身の施設が作成した導入計画を他者に分かりやすく説明するプレゼン
テーション能力を向上させる。 

２．他の受講者の意見を取り入れ、導入計画の改善に活かす力を養う。 
３．グループディスカッションを通じて、異なる視点から課題を捉える能力

を強化する。 
学習形式 ハイブリッド学習（e ラーニング：非同期型＋集合学習：同期型） 
時 間 数 20 時間 ※事前学習 4 時間＋集合・演習 16 時間の計 20 時間で構成する。 
学習項目 １．事前学習（e ラーニング学習・４時間） 

（令和 7 年度テキスト 第３章～第 5 章より） 
・ＡＩ運用の安全性と効率化（令和 7 年度テキスト第 3 章） 
ＡＩ・デジタル機器導入後に生じる業務フローや現場環境の変化を踏まえ、 
安全に運用するための考え方や、効率化を阻害しやすい要因について理解す

る。PBL①で作成した導入計画を見直す際の判断軸として、業務負担、運用
体制、現場での調整に関する留意点を整理する。 

・トラブル対応とリスク管理（令和 7 年度テキスト第 4 章） 
情報・記録、翻訳・要約、判断支援等に関して想定されるトラブルやリスクを

理解する。トラブル発生時の初動対応や再発防止の考え方を把握し、他施
設の導入計画を検討する際の視点として、リスクへの配慮や想定漏れがな
いかを整理する。 

・施設に応じたＡＩ導入モデル（令和 7 年度テキスト第 5 章） 
施設の規模や体制、多国籍スタッフの状況に応じたＡＩ導入モデルを理解す

る。小さく試す導入、効果確認、振り返りを前提とした運用の考え方を整
理し、PBL②における相互フィードバックや意見交換の共通資料として活
用する。 

・理解度確認テスト 
２．オリエンテーション（1 時間） 
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・オリエンテーションおよび本プログラムの目的・全体構成の説明 
・増加する多国籍共生スタッフの現状と課題、その背景にある社会的変化 
・福祉現場におけるデジタル機器の基礎および活用事例 
３．PBL①で作成した導入計画の共有と相互検討（6 時間） 
（グループディスカッション） 
・PBL①で作成した導入計画の前提条件・目的・内容の共有 
・多国籍スタッフとの共生および連携に関する観点からの整理 
・言語・文化の壁に対するデジタル機器活用の考え方についての意見交換 
・グループディスカッションによる相互フィードバックおよび講師講評 
４．デジタル機器の導入計画発表とフィードバック（6 時間） 
（グループディスカッション） 
・他施設の事例や視点を踏まえた導入計画の再検討 
・相互フィードバックを踏まえた課題・改善点の整理 
・改善案の検討および発表、評価 
５．改善後の導入計画を再発表し、講師・他の受講者から最終フィードバッ

クを受ける。（1 時間） 
・改善後の導入計画の再発表 
・講師および他の受講者からの質問・最終フィードバック 

到達目標 
 

１．プレゼンテーション能力の向上 
自身の AI 導入計画を論理的かつ分かりやすく説明し、視覚資料（図やイラ
スト、画像等）を活用しながら表現力を駆使し説得力のある発表ができる。 

２．フィードバックの受容と分析 
他受講者からの意見や指摘を適切に受け入れ、計画の課題や改善点を的確
に分析し、効果的な修正ができる。 

３．グループディスカッションの活用 
（他受講者からの）異なる視点や意見を尊重しながら全員が発言し建設的な

議論を行い、チームで協力しながら計画の作成といった共通の目的を有し、
最適な解決策を見出すことができる。 

４．AI 導入計画の改善 
現行の計画における課題や問題点を特定し、実行可能性や効果を高めるた
めの具体的な改善策を考え、より現実的な計画に仕上げることができる。 

評価方法 
 

１．プレゼンテーション能力：発表の明確さ、論理的構成、説得力（具体性
や発表者の熱量など）が評価対象。 

２．フィードバック活用スキル：受け取ったフィードバックを適切に分析
し、計画の改善につなげる力と継続的に検証力、適応力を有するか評価。 
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３．グループディスカッション能力：他者と協力しながら、建設的な意見交
換ができるか。聞く力、発言が明確か、協調性があるか、目的意識が明瞭
であるか評価。 

４．計画の改善度：計画がより現実的・実践的になっているかどうか。具体
的な目標と成果を設定し、それに基づいて策定した評価指標に対して、フ
ィードバック内容をもとに改善効果が分析できているか評価。 

備考 参考書籍： 
厚生労働省：「取り組み事例集」 
厚生労働省：「介護ロボット導入活用事例集」 
厚生労働省：「介護現場の生産性向上関連情報」 
『これだけは知っておきたい「プレゼンテーション」の基本と常識』（著：ア
イング株式会社） 
Adobe：伝わりやすいプレゼン資料の作り方と構成・デザインのコツ 
https://www.adobe.com/jp/acrobat/roc/blog/how-to-create-
presentation-notes.html 
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（シラバス）PBL③ 
科目名 PBL③ 
科目概要 受講者が PBL②で得た知見を自施設に持ち帰り、自施設の状況に応じて AI ツ

ール導入計画をさらに改訂・具体化する。必要に応じて導入や試行を行い、
その効果や課題を評価・整理し、今後の実装に向けた改善につなげることを
目指す。また、その結果を他の受講者と共有することで、新たな視点を得る
ことを目指す。理論と実践を往還しながら、現場に即した AI 活用の判断力と
実践力を高める。本 PBL③は、令和 7 年度における実証講座の中核として位
置づける。 

対 象 者 多国籍スタッフが既に就労している、または今後の採用を検討している施設
の中堅職員・リーダー、実務者 

学習目標 １.職場のニーズや課題を正確に把握し、それに基づいて AI ツール導入計画
を効果的に改訂するスキルを習得する。 

２. AI ツールを実際に導入・活用し、その効果を適切に測定・評価する実践
力を身につける。 

３. 検証結果を基に課題を特定し、導入プロセスやツール活用の改善策を提
案する能力を高める。 

学習形式 ハイブリッド学習（e ラーニング：非同期型＋集合学習：同期型） 
時 間 数 10 時間 ※事前学習 2 時間＋集合・演習 8 時間の計 10 時間で構成する。 
学習項目 １．事前学習（e ラーニング学習・2 時間） 

(令和 6 年度テキスト 第 2 章～第 4 章より) 
・AI 技術と多国籍共生介護環境への適応（令和 6 年度テキスト第 2 章） 
介護・福祉現場における AI・デジタル機器の具体的な活用事例を理解し、 
導入後の業務の変化や、多国籍スタッフとの協働における実際の活用場面を

把握する。 
あわせて、自施設で応用可能な活用の方向性を整理する。 
・多国籍共生介護環境におけるリスク管理（令和 6 年度テキスト第 3 章） 
多国籍共生介護環境において想定されるリスクや課題を把握し、AI・デジタ

ル機器導入時および運用時に留意すべき管理の視点を整理する。 
職員の業務負担、運用ルール、現場定着に向けた工夫の視点を把握する。 
・多国籍共生介護を支援する AI とコミュニケーション戦略（令和 6 年度テキ

スト第 4 章） 
多国籍スタッフとの円滑なコミュニケーションを支援する AI 活用の考え方

を理解し、PBL②での相互フィードバックに活かす視点を整理する。 
PBL②で得たフィードバックを踏まえ、導入計画を見直す際の視点を整理す

る。 
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・理解度確認テスト 
２．オリエンテーションと現状分析・導入計画策定（1 時間） 
・オリエンテーションと PBL③学習の進め方の説明 
・現状分析と課題共有（手間のかかる点やボトルネックの特定） 
・導入計画の検討と情報収集（複数機器の情報収集と比較検討） 
・まとめと質疑応答 
３．自施設におけるデジタル機器活用の共有と効果検証（4 時間） 
・自施設におけるデジタル機器活用状況の共有 

PBL①・②で検討した導入計画を踏まえ、自施設での活用状況や試行結果
を整理し、関係職員と共有する。 

・現場ニーズを踏まえた活用方法の検討 
実際の業務や多国籍スタッフとの関わりの中で生じた課題をもとに、デジ
タル機器の活用方法や運用上の工夫についてディスカッションを行う。 

・導入効果の確認と評価 
業務効率、業務負担、コミュニケーションの変化等の観点から、デジタル
機器導入による効果や課題を整理・評価する。 

・まとめと質疑応答 
４．職場を変えるデジタル機器導入計画の改訂と実践に向けて（３時間） 
・PBL③の導入と趣旨説明 
・デジタル機器の基礎概念 
・デジタル機器導入計画の改訂作業 
・実践シミュレーション 
・振り返りとまとめ 

到達目標 
 

１．現場の課題に応じた計画策定力：職場の現状やニーズを的確に分析し、
それに基づいてデジタル機器導入計画を改訂・策定するスキルを習得する。 

２．効果的な活用と評価手法：デジタル機器の実用的な活用方法を学び、そ
の効果を適切に測定・評価する方法を身につけ、応用力を高める。 

３．チームによる計画改善力の醸成：他受講者との建設的な議論やフィード
バックを基に、計画の課題を洗い出し、より効果的かつ実行可能な導入計
画を完成させる能力を養う。 

評価方法 
 

１．実施計画の達成度評価 
導入計画の実行状況を基に、各段階での目標達成度を確認し、職場のニー
ズに適応した内容になっているかを評価する。 

２．デジタル機器の効果分析 
導入した機器が業務効率や成果に与えた影響を測定し、その活用がどれだ
け効果的だったかを数値や具体例を通じて分析する。 
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３．グループ共同作業の成果評価 
グループワークやフィードバックを通じて、グループとしてどの程度建設
的な議論が行われ、計画の改善に活用されたかを評価する。 

備考 参考書籍： 
厚生労働省：「介護ロボット等による生産性向上の取組に関する効果測定事業 
報告書」 
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001491508.pdf 
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会：「介護・生活支援ロボット・ICT
推進事業」https://carerobot.kanafuku.jp/ 
厚生労働省：「介護テクノロジー利用の重点分野」について 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000209634_00013.html 
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教材 PBL③



PBL教材➂
多国籍共生介護現場における 
AI導入スキル獲得のための研修プログラム開発事業

【１】 STEP2 講座振返り＜発表時の質問・回答の整理＞

【２】 ブラッシュアップ＜多国籍共生介護現場を見据えたモデル＞

【３】 選定機器の再検討 ＜自施設環境に応じた再検証＞

【４】 企画書の最終調整 ＜企画書内容の最終調整と反映＞
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例）
質問1.導入する介護機器の運用コストはいくらになる?
回答:1つの介護ロボットに毎月1万円程度（レンタル料）

質問2.費用対効果はどのように考えているか
回答:100万円と高額だが、助成金を使えば25万円で済む

質問3.～～～～～～～～～～～～～～～～～
回答:～～～～～～～～～～～～～～～～～
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【回答】

【回答】
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【回答】

【回答】
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【回答】

【回答】
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【回答】

【回答】
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【回答】

【回答】
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主な項目（抜粋）分野
パワーアシストスーツ、非装着型の移乗補助機器移乗支援

屋外・屋内の歩行支援機器、装着型歩行アシスト移動支援

排泄予知デバイス、自動排泄処理装置排泄支援

施設用・在宅用見守りセンサー、対話ロボット見守り・コミュニケーション

入浴動作を補助するロボット・システム入浴支援

介護記録システム（ICT化）、AIによるケアプラン作成介護業務支援

リハビリ動作の計測・自動解析システム機能訓練支援（新設）

誤嚥検知センサー、栄養状態のモニタリング食事・栄養管理支援（新設）

認知症の方の生活リズム維持や安全確保支援認知症生活・ケア支援（新設）
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【回答】

【回答】
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【回答】

【回答】
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【回答】
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教材 PBL②改訂版 



1

PBL
教材

➁ 
多国

籍共
生介

護現
場に

おけ
る 

AI導
入ス

キル
獲得

のた
めの

研修
プロ

グラ
ム開

発事
業

次第 本日
のプ

ログ
ラム

は以
下の

通り
です

。

1. 自
己紹

介・
所属

法人
（施

設概
要紹

介）
2. 企

画書
 説明

3. 気
づき

・振
り返

り

4. 各
企画

書の
議論

5. 講
評

【１
】自

己紹
介・

所属
法人

につ
いて

（紹
介）

【１
】自

己紹
介・

所属
法人

につ
いて

（概
要等

の紹
介➀

）
施設

名（
例: 

○○
施設

）
担当

者氏
名及

び役
職（

例: 
山田

 太郎
）

施設
の設

立年
（例

: 19
95年

3月
）

施設
の理

念・
方針

（例
: 地

域に
根差

した
介護

サー
ビス

の提
供）

主な
サー

ビス
内容

（例
: デ

イサ
ービ

ス、
訪問

介護
、リ

ハビ
リ支

援な
ど）

施設
の特

徴（
例: 

家庭
的な

雰囲
気、

最新
の介

護設
備導

入な
ど）

取り
巻く

環境
（例

: 高
齢化

地域
での

介護
需要

増加
、ス

タッ
フ不

足な
どの

課題
など

）
今後

の目
標・

課題
（例

: AIや
ICT

技術
の導

入、
地域

連携
の強

化な
ど）
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2

記入
シー

ト
項目

記入
内容

施設
名

例: 
○○

施設
担当

者氏
名

例: 
山田

太郎
施設

の設
立年

例: 
199

5年
施設

の理
念・

方針
例: 

地域
に根

差し
た介

護サ
ービ

スの
提供

主な
サー

ビス
内容

例: 
デイ

サー
ビス

、訪
問介

護、
リハ

ビリ
支援

施設
の特

徴
例: 

家庭
的な

雰囲
気、

最新
の介

護設
備導

入な
ど

取り
巻く

環境
例: 

高齢
化地

域で
の介

護需
要増

加、
スタ

ッフ
不足

など
の課

題
今後

の目
標・

課題
例: 

AIや
ICT

技術
の導

入、
地域

連携
の強

化

【１
】自

己紹
介・

所属
法人

につ
いて

（自
施設

と比
較し

て）
気づ

いた
ポイ

ント
（例

: 施
設の

規模
によ

る課
題の

違い
があ

る）
他施

設と
の共

通点
（例

: 人
材不

足の
悩み

は共
通し

てい
る）

参考
にな

った
点（

例: 
AI導

入に
よる

業務
効率

化の
事例

が有
益

だっ
た）

改善
でき

る点
（例

: 費
用対

効果
を明

確に
示す

と説
得力

が増
す）

今後
のア

クシ
ョン

（例
: 施

設内
で技

術導
入に

関す
るワ

ーク
シ

ョッ
プを

実施
する

）

【２
】企

画書
説明

法人
・施

設に
おけ

る課
題と

その
要因

につ
いて

【２
】法

人・
施設

にお
ける

課題
とそ

の要
因に

つい
て

課題
につ

いて
、グ

ルー
プワ

ーク
を通

じて
、以

下に
つい

て進
める

。
プロ

セス
内容

課題
の抽

出
現在

起き
てい

る現
象（

特に
良く

ない
）お

よび
将来

にわ
たり

起こ
りう

るも
の。

日々
提供

して
いる

サー
ビス

やス
タッ

フの
マネ

ジメ
ント

にお
け

る課
題な

ど、
具体

的な
内容

を列
挙す

る。
要因

分析
何が

原因
で課

題が
発生

して
いる

のか
、要

因に
つい

て分
析を

行い
、現

状と
理想

（あ
るべ

き姿
）の

ギャ
ップ

を分
析す

る。
課題

解決
策の

検討
考え

られ
る解

決策
を具

体的
に列

挙し
、優

先順
位を

つけ
る。

課題
解決

策の
実行

優先
順位

が高
いも

のか
ら実

行し
、効

果検
証を

して
効果

があ
れば

継続
、な

けれ
ば他

の解
決策

を模
索す

る。
（IT

先端
機器

の活
用で

解決
の一

助
とな

るか
）

（１
）課

題抽
出

•
➀福

祉現
場に

おけ
る課

題を
直視

する
•

➁課
題解

決の
為の

作業
や手

法に
つい

て検
討す

る
•

➂そ
の目

的と
背景

につ
いて

も理
解す

る
•

➃設
定さ

れた
状況

から
課題

を抽
出す

る

（２
）課

題解
決シ

ート
作成

•
➀課

題解
決の

為の
ツー

ルと
して

IT先
端機

器の
導入

や活
用を

検討
する

•
➁検

討し
てい

る先
端機

器の
導入

状況
及び

活用
事例

につ
いて

調査
する

Wh
at Wh

ere Wh
y How Do
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3

【２
】法

人・
施設

にお
ける

課題
と

その
要因

につ
いて

（１
）課

題の
共有

・選
択

課題
（1

）
課題

（2
）

課題
（3

）

【２
】法

人・
施設

にお
ける

課題
とそ

の要
因に

つい
て

（２
）課

題の
解決

案（
IT先

端機
器活

用）
課題

（1
）

解決
案（

1）

【２
】法

人・
施設

にお
ける

課題
とそ

の要
因に

つい
て

（２
）課

題の
解決

案（
IT先

端機
器活

用）
課題

（2
）

解決
案（

2）

【２
】法

人・
施設

にお
ける

課題
とそ

の要
因に

つい
て

（２
）課

題の
解決

案（
IT先

端機
器活

用）
課題

（3
）

解決
案（

3）
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4

【３
】気

づき
・振

り返
りに

つい
て

気づ
き記

録シ
ート

項目
記入

内容
気づ

いた
ポイ

ント
例: 

施設
の規

模に
よる

課題
の違

いが
ある

他施
設と

の共
通点

例: 
人材

不足
の悩

みは
共通

して
いる

参考
にな

った
点

例: 
AI導

入に
よる

業務
効率

化の
事例

が有
益だ

った

改善
でき

る点
例: 

費用
対効

果を
明確

に示
すと

説得
力が

増す

今後
のア

クシ
ョン

例: 
施設

内で
技術

導入
に関

する
ワー

クシ
ョッ

プを
実施

する

【３
】気

づき
・振

り返
りに

つい
て

気づ
いた

点（
総評

など
）

振り
返り

につ
いて

（補
足な

ど）
【1

】
【2

】
【3

】
【4

】
【5

】
【6

】

相互
評価

シー
ト

STE
P2

5
4

3
2

1
1

実現
可能

性
2

独創
性

3
施設

のニ
ーズ

適合
性

4
コス

トと
効果

5
プレ

ゼン
テー

ショ
ン

6
改善

の余
地

7
総合

評価
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5

【４
】企

画書
につ

いて
の議

論
課題

解決
の為

のA
I機器

のと
活用

事例

【４
】課

題解
決の

為の
AI機

器の
と活

用事
例➀

【事
例】

（介
護老

人福
祉施

設の
場合

）
•

床マ
ット

セン
サー

や背
面セ

ンサ
ーで

見守
りを

行っ
てい

たが
、同

時に
通知

があ
った

際に
対応

の優
先順

位を
つけ

るこ
とが

難し
い。

•
赤外

線カ
メラ

によ
る見

守り
を試

みた
が、

カメ
ラの

設定
が難

しく
、う

まく
活用

でき
てい

ない
。

•
カメ

ラセ
ンサ

ーの
導入

は、
プラ

イバ
シー

への
配慮

の面
でハ

ード
ルが

高い
。

【目
標】

（同
上）

•
1時

間に
1回

行っ
てい

る夜
間巡

視を
、2

時間
に1

回の
頻度

に減
らし

たい
。

•
取得

した
デー

タを
活用

し、
ケア

の見
直し

や健
康管

理に
役立

てた
い。

•
AI機

器を
導入

して
いる

ユニ
ット

の職
員が

、導
入し

てい
ない

ユニ
ット

のヘ
ルプ

に回
れる

体制
を整

えた
い

【法
人・

施設
の方

針】
•

設定
が比

較的
簡単

で、
•

プラ
イバ

シー
に配

慮し
た見

守り
が出

来て
、

•
カメ

ラや
バイ

タル
セン

サ等
、必

要に
応じ

て連
携が

図れ
る（

使わ
なく

ても
精度

の高
い見

守り
がで

きる
） 機

器が
望ま

しい
・・

・
【導

入理
由と

その
目的

】（
空欄

・記
入欄

）

【４
】課

題解
決の

為の
AI機

器の
と活

用事
例➁

【事
例】

（特
別養

護老
人ホ

ーム
の場

合）
•

歩く
こと

が出
来て

いた
利用

者が
、コ

ロナ
罹患

後、
ADL

レベ
ルが

下が
り、

オム
ツ介

助が
必要

とな
った

。
•

スタ
ッフ

の高
齢化

に伴
い、

利用
者を

車椅
子か

らト
イレ

・ベ
ット

間の
移乗

、入
浴時

に車
椅子

とシ
ャワ

ーチ
ェア

ー間
の移

乗介
助す

るこ
とが

難し
い。

•
リフ

ト移
動の

際は
、2

名が
付き

添い
をし

なく
ては

いけ
ない

為、
負担

が大
きい

。
【目

標】
（同

上）
•

ADL
の向

上に
努め

たい
。

•
自力

で排
泄が

出来
るよ

うに
なり

、オ
ムツ

の量
を減

らし
たい

。
•

利用
者の

移乗
介助

は1
人で

対応
出来

るよ
うに

した
い。

【法
人・

施設
の方

針】
•

スタ
ッフ

の負
担軽

減（
心理

的・
肉体

的）
を図

り、
•

利用
者の

立位
機能

回復
等の

リハ
ビリ

に役
立ち

、
•

夜勤
スタ

ッフ
の見

守り
等の

負担
軽減

に役
立つ

機器
が望

まし
い・

・・
【導

入理
由と

その
目的

】（
空欄

・記
入欄

）

【出
典】

介護
ロボ

ット
ポー

タル
サイ

ト

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➀
企画

書（
案）

に必
要な

５つ
の要

素
➀現

状分
析

➁企
画の

目的
と全

体像

➂企
画す

る具
体的

内容
（W

ho/
How

)

➃企
画を

実行
する

スケ
ジュ

ール

➄収
支計

画
•

企画
アイ

ディ
アを

実際
に裏

付け
る為

に行
うも

ので
、現

状の
問題

点と
市場

の動
向と

いっ
た外

部環
境、

社会
リソ

ース
とい

った
内部

環境
など

の因
果関

係を
整理

、説
明す

る
•

現状
分析

によ
って

判明
した

問題
点の

中か
ら、

課題
を抽

出し
、そ

の課
題を

どう
解決

する
のか

、目
指す

方向
を示

し、
企画

の目
的と

ゴー
ルを

明ら
かに

する
こと

で実
施す

べき
かを

検討
する

•
企画

の目
的を

踏ま
えて

、ど
のよ

うな
ター

ゲッ
トに

何を
使っ

て、
どう

いう
方法

を用
いる

のか
明確

化す
る

•
導入

に向
けて

、実
施す

べき
こと

を明
確に

し、
スケ

ジュ
ーリ

ング
する

必要
があ

る
•

導入
費用

、ラ
ンニ

ング
コス

ト、
また

それ
がど

のよ
うに

回収
でき

るか
を明

確化
する
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【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➁
企画

書テ
ンプ

レー
ト（

記入
欄形

式）
日付

：
宛名

：
作成

者：
件名

（タ
イト

ル）
企画

の目
的

企画
の内

容

スケ
ジュ

ール
・予

算
＜ス

ケジ
ュー

ル＞

＜予
算＞

添付
資料

グラ
フの

使い
方ガ

イド
•

大小
を「

比較
」し

たい
とき

 
 棒グ

ラフ
•

「変
化」

を強
調し

たい
とき

 
 折れ

線グ
ラフ

•
デー

タ名
が⾧

いと
き 

 横棒
グラ

フ
•

「内
訳」

を表
した

い 
 円グ

ラフ

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➂
○○

企画
書（

テン
プレ

ート
A）

概要
と目

的＜
企画

の全
体像

と目
的を

簡潔
に説

明し
ます

。な
ぜこ

の企
画を

行
うの

か、
何を

達成
した

いの
かを

明確
にし

ます
。＞

背景
と課

題企
画の

背景
情報

や解
決す

べき
問題

を説
明し

ます
。な

ぜこ
の企

画
が必

要な
のか

を示
す部

分で
す。

アプ
ロー

チと
内容

具体
的な

内容
や実

施方
法を

説明
しま

す。
どの

よう
に課

題
を解

決す
るの

か、
具体

的な
ステ

ップ
や手

法を
記載

しま
す。

スケ
ジュ

ール
と予

算企
画の

タイ
ムラ

イン
と必

要な
予算

につ
いて

記載
しま

す。
主要

なス
テッ

プと
その

予定
日程

、お
よび

予算
の概

要を
示し

ます
。

期待
され

る効
果と

リス
ク企

画が
成功

した
場合

に期
待さ

れる
効果

や利
益、

そ
して

考え
られ

るリ
スク

とそ
の対

策を
説明

しま
す。

○○
○○

の企
画書

〔企
画提

案書
〕（

テン
プレ

ート
B ）

作成
日 令

和 
年 

月 
日

作成
者

（１
）現

状・
問題

点・
課題

（空
欄）

（２
）提

案（
空欄

）
（３

）具
体的

な提
案内

容・
企画

内容
〔改

善策
〕（

空欄
）

（４
）見

込ま
れる

効果
〔具

体的
な到

達目
標〕

（空
欄）

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➃
企画

書記
載例

（テ
ーブ

ル形
式）

ター
ゲッ

ト
20代

前半
の女

性。
特に

肌に
悩み

をも
って

いる
人

コン
セプ

ト
商品

（石
鹸）

を実
際使

って
もら

い、
自分

の肌
がみ

ずみ
ずし

く、
もち

もち
にな

るの
を体

験し
てい

ただ
く

目的
商品

の認
知を

増や
し、

効果
を実

感し
ても

らう
。さ

らに
商品

購入
につ

なげ
たい

目標
リピ

ータ
ー5

人増
。月

間売
上数

10%
アッ

プ

イベ
ント

概要
（記

載例
）

•
モチ

モチ
肌に

なる
石鹸

体験
•

日程
20X

X/1
2/1

0
•

人数
10名

程度
•

入場
料

0円 •
講師

XX株
式会

社 A
さん

•
タイ

ムテ
ーブ

ル
10:0

0～
 準備

12:0
0～

 開始
16:0

0～
 終了

18:0
0～

 撤収

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➄
商品

企画
書（

テン
プレ

ート
）

令和
○年

○○
月○

○日
出展

区画
：

 店
舗名

：○
○○

○○
○○

○
 住

所：
〒○

○○
－○

○○
○ 

○○
○○

○○
○ 

○－
○－

○ 
○○

○○
ビル

○○
階

ター
ゲッ

ト：
中小

企業
の経

営者
・決

済者
提供

商品
概要

：
 基

本サ
ービ

ス（
無料

）：
予想

売上
品 

構成
比 

提供
内容

 有
料プ

ラン
：○

○○
円～

 ○
○%

 オ
プシ

ョン
：○

○○
円～

 ○
○%

営業
時間

：○
○時

～○
○時

（た
だし

WE
Bで

24時
間問

い合
わせ

受付
）

定休
日：

○曜
日

従業
員計

画数
：社

員 
○○

名／
アル

バイ
ト 

○○
名

サー
ビス

の特
徴：

•
基本

は無
料で

○○
○○

のサ
ービ

スが
利用

でき
る

•
高い

効果
を求

める
場合

は月
額○

○○
○円

で有
料プ

ラン
を利

用す
るこ

とと
もで

きる
。

•
オプ

ショ
ンサ

ービ
スを

利用
する

際は
課金

され
るが

○○
○○

○○
を利

用で
きる

こと
によ

る優
位性

を持
たせ

られ
る。

•
○○

○○
○○

シス
テム

を導
入す

るこ
とに

より
、細

かな
サー

ビス
を提

供す
るこ

とが
でき

る
将来

展開
計画

（サ
ービ

ス・
商品

の方
向性

など
を記

載す
る）

：
「早

く・
安く

・決
める

」こ
とが

でき
るサ

ービ
スと

して
○○

○○
業界

のリ
ーデ

ィン
グカ

ンパ
ニー

を目
指し

ます
。

また
、○

○○
○○

○は
無料

とし
て打

ち出
して

いる
が、

将来
的に

は規
模を

拡大
させ

、有
料化

に持
ち上

げる
運び

。

新商
品企

画書
（テ

ンプ
レー

ト）
提出

日：
  

  
 担

当者
：

1. 企
画の

背景
・理

由
コン

セプ
ト（

空欄
）

企画
の背

景/現
状分

析（
空欄

）
企画

の目
的（

空欄
）

2. 商
品詳

細
商品

名（
空欄

）
価格

（空
欄）

ター
ゲッ

ト（
空欄

）
発売

予定
日（

空欄
）

3. 実
行方

法
実行

者：
開発

： 
販売

：
販売

戦略
：宣

伝方
法：

 宣
伝費

用：
 ス

ケジ
ュー

ル：
費用

：開
発コ

スト
： 

目標
販売

数：
 目

標販
売額

：
特記

事項
（空

欄）
添付

資料
（空

欄）
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【４
】企

画書
の作

成に
つい

て➅
企画

・提
案書

（テ
ンプ

レー
トA

）
所属

：
作成

者：
作成

日：
 年

 月
 日

顧客
名称

： 
  

  
  

  
 様

プロ
ジェ

クト
名：

企画
の概

要・
コン

セプ
ト（

空欄
）

現状
（空

欄）
課題

問題
点（

空欄
）

目的
（空

欄）
具体

的解
決策

のご
提案

：
提案

1（
空欄

）
提案

2（
空欄

）
提案

3（
空欄

）
導入

スケ
ジュ

ール
：

提案
1（

空欄
）

提案
2（

空欄
）

提案
3（

空欄
）

費用
：

※費
用詳

細は
別紙

のと
おり

今回
の到

達目
標（

空欄
）

企画
書タ

イト
ル（

テン
プレ

ート
B）

○○
部 山

田 太
郎様

  
  

  
  

  
提出

日：
  

  
 企

画書
タイ

トル
  

  
  

 作
成者

：
現状

分析
・課

題点
  

  
○○

の必
要性

（空
欄）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

○○
○○

（ス
ロー

ガン
）（

空欄
）

内容
（空

欄）
  

  
  

スケ
ジュ

ール
（空

欄）

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て 
記載

例➀
企画

書の
項目

【１
】～

【６
】

内容
につ

いて
【１

】～
【６

】
【１

】現
状の

課題
と要

因（
➀課

題 
➁要

因）
現状

の課
題と

要因
から

、対
応策

とし
て、

デジ
タル

機器
の活

用を
検討

する

【２
】企

画の
概要

（写
真画

像や
パン

フレ
ット

）
デジ

タル
機器

の導
入及

び活
用に

より
、○

○を
目標

とす
る。

（具
体的

な数
値や

事柄
を入

れる
）

【３
】企

画の
詳細

（見
積書

など
付け

る）
（➀

内容
 ➁

実施
時期

 ➂
予算

）
➀商

品名
➁い

つ購
入？

➂価
格は

？

【４
】期

待で
きる

効果
（機

器を
使う

こと
でど

の業
務が

どれ
くら

い軽
減で

きる
か）

機器
の導

入及
び活

用が
もた

らす
効果

（特
に他

施設
の事

例な
どを

盛り
込む

）

【５
】補

足（
特に

機器
の耐

久年
数）

費用
対効

果を
図れ

るよ
うに

する
（１

年あ
たり

○○
万円

ほど
）

【６
】そ

の他
（誰

が担
当、

誰に
使用

する
？）

自治
体が

支援
する

補助
金等

で導
入す

るケ
ース

が見
受け

られ
るが

、活
用に

至ら
ない

ケー
スも

あり
、左

記に
ある

誰が
、誰

に、
どの

場面
で使

用す
ると

いっ
た点

をあ
らか

じめ
想定

して
おく

必要
があ

る。

【４
】企

画書
の作

成に
つい

て 
記載

シー
ト

企画
書の

項目
【１

】～
【６

】
内容

につ
いて

【１
】～

【６
】

【１
】現

状の
課題

と要
因（

➀課
題 

➁要
因）

【２
】企

画の
概要

（写
真画

像や
パン

フレ
ット

）
【３

】企
画の

詳細
（見

積書
など

付け
る）

（➀
内容

 ➁
実施

時期
 ➂

予算
）

【４
】期

待で
きる

効果
（機

器を
使う

こと
でど

の業
務が

どれ
くら

い軽
減で

きる
か）

【５
】補

足（
特に

機器
の耐

久年
数）

【６
】そ

の他
（誰

が担
当、

誰に
使用

する
？）

講義
資料

➀ 
生成

AI

多国
籍共

生介
護現

場の
業務

で 
生成

ＡＩ
にで

きる
こと

は何
？
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講義
資料

➀ー
１ 

生成
AI

➀ 記
録・

書類
づく

りを
楽に

する
でき

るこ
と

•
介護

記録
の文

章を
正し

い日
本語

で整
える

•
メモ

書き
から

、き
ちん

とし
た記

録文
を作

る
•

⾧い
記録

を短
く要

点整
理す

る
•

「で
す・

ます
調」

に統
一す

る
•

翻訳
し簡

単に
文章

を整
える

講義
資料

➀ー
２ 

生成
AI

➁ 申
し送

り・
情報

共有
を助

ける
でき

るこ
と

•
申し

送り
内容

を簡
潔に

まと
める

•
夜勤

・日
勤の

引き
継ぎ

文を
作る

•
重要

ポイ
ント

だけ
を抜

き出
す

•
やさ

しい
日本

語で
外国

人介
護福

祉士
の申

し送
りを

助け
る

講義
資料

➀ー
３ 

生成
AI

➂ マ
ニュ

アル
・教

育に
使え

る
でき

るこ
と

•
介護

手順
をや

さし
い言

葉で
説明

•
新人

向け
Q&

Aを
作る

•
外国

人職
員向

けに
簡単

な日
本語

に直
す

•
研修

資料
のた

たき
台を

作る

講義
資料

➀ー
４ 

生成
AI

➃ 利
用者

・家
族へ

の説
明を

助け
る

でき
るこ

と
•

専門
用語

を使
わな

い説
明文

章を
作る

•
家族

向け
のお

知ら
せ文

を書
く

•
クレ

ーム
にな

りに
くい

言い
回し

に整
える
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講義
資料

➀ー
５ 

生成
AI

➄ シ
フト

・業
務整

理の
補助

でき
るこ

と
•

シフ
ト作

成の
考え

方を
整理

•
業務

の抜
け・

重な
りを

チェ
ック

•
忙し

い時
間帯

の改
善案

を出
す

講義
資料

➀ー
６ 

生成
AI

➅ プ
ログ

ラミ
ング

を使
った

効率
化

でき
るこ

と
•

Exc
el作

業を
自動

化す
る方

法を
考え

る
•

「こ
うい

うこ
とを

した
い」

と言
葉で

説明
する

と、
必要

なプ
ログ

ラム
案を

出し
てく

れる
•

プロ
グラ

ムの
意味

を日
本語

で説
明し

てく
れる

講義
資料

➁ 
介護

テク
ノロ

ジー

1. 介
護テ

クノ
ロジ

ー利
用の

「重
点分

野」
（9

分野
16項

目）
202

5年
4月

より
、従

来の
「介

護ロ
ボッ

ト」
とい

う枠
組み

が「
介護

テク
ノロ

ジー
」に

名称
変更

され
、IC

Tや
AI技

術を
含む

以下
の分

野が
重点

的に
支援

され
てい

ます
。

分野
主な

項目
移乗

支援
パワ

ーア
シス

トス
ーツ

、非
装着

型の
移乗

補助
機器

移動
支援

屋外
・屋

内で
の歩

行支
援・

装着
型歩

行ア
シス

ト
排泄

支援
排泄

予知
デバ

イス
・自

動排
泄処

理装
置

見守
り・

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン
施設

用・
在宅

用見
守り

セン
サー

・対
話ロ

ボッ
ト

入浴
支援

入浴
動作

を補
助す

るロ
ボッ

ト・
シス

テム
介護

業務
支援

介護
記録

シス
テム

・A
Iによ

るケ
アプ

ラン
作成

機能
訓練

支援
（新

設）
リハ

ビリ
動作

の計
測・

自動
解析

シス
テム

食事
・栄

養管
理支

援（
新設

）
誤嚥

検知
セン

サー
・栄

養状
態の

モニ
タリ

ング
認知

症生
活・

ケア
支援

（新
設）

認知
症の

方の
生活

リズ
ム維

持や
安全

確保
支援

講義
資料

➁ー
１ 

介護
テク

ノロ
ジー

（参
考）

介護
テク

ノロ
ジー

利用
の重

点分
野の

全体
図と

普及
率

移乗
支援

（装
着）

：介
助者

のパ
ワー

アシ
スト

を行
う装

着型
の機

器。
普及

率 9
.7%

移乗
支援

（非
装着

）：
介助

者に
よる

移乗
動作

のア
シス

トを
行う

非装
着型

の機
器

移動
支援

（屋
外）

：高
齢者

等の
屋外

外出
をサ

ポー
トし

、荷
物等

を安
全に

運搬
でき

るロ
ボッ

ト技
術を

用い
た歩

行支
援機

器
移動

支援
（屋

内）
：高

齢者
等の

屋内
移動

や立
ち座

りを
サポ

ート
し、

特に
トイ

レへ
の往

復や
トイ

レ内
での

姿勢
保持

を支
援

する
ロボ

ット
技術

を用
いた

歩行
支援

機器
。普

及率
 1.2

%
排泄

支援
（排

泄処
理）

：排
泄物

の処
理に

ロボ
ット

技術
を用

いた
設置

位置
の調

整可
能な

トイ
レ。

普及
率 0

.5%
排泄

支援
（排

泄予
測・

検知
）：

排泄
を予

測又
は検

知し
、排

泄タ
イミ

ング
の把

握や
トイ

レへ
の誘

導を
支援

する
機器

排泄
支援

（動
作支

援）
：ロ

ボッ
ト技

術を
用い

てト
イレ

内で
の下

衣の
着脱

等の
排泄

の一
連の

動作
を支

援す
る機

器

見守
り（

施設
）：

介護
施設

にお
いて

使用
する

、各
種セ

ンサ
ー等

や外
部通

信機
能を

備え
た機

器シ
ステ

ム、
プラ

ット
フォ

ー
ム 見守

り（
在宅

）：
在宅

にお
いて

使用
する

、各
種セ

ンサ
ー等

や外
部通

信機
能を

備え
た機

器シ
ステ

ム、
プラ

ット
フォ

ーム
。

普及
率 3

0.0%
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン：

高齢
者等

のコ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
を支

援す
る機

器
入浴

支援
：入

浴に
おけ

るケ
アや

動作
を支

援す
る機

器。
普及

率 1
1.2%

介護
業務

支援
：介

護業
務に

伴う
情報

を収
集・

蓄積
し、

それ
を基

に高
齢者

等へ
の介

護サ
ービ

ス提
供に

関わ
る業

務に
活用

す
るこ

とを
可能

にす
る機

器・
シス

テム
。普

及率
 10.

2%
機能

訓練
支援

：介
護職

等が
行う

身体
機能

や生
活機

能の
訓練

にお
ける

各業
務（

アセ
スメ

ント
・計

画作
成・

訓練
実施

）を
支

援す
る機

器・
シス

テム
食事

・栄
養管

理支
援：

高齢
者等

の食
事・

栄養
管理

に関
する

周辺
業務

を支
援す

る機
器・

シス
テム

認知
症生

活支
援・

認知
症ケ

ア支
援：

認知
機能

が低
下し

た高
齢者

等の
自立

した
日常

生活
また

は個
別ケ

アを
支援

する
機器

・
シス

テム
※赤

破線
で囲

って
いる

、排
泄支

援（
排泄

予測
・検

知）
、見

守り
（施

設）
、見

守り
（在

宅）
、コ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

、介
護業

務支
援、

機能
訓練

支援
、食

事・
栄養

管理
支援

、認
知症

生活
支援

・認
知症

ケア
支援

の項
目に

おい
ては

他の
機器

・シ
ステ

ムと
の連

携を
定義

文に
おい

て明
記

※項
目別

の普
及率

は、
『令

和3
年度

介護
報酬

改定
の効

果検
証及

び調
査研

究に
係る

調査
結果

』を
引用

※緑
枠線

の、
新た

に追
加さ

れる
機能

訓練
支援

・食
事・

栄養
管理

支援
・認

知症
生活

支援
・認

知症
ケア

支援
の３

項目
に関

して
は、

上記
調査

を実
施し

てい
ない

ため
、普

及率
は未

記載
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講義
資料

➁ー
２ 

介護
テク

ノロ
ジー

「介
護テ

クノ
ロジ

ー利
用の

重点
分野

」の
定義

 
（既

存分
野の

見直
し）

【既
存分

野の
見直

し】
移乗

支援
（装

着）
介助

者の
パワ

ーア
シス

トを
行う

装着
型の

機器
（定

義）
 ベッ

ド、
車い

す、
便器

等の
間を

、高
齢者

等に
とっ

て負
担が

なく
、安

心し
て移

乗す
るこ

とを
支援

する
。

 介助
者が

装着
して

用い
、移

乗介
助の

際の
身体

の負
担を

軽減
する

。
 移乗

開始
から

終了
まで

、介
助者

が一
人で

使用
する

こと
がで

きる
。

 介助
者が

一人
で着

脱可
能で

ある
こと

。
重点

分野
のイ

メー
ジ（

空欄
）

排泄
支援

（動
作支

援）
ロボ

ット
技術

を用
いて

トイ
レ内

での
下衣

の着
脱等

の排
泄の

一連
の動

作を
支援

する
機

器（
定義

）
 使用

者が
一人

で使
用で

きる
又は

一人
の介

助者
の支

援の
下で

使用
でき

る。
 トイ

レ内
での

下衣
の着

脱等
の排

泄の
一連

の動
作を

支援
する

こと
がで

きる
。

 トイ
レ内

での
方向

転換
、便

座へ
の立

ち座
り、

清拭
の支

援が
可能

であ
れば

、加
点評

価す
る。  トイ

レ内
での

使用
者の

姿勢
や排

泄の
終了

など
を検

知し
て介

助者
に伝

える
こと

が可
能で

あれ
ば、

加点
評価

する
。

 標準
的な

家庭
のト

イレ
内で

使用
可能

であ
れば

、加
点評

価す
る

重点
分野

のイ
メー

ジ（
空欄

）

講義
資料

➁ー
３ 

介護
テク

ノロ
ジー

2. 予
算と

補助
金の

仕組
み

国（
厚生

労働
省）

が予
算を

確保
し、

それ
を財

源と
して

各自
治体

（都
道府

県）
が補

助金
を交

付す
る仕

組み
です

財源
：地

域医
療介

護総
合確

保基
金

国か
ら各

都道
府県

に配
分さ

れる
「地

域医
療介

護総
合確

保基
金」

が主
な

財源
です

。2
025

年度
以降

も、
介護

DXや
生産

性向
上を

加速
させ

るた
め

、数
億～

数十
億円

単位
の予

算が
継続

的に
投じ

られ
てい

ます
。

主な
補助

金制
度：

介護
テク

ノロ
ジー

導入
支援

事業
事業

所が
重点

分野
の機

器を
導入

する
際、

以下
のよ

うな
補助

が受
けら

れま
す（

※自
治体

によ
り詳

細は
異な

りま
す）

。
•

パッ
ケー

ジ型
導入

支援
：「

見守
りセ

ンサ
ー＋

イン
カム

＋介
護記

録ソ
フト

」な
ど、

複数
を組

み合
わせ

て導
入す

る場
合に

手厚
い補

助が
出る

傾向
にあ

りま
す（

上限
例：

750
万～

1,00
0万

円）
。

•
補助

率：
通常

は 1
/2 で

すが
、一

定の
要件

（生
産性

向上
の取

り組
み等

）を
満た

すと
 3/4

 まで
引き

上げ
られ

る制
度も

あり
ます

。
•

対象
経費

：機
器の

購入
費だ

けで
なく

、初
期設

定費
や通

信環
境（

WiF
i）の

整備
費用

も対
象に

含ま
れる

ケー
スが

増え
てい

ます
。
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教材 PBL①改訂版 



1

PBL
教材

➀ （
回答

例付
） 

多国
籍共

生介
護現

場に
おけ

る 
AI導

入ス
キル

獲得
のた

めの
研修

プロ
グラ

ム開
発事

業

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】

下の
 ✓ に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
✓ こ

の施
設の

課題
は何

か
•

✓ こ
の施

設の
課題

解決
に向

けた
取り

組み
とし

てど
うい

った
対応

が考
えら

れる
か

•
✓ 利

用者
を移

乗支
援す

る際
、必

要と
思わ

れる
AI機

器は
どう

いっ
たも

のが
ある

か
•

✓ 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セス

が必
要か

◦
➀ 目

標設
定（

AI機
器を

導入
する

にあ
たっ

てど
うい

った
こと

を成
し遂

げる
か）

◦
➁ 情

報収
集（

導入
予定

のA
Iの活

用事
例等

をリ
サー

チ）
◦

➂ 導
入計

画（
いつ

購入
・導

入、
機器

使用
のプ

ラク
ティ

スス
ケジ

ュー
ル、

AI機
器を

活用
する

のは
誰？

等の
計画

策定
）

◦
➃ ※

導入
◦

➄ ※
運用

（※
につ

いて
は、

第2
段階

にて
議論

を予
定）

•
✓ 導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う。

（い
つ頃

？）

教育
プロ

グラ
ムの

構成

教育
プロ

グラ
ムの

構成
教育

プロ
グラ

ムは
、以

下の
第1

～3
段階

の手
順で

進め
てい

きま
す。

主な
対象

者は
、介

護施
設等

にお
ける

マネ
ージ

ャー
及び

その
候補

者の
方々

です
。

特に
、外

国人
介護

士が
従事

して
いる

施設
や、

今後
外国

人介
護士

の採
用を

決定
・検

討し
てい

る施
設の

方を
想定

して
いま

す。

第1
段階

•
受講

者は
職場

にお
ける

課題
やニ

ーズ
につ

いて
、部

下や
上司

とと
もに

分析
を行

いま
す。

•
課題

解決
のた

めに
有効

なツ
ール

（A
I）を

選定
しま

す。
•

現場
に導

入す
る計

画を
立案

しま
す。

PBL
とは PBL

（P
roje

ct B
ase

d L
ear

nin
g）

とは
PBL

とは
PBL

とは
「P

roje
ct B

ase
d Le

arn
ing

」の
略称

であ
り、

例え
ば一

般的
には

以下
のよ

うに
説明

され
てい

ます
。

情報
シス

テム
開発

等の
プロ

ジェ
クト

を課
題と

して
設定

し、
学習

者を
中

心に
編成

され
たプ

ロジ
ェク

トチ
ーム

によ
る主

体的
な取

り組
みを

促し
、

課題
を解

決さ
せて

いく
教育

方法
。

課題
解決

を通
して

実践
的な

スキ
ルと

知識
を習

得し
ます

。
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PBL
とは PBL

（P
roje

ct B
ase

d L
ear

nin
g）

とは
 ― 通

常の
学習

 vs 
PBL

に
よる

学習
◆ 通

常の
学習

 ◆
•

講師
主導

で講
義・

演習
を実

施
•

講義
（知

識）
や演

習を
通し

て学
ぶ

•
知識

や技
術の

習得
•

新し
い知

識の
獲得

（知
識先

行）
→ 提

示さ
れた

課題
の解

決

◆ P
BLに

よる
学習

 ◆
1.

マネ
ージ

ャー
主導

でA
I選定

、計
画立

案
2.

事例
を通

じて
学習

、実
際の

計画
作成

（議
論や

報告
・計

画
案作

成）
3.

知識
・ス

キル
の習

得、
コン

ピテ
ンシ

ーの
獲得

課題
や問

題の
認識

 → 解
決の

為の
AI選

定と
計画

案の
作成

PBL
とは PBL

（P
roje

ct B
ase

d L
ear

nin
g）

とは
 ― 各

段階
の内

容
01 第

1段
階

•
職場

の課
題抽

出（
環境

・ヒ
ト）

•
AIニ

ーズ
分析

と選
定

•
導入

計画
案

02 第
2段

階
新し

い知
識の

獲得
（知

識先
行）

→ 提
示さ

れた
課題

の解
決

•
課題

抽出
、分

析
•

AI情
報収

集、
選定

•
AI導

入計
画案

作成
課題

や問
題の

認識
 → 解

決の
為の

AI選
定と

計画
案の

作成

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 学習
の内

訳（
案）

学習
内容

アウ
トプ

ット
時間

配分
オリ

エン
テー

ショ
ン

—
0.5時

間
第1

段階
（令

和5
年度

）・
導入

計画
作成

—
—

施設
にお

ける
課題

抽出
—

3.5時
間

AIニ
ーズ

の分
析

—
3.0時

間
AIツ

ール
の選

定
—

3.5時
間

AI導
入計

画案
作成

—
9.5時

間
合計

—
20.

0時
間

•
施設

にお
ける

課題
抽出

は、
環境

及び
人的

な課
題を

マネ
ージ

ャー
クラ

スで
話し

合い
、解

決策
につ

いて
も意

見交
換を

しま
す。

•
AIニ

ーズ
分析

・選
定に

つい
ては

、課
題解

決の
ツー

ルと
して

活用
する

にあ
たっ

て、
適し

てい
るか

、何
が良

いか
を話

し合
いま

す。
•

AI導
入計

画案
作成

は、
導入

する
時期

や使
用す

る対
象者

（利
用者

含む
）ほ

か、
導入

後の
アウ

トプ
ット

につ
いて

も話
し合

いま
す。

第1
段階

 事例
把握

【第
1段

階】
施設

にお
ける

課題
抽出

介護
現場

にお
ける

課題
に向

き合
い、

その
解決

のツ
ール

とし
てA

Iの活
用を

検討
して

いま
す。

「課
題」

につ
いて

は、
施設

のス
タ

ッフ
それ

ぞれ
が、

共通
の認

識＝
解

決し
なく

ては
いけ

ない
とい

う思
い

を持
って

、用
途を

明確
にし

て、
選

定、
導入

計画
を作

るこ
とが

必要
だ

と考
えて

いま
す。

マネ
ージ

ャー
は、

スタ
ッフ

全員
か

ら、
施設

の運
営に

おい
て、

問題
点

や課
題と

感じ
てい

るこ
とを

事前
に

ヒア
リン

グを
して

おき
ます

。

マネ
ージ

ャー
同士

で、
意見

交換
を行

い、
取り

まと
めを

行い
ます

。（
特に

、環
境面

や人
的な

課題
、サ

ービ
ス提

供時
にお

ける
課題

など
）
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第1
段階

 事例
把握

【第
1段

階】
AIニ

ーズ
の分

析／
AIツ

ール
の選

定
•

具体
的に

サー
ビス

を提
供す

る場
面や

、対
象者

など
を想

定し
つつ

、施
設に

必要
と思

われ
るA

Iの選
定を

行い
ます

。
•

介護
サー

ビス
を提

供す
る場

面（
見守

りや
排せ

つ、
入浴

、ス
タッ

フ間
のコ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

など
）で

先に
出て

いる
課題

と照
らし

合わ
せて

、必
要な

機器
の情

報収
集を

行い
ます

。
•

選定
に際

して
は、

どこ
に重

点を
置く

かに
つい

ても
議論

しま
す。

第1
段階

 事例
把握

【第
1段

階】
選定

した
AIの

導入
計画

案の
作成

導入
する

予定
の機

器が
上手

に活
用で

きる
よう

に、
導入

計画
案を

作成
しま

す。
また

、導
入に

おい
ては

、➀
～➄

（※
➃➄

につ
いて

は別
途）

を意
識し

た計
画を

作成
しま

す。

1. 目
標設

定
2. 情

報収
集

3. 導
入計

画

4. 導
入

5. 運
用（

と振
り返

り）

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 概要
学習

目標
実践

的な
AIを

導入
した

多国
籍共

生介
護現

場に
おけ

る協
働及

びコ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
支援

の方
法を

学び
、課

題解
決に

取り
組む

力を
養い

ます
。

学習
テー

マ（
PBL

➀）
知識

・ス
キル

の習
得、

コン
ピテ

ンシ
ーの

獲得

学習
時間

総学
習時

間 2
0.0

時間
1.

職場
の課

題と
は、

ニー
ズや

課題
の

分析
2.

AIツ
ール

の選
定と

導入

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～
施設

にお
ける

課題
抽出

～
PBL

教材
 事例

把握
(1)【

舞台
・状

況】
【舞

台】
社会

福祉
法人

（神
奈川

県）
1.

介護
老人

福祉
施設

、短
期入

所生
活介

護、
2.

デイ
サー

ビス
を運

営す
る社

会福
祉法

人で
、

職員
数は

約1
00名

。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
て

くだ
さい

。

【状
況】

スタ
ッフ

は1
0代

～7
0代

まで
と幅

広い
。

経営
層は

先の
不安

も見
越し

て、
補助

金や
助成

金
を活

用し
たA

I機器
の導

入を
検討

して
いま

す。
現在

は介
護サ

ービ
スの

提供
の場

面に
おい

てA
Iを

活用
する

こと
につ

いて
検討

を進
めた

いと
考え

て
いま

す。
従来

、こ
の施

設で
は体

重が
ある

利用
者へ

の移
動

支援
に対

して
、2

名で
の介

助を
行っ

てい
まし

た。
他の

支援
業務

もあ
り、

スタ
ッフ

の身
体へ

の負
担

が大
きい

為、
AI機

器の
活用

でス
タッ

フの
身体

的
な負

担軽
減を

図り
たい

と思
って

いま
す。

年配
の人

は抵
抗が

あり
、触

りも
しな

い。
納得

感を
持っ

て活
用し

ても
らう

為に
はど

うし
た

ら良
いか

。
職員

の負
担が

今以
上に

増え
ない

よう
にし

、業
務

が軽
減で

きる
こと

を目
的に

導入
と活

用を
進め

た
いと

考え
てい

ます
。
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
状況

・続
き】

【状
況】

ロボ
ット

の導
入を

推し
進め

る4
0代

の男
性管

理者
Aに

対し
て、

50代
の男

性ス
タッ

フB
から

、現
在の

スタ
ッフ

で十
分に

対応
でき

てい
るの

に、
AI機

器（
移乗

サポ
ート

ロボ
ット

）の
導入

は必
要か

？と
の意

見が
出さ

れま
した

。
他に

も1
0年

以上
の現

場経
験の

ある
50代

の男
性ス

タッ
フC

から
も、

「2
名で

利用
者を

移乗
すれ

ば移
乗サ

ポー
トロ

ボッ
トを

入れ
る必

要が
ない

」と
の意

見が
出さ

れま
した

。
両名

は明
らか

に導
入に

反対
の姿

勢を
示し

てい
ます

。
これ

まで
新た

な取
り組

みに
対し

ての
異論

・反
論に

対し
ても

、A
は真

摯に
向き

合い
、時

間を
かけ

て話
し合

いを
し、

取り
組み

を実
践し

て
きま

した
。

この
施設

の課
題と

解決
の為

に必
要な

AI機
器の

選定
を行

いま
しょ

う。
ロボ

ット
の活

用は
ダメ

です
か？

必要
あり

ませ
んよ

。な
ぜ導

入す
るの

？面
倒く

さい
し⋯

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
舞台

・状
況】

【舞
台】

医療
法人

（千
葉県

）が
以下

の施
設を

運営
して

いま
す。

•
介護

老人
保健

施設
•

短期
入所

療養
介護

•
通所

リハ
ビリ

テー
ショ

ン
•

居宅
介護

支援
職員

数は
100

名で
す。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載
して

くだ
さい

。

【状
況】

•
これ

まで
この

法人
では

、以
下の

よう
な状

況が
あり

まし
た。

•
職員

定着
率の

低さ
•

残業
が多

い
•

有休
を消

化で
きな

い
•

特定
の職

員し
か知

らな
い情

報が
あり

、休
むと

様々
な業

務に
支障

が出
る

施設
⾧は

、こ
うし

た状
況を

踏ま
えて

「意
識改

善だ
けで

は解
決に

至ら
ない

、そ
のた

めに
はA

I
機器

の導
入や

活用
が必

要で
はな

いか
」と

提案
をし

まし
た。

特に
夜勤

の対
応が

でき
るス

タッ
フに

限り
があ

り、
経験

が浅
いス

タッ
フに

は任
せら

れる
こと

も少
ない

ため
、一

部の
スタ

ッフ
に大

きな
負担

がか
かっ

てい
まし

た。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
状況

・続
き】

【状
況】

現在
、法

人内
で特

に負
担と

なっ
てい

るの
は、

➂通
所介

護リ
ハビ

リテ
ーシ

ョン
の利

用者
の連

絡帳
への

転記
です

。
一部

のス
タッ

フは
、一

人あ
たり

2時
間ほ

どた
っぷ

りと
した

時間
を掛

けて
丁寧

に書
いて

いま
す。

管理
者A

さん
は「

効率
よく

転記
でき

れば
他の

業務
もで

きる
のに

（泣
）」

と
いつ

も言
葉を

選ん
で指

導を
して

いま
すが

、
パー

トB
さん

、C
さん

はま
とも

に取
り合

おう
とは

しま
せん

。
管理

者A
さん

が強
く言

うと
、B

さん
Cさ

んか
らは

「辞
める

」と
の発

言が
あり

、
対応

に苦
労し

てい
ます

。
Bさ

んC
さん

とも
管理

者A
さん

より
も年

上で
、職

歴も
⾧い

。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aよ
り、

AIの
選定

や導
入手

続き
など

、一
切を

委任
され

たD
さん

。
どう

いっ
たプ

ロセ
スで

進め
たら

良い
か？

この
施設

の課
題と

解決
の為

に必
要な

AI機
器の

選定
を行

いま
しょ

う。
ただ

でさ
え、

人手
不足

 無
駄な

こと
はや

めて
ほし

い（
怒）

うち
の施

設で
必要

なA
I機器

って
何？

これ
まで

AI機
器は

入れ
てい

ない
し⋯

ホン
トは

面倒
だ（

泣）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
グル

ープ
ワー

ク・
デ

ィス
カッ

ショ
ン】

下の
 ✓ に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）
•

✓ こ
の法

人（
特に

通所
介護

リハ
ビリ

テー
ショ

ン）
の課

題は
何か

•
✓ こ

の法
人（

特に
通所

介護
リハ

ビリ
テー

ショ
ン）

の課
題解

決に
向け

た取
り組

みと
して

どう
いっ

た対
応が

考え
られ

るか
•

✓ 業
務の

効率
化を

図る
上で

、必
要と

思わ
れる

AI機
器は

どう
いっ

たも
のが

ある
か

•
✓ 選

定し
たA

Iを導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か
 

➀目
標設

定 
➁情

報収
集 

➂導
入計

画 
➃※

導入
 ➄

※運
用（

※に
つい

ては
、第

2段
階に

て議
論を

予定
）

•
✓ 導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う。

（い
つ頃

？）
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
舞台

・状
況】

【舞
台】

株式
会社

（首
都圏

）
•

➀施
設介

護事
業

•
➁通

所介
護事

業
•

➂居
宅介

護事
業

•
➃訪

問介
護事

業・
障害

支援
事業

•
➄福

祉用
具・

住宅
改修

事業
ほか

職員
数は

415
名。

男女
比は

男性
1：

女性
3と

女性
の割

合が
多い

。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い

。

【状
況】

この
法人

では
、離

職率
の高

さ、
残業

時間
の多

さが
課題

とな
って

いま
す。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
状況

・続
き】

【状
況】

幹部
会議

にお
いて

、施
設介

護事
業部

門の
部⾧

がリ
ーダ

ーと
なり

、法
人内

でプ
ロジ

ェク
トを

組織
し、

導入
計画

を作
成す

る
こと

とな
りま

した
。

導入
（及

び活
用）

に際
して

は様
々な

障壁
があ

ると
思わ

れる
為、

どう
いっ

た手
法に

おい
て進

めて
いく

か、
検討

する
必要

が
あり

ます
。

職員
が増

えて
きた

こと
もあ

り、
業務

にお
いて

効率
化、

生産
性向

上が
求め

られ
ます

。

特に
、職

員の
就業

管理
や、

管理
部門

の体
制強

化が
急務

とな
って

いま
す。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】

下の
 ✓ に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
✓ プ

ロジ
ェク

トメ
ンバ

ーが
取り

組む
べき

法人
の課

題は
何か

•
✓ こ

の法
人の

課題
解決

に向
けた

取り
組み

とし
てど

うい
った

対応
が考

えら
れる

か
•

✓ 業
務の

効率
化を

図る
上で

、必
要と

思わ
れる

AI機
器は

どう
いっ

たも
のが

ある
か

•
✓ 選

定し
たA

Iを導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か
➀目

標設
定 

➁情
報収

集 
➂導

入計
画 

➃※
導入

 ➄
※運

用（
※に

つい
ては

、第
2段

階に
て議

論を
予定

）
•

✓ 導
入し

たA
I機器

につ
いて

、ス
タッ

フ間
の共

有や
結果

報告
を行

う。
（い

つ頃
？）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
舞台

・課
題】

【舞
台】

社会
福祉

法人
（神

奈川
県）

➀介
護老

人福
祉施

設、
短期

入所
生活

介護
、➁

デイ
サー

ビス
を運

営す
る社

会福
祉法

人で
、職

員数
は約

100
名。

【施
設に

おけ
る課

題】
•

職員
間の

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
不足

して
いる

。
•

法人
や施

設、
事業

所の
理念

につ
いて

の共
通理

解が
乏し

い
。

•
AIへ

の接
点が

少な
く、

導入
に対

する
抵抗

感が
ある

。
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
状況

・続
き】

【状
況】

ロボ
ット

の導
入を

推し
進め

る4
0代

の男
性管

理者
Aに

対し
て、

50代
の男

性ス
タッ

フB
から

、現
在の

スタ
ッフ

で十
分に

対応
で

きて
いる

のに
、A

I機器
（移

乗サ
ポー

トロ
ボッ

ト）
の導

入は
必要

か？
との

意見
が出

され
まし

た。
他に

も1
0年

以上
の現

場経
験の

ある
50代

の男
性ス

タッ
フC

か
らも

、「
2名

で利
用者

を移
乗す

れば
移乗

サポ
ート

ロボ
ット

を
入れ

る必
要が

ない
」と

の意
見が

出さ
れま

した
。

両名
は明

らか
に導

入に
反対

の姿
勢を

示し
てい

ます
。

これ
まで

新た
な取

り組
みに

対し
ての

異論
・反

論に
対し

ても
、A

は真
摯に

向き
合い

、時
間を

かけ
て話

し合
いを

し、
取り

組
みを

実践
して

きま
した

。

【目
標】

この
施設

の課
題抽

出と
その

解決
の為

に必
要な

AI機
器の

選定
を行

いま
しょ

う。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
ディ

スカ
ッシ

ョン
設問

】
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
この

施設
の課

題は
何か

•
この

施設
の課

題解
決に

向け
た取

り組
みと

して
どう

いっ
た対

応が
考え

られ
るか

•
利用

者を
移乗

支援
する

際、
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
うい

った
もの

があ
るか

•
選定

した
AIを

導入
（及

び活
用）

する
際、

どう
いっ

たプ
ロセ

スが
必要

か

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例】
回答

例）
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

✓ こ
の施

設の
課題

は何
か

✓ 課
題解

決に
向け

た取
り組

み
⇒ コ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

不足
、A

Iへの
接点

少な
い

⇒ ベ
クト

ル合
わせ

（目
指す

とこ
ろは

一
緒、

アプ
ロー

チ方
法に

相違
があ

る）

✓ 必
要と

思わ
れる

AI機
器

⇒ H
ug、

SAS
UKE

、H
AL な

どの
移乗

サポ
ート

ロボ
ット

など
、ス

タッ
フの

身体
的負

担を
軽減

する
機器

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
舞台

・課
題】

【舞
台】

医療
法人

（千
葉県

）➀
介護

老人
保健

施設
 ➁短

期入
所療

養介
護 ➂

通所
リハ

ビリ
テー

ショ
ン ➃

居宅
介護

支援
 を運

営し
て

おり
、職

員数
は1

00名
。

【施
設に

おけ
る課

題】
•

法人
（➂

通所
介護

リハ
ビリ

テー
ショ

ン）
にお

ける
スタ

ッフ
間の

より
良い

関係
性、

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
不足

して
いる

。
•

限ら
れた

人員
でサ

ービ
スを

提供
する

為、
無駄

があ
ると

他の
スタ

ッフ
や利

用者
への

サー
ビス

に影
響が

出る
。
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
状況

・続
き】

【状
況】

現在
、法

人内
で特

に負
担と

なっ
てい

るの
は、

➂通
所介

護リ
ハビ

リテ
ーシ

ョン
の利

用者
の連

絡帳
への

転記
です

。
一部

のス
タッ

フは
、一

人あ
たり

2時
間ほ

どた
っぷ

りと
時間

を掛
けて

丁寧
に書

いて
いま

す。
管理

者A
さん

が強
く言

うと
、「

辞め
る」

との
発言

があ
り、

対応
に苦

労し
てい

ます
。

Bさ
んC

さん
とも

管理
者A

さん
より

も年
上で

、職
歴も

⾧い
。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んは

対応
に苦

慮し
てい

ます
。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
ディ

スカ
ッシ

ョン
設問

】
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
✓ こ

の法
人（

特に
通所

介護
リハ

ビリ
テー

ショ
ン）

の課
題は

何か
•

✓ こ
の法

人（
特に

通所
介護

リハ
ビリ

テー
ショ

ン）
の課

題解
決に

向け
た取

り組
みと

して
どう

いっ
た対

応が
考え

られ
るか

•
✓ 業

務の
効率

化を
図る

上で
、必

要と
思わ

れる
AI機

器は
どう

いっ
たも

のが
ある

か
•

✓ 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セス

が必
要か

 ➀
目標

設定
 ➁

情報
収集

 ➂
導入

計画
 ➃

※導
入 

➄※
運用

（※
につ

いて
は、

第2
段階

にて
議論

を予
定）

•
✓ 導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う。

（い
つ頃

？）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
回答

例】
回答

例）
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

✓ 課
題は

何か
✓ 課

題解
決に

向け
た取

り組
み

•
スタ

ッフ
間の

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン不
足

•
ベク

トル
合わ

せ（
利用

者へ
寄り

添う
思い

、ス
タッ

フの
負担

軽減
など

）は
どの

スタ
ッフ

でも
共有

可能
では

ない
か

✓ 必
要と

思わ
れる

AI機
器

⇒ 記
録業

務を
効率

化す
るIC

Tツ
ール

・介
護ソ

フト
の導

入

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
舞台

・課
題】

【舞
台】

株式
会社

（首
都圏

）
•

施設
介護

事業
•

通所
介護

事業
•

居宅
介護

事業
•

訪問
介護

事業
・障

害支
援事

業
•

福祉
用具

・住
宅改

修事
業ほ

か
職員

数は
415

名。

【施
設に

おけ
る課

題】
•

急成
⾧の

組織
であ

り、
入職

者が
増え

てき
たこ

とも
あり

、
導入

や活
用に

対す
る障

壁が
ある

。
•

離職
率の

高さ
、情

報共
有の

不足
が課

題。
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
状況

・続
き】

【状
況】

幹部
会議

にお
いて

、施
設介

護事
業部

門の
部⾧

がリ
ーダ

ーと
なり

、法
人内

でプ
ロジ

ェク
トを

組織
し、

導入
計画

を作
成す

るこ
とと

なり
まし

た。

導入
（及

び活
用）

に際
して

は様
々な

障壁
があ

ると
思わ

れる
為、

どう
いっ

た手
法に

おい
て進

めて
いく

か、
検討

する
必要

があ
りま

す。
職員

が増
えて

きた
こと

もあ
り、

業務
にお

いて
効率

化、
生産

性向
上が

求め
られ

ます
。特

に、
職員

の就
業管

理や
、管

理部
門の

体制
強化

が急
務と

なっ
てい

ます
。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
ディ

スカ
ッシ

ョン
設問

】
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
プロ

ジェ
クト

メン
バー

が取
り組

むべ
き法

人の
課題

は何
か

•
この

法人
の課

題解
決に

向け
た取

り組
みと

して
どう

いっ
た対

応が
考え

られ
るか

•
業務

の効
率化

を図
る上

で、
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
うい

った
もの

があ
るか

•
選定

した
AIを

導入
（及

び活
用）

する
際、

どう
いっ

たプ
ロセ

スが
必要

か
a.

目標
設定

b.
情報

収集
c.

導入
計画

d.
※導

入
e.

※運
用（

※に
つい

ては
、第

2段
階に

て議
論を

予定
）

•
導入

した
AI機

器に
つい

て、
スタ

ッフ
間の

共有
や結

果報
告を

行う
。（

いつ
頃？

）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～施
設に

おけ
る課

題抽
出～

PBL
教材

 事例
把握

(3)【
回答

例】
回答

例）
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

✓ 法
人の

課題
は何

か
✓ 課

題解
決に

向け
た取

り組
み

•
組織

の拡
大に

伴う
「業

務効
率化

」「
生産

性向
上」

。実
際

に進
める

にあ
たっ

ては
、ス

タッ
フの

ITリ
テラ

シー
の強

化
が必

要で
ある

。
•

プロ
ジェ

クト
メン

バー
が担

当す
る事

業に
つい

て、
定期

的
に情

報発
信を

行う
こと

が重
要。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
状況

・続
き】

（A
Iニー

ズ分
析

） 【状
況】

幹部
会議

にお
いて

、施
設介

護事
業部

門の
部⾧

がリ
ーダ

ーと
なり

、法
人内

でプ
ロジ

ェク
トを

組織
し、

導入
計画

を作
成す

るこ
とと

なり
まし

た。
導入

（及
び活

用）
に際

して
は様

々な
障壁

があ
ると

思わ
れる

為、
どう

いっ
た手

法に
おい

て進
めて

いく
か、

検討
する

必要
があ

りま
す。 職員

が増
えて

きた
こと

もあ
り、

業務
にお

いて
効率

化、
生産

性向
上が

求め
られ

ます
。

特に
、職

員の
就業

管理
や、

管理
部門

の体
制強

化が
急務

とな
って

いま
す。
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～
AIニ

ーズ
の分

析～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】（

AIニ
ーズ

分析
）

下の
 ✓ に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
✓ プ

ロジ
ェク

トメ
ンバ

ーが
取り

組む
べき

法人
の課

題は
何か

✓ こ
の法

人の
課題

解決
に向

けた
取り

組み
とし

てど
うい

った
対応

が考
えら

れる
か

✓ 業
務の

効率
化を

図る
上で

、必
要と

思わ
れる

AI機
器は

どう
いっ

たも
のが

ある
か

✓ 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、

どう
いっ

たプ
ロセ

スが
必要

か
•

➀目
標設

定
•

➁情
報収

集
•

➂導
入計

画
•

➃※
導入

•
➄※

運用
（※

につ
いて

は、
第2

段階
に

て議
論を

予定
）

✓ 導
入し

たA
I機器

につ
いて

、ス
タッ

フ間
の共

有や
結果

報告
を行

う。
（い

つ頃
？）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～
PBL

教材
 事例

把握
(2)【

舞台
・状

況】
（A

Iニー
ズ分

析
） 【舞

台】
株式

会社
（神

奈川
県）

デイ
サー

ビス
を運

営し
てお

り、
機能

訓練
指導

員の
もと

機能
の維

持・
向上

を図
るこ

とを
目的

に運
営し

てい
る.

従業
員数

25名
.

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い.

【状
況】

管理
者A

さん
は、

昨今
の新

型コ
ロナ

ウイ
ルス

感染
拡大

防止
の観

点か
ら様

々な
補助

金や
助成

金が
ある

こと
か

ら、
それ

らを
活用

して
、施

設の
ICT

化を
本格

的に
推進

した
いと

考え
てい

ます
.

現場
が今

まで
以上

に多
忙を

極め
、特

にこ
れま

での
転記

作業
では

限界
を感

じて
いま

す.
•

どの
ソフ

トが
自事

業所
に合

うの
か、

見当
がつ

かな
い.

•
施設

もIC
T化

を本
格的

に推
進し

たい
と考

えて
いる

.
•

どう
やっ

て進
めた

らい
いの

か、
職員

の士
気や

サー
ビス

に影
響が

ある
かも

しれ
ない

ので
不安

だ.
こう

した
状況

の中
、管

理者
Aさ

んよ
り、

ソフ
トの

選定
や導

入手
続き

など
、一

切を
委任

され
たB

さん
.

Bさ
んは

、ど
うい

った
プロ

セス
で進

めた
ら良

いか
？

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
登場

人物
・状

況】
（A

Iニー
ズ分

析）

スタ
ッフ

の声
ただ

でさ
え人

手不
足！

無駄
なこ

とは
やめ

てほ
しい

（怒
）

管理
者の

声
うち

の施
設で

必要
なソ

フト
って

何？
別ス

タッ
フの

声
新し

いも
のを

取り
入れ

るこ
とは

不安
だ⋯

ホン
トは

面倒
だ（

泣）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】 

（A
Iニー

ズ分
析）

下の
 ✓ に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

•
✓ こ

の事
業所

の課
題は

何か
•

✓ こ
の事

業所
の課

題解
決に

向け
た取

り組
みと

して
どう

いっ
た対

応が
考え

られ
るか

•
✓ 業

務の
効率

化を
図る

上で
、必

要と
思わ

れる
AI機

器は
どう

いっ
たも

のが
ある

か
•

✓ 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セス

が必
要か

 ➀目
標設

定 
➁情

報収
集 

➂導
入計

画 
➃※

導入
 

➄※
運用

（※
につ

いて
は、

第2
段階

にて
議論

を予
定）

•
✓ 導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う。

（い
つ頃

？）
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
舞台

・課
題】

（A
Iニー

ズ分
析 回

答）
【舞

台】
株式

会社
（首

都圏
）

•
➀施

設介
護事

業
•

➁通
所介

護事
業

•
➂居

宅介
護事

業
•

➃訪
問介

護事
業・

障害
支援

事業
•

➄福
祉用

具・
住宅

改修
事業

ほか
職員

数：
415

名 男
女比

：男
性1

：女
性3

【施
設に

おけ
る課

題】
離職

率が
高く

、情
報共

有が
十分

行え
てい

ない
ので

はな
いか

。人
材確

保・
育成

・定
着が

課題
。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
状況

・続
き】

（A
Iニー

ズ分
析 回

答）
【状

況】
幹部

会議
にお

いて
、施

設介
護事

業部
門の

部⾧
がリ

ーダ
ーと

なり
、法

人内
でプ

ロジ
ェク

トを
組織

し、
導入

計画
を作

成す
るこ

とと
なり

まし
た。

導入
（及

び活
用）

に際
して

は様
々な

障壁
があ

ると
思わ

れる
為、

どう
いっ

た手
法に

おい
て進

めて
いく

か、
検討

する
必要

があ
りま

す。 職員
が増

えて
きた

こと
もあ

り、
業務

にお
いて

効率
化、

生産
性向

上が
求め

られ
ます

。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例➀
】（

AIニ
ーズ

分析
）

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）

法人
の課

題は
何か

⇒ 法
人は

年1
～2

拠点
の開

設を
目指

して
おり

、そ
の為

には
人材

流出
は避

けた
いと

ころ
。人

材確
保や

育成
、定

着の
障害

とな
って

い
る離

職率
増な

どが
考え

られ
る。

必要
と思

われ
るA

I機器
⇒ 就

業管
理シ

ステ
ム、

情報
共有

ツー
ル、

スタ
ッフ

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンア
プリ

など

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例➁
】（

AIニ
ーズ

分析
）

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）

✓選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セス

が必
要か

前提
とし

て、
「課

題」
解決

に至
るツ

ール
であ

るか
の確

認が
必要

とな
りま

す。
その

後に
選定

、購
入・

導入
日を

決定
し次

第、
搬入

日を
確認

し、
事前

にい
つ、

どん
な機

種が
導入

され
るの

か、
どの

利用
者

に使
用す

るの
か、

スタ
ッフ

への
周知

・研
修を

行い
ます

。
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
舞台

・課
題】

（A
Iニー

ズ分
析 回

答）
【舞

台】
株式

会社
（神

奈川
県）

➀デ
イサ

ービ
スを

運営
して

おり
、機

能訓
練指

導員
のも

と機
能の

維持
・向

上を
図る

こと
を目

的に
運営

して
いる

。従
業員

数2
5名

。

【施
設に

おけ
る課

題】
昨今

の業
界を

取り
巻く

状況
（外

的な
課題

）が
挙げ

られ
ます

。少
子高

齢化
社会

、就
業人

口減
とい

った
世相

も反
映し

て、
人材

の確
保や

育成
が難

しく
、利

用者
を受

け入
れる

施設
や環

境の
整備

が求
めら

れて
いま

す。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
状況

・続
き】

（A
Iニー

ズ分
析 回

答）
【状

況】
管理

者A
さん

は、
昨今

の新
型コ

ロナ
ウイ

ルス
感染

拡大
防止

の観
点か

ら様
々な

補助
金や

助成
金が

ある
こと

から
、そ

れら
を活

用し
て、

施設
のIC

T化
を本

格的
に推

進し
たい

と考
えて

いま
す。

現場
が今

まで
以上

に多
忙を

極め
、特

にこ
れま

での
記録

の転
記で

は限
界を

感じ
てい

ます
。

•
どの

ソフ
トが

自事
業所

に合
うの

か、
見当

がつ
かな

い。
•

施設
もIC

T化
を本

格的
に推

進し
たい

。
•

どう
やっ

て進
めた

らい
いの

か、
職員

の士
気や

サー
ビス

に影
響が

ある
かも

しれ
ない

ので
不安

だ。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
回答

例➀
】（

AIニ
ーズ

分析
）

この
事業

所の
課題

は何
か

現在
の業

務（
特に

記録
の転

記）
につ

いて
は、

限界
を感

じて
いる

が、
対策

を講
じて

ない
こと

に課
題が

ある
。

課題
解決

に向
けた

取り
組み

現在
の業

務（
特に

記録
の転

記）
につ

いて
は、

限界
を感

じて
いる

が、
対策

を講
じて

ない
こと

に課
題が

ある
。

必要
と思

われ
るA

I機器
事業

所の
ICT

化。
補助

金・
助成

金を
活

用し
た介

護ソ
フト

の導
入を

検討
する

。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
回答

例➁
・状

態分
析➀

➁】
（A

Iニー
ズ分

析）
✓ 選

定し
たA

Iを導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か
⇒ 事

業所
にお

ける
状態

分析
を行

いま
す。

（重
複・

項目
が多

い・
事業

別に
書式

が異
なる

・デ
ータ

差し
替え

が多
い・

作業
が多

い等
の課

題）
その

ほか
、検

討す
る機

器の
魅力

出し
を行

いま
す。

•
費用

•
機能

•
サポ

ート
•

トー
タル

（メ
リッ

ト／
デメ

リッ
ト）

を整
理し

ます
。
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
Iニー

ズの
分析

～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
参考

：状
態分

析➂
】（

AIニ
ーズ

分析
）

【参
考】

事業
所に

おけ
る状

態分
析➂

 検
討す

る機
器の

魅力
出し

（比
較）

A社
B社

費用
165

千円
（導

入）
123

千円
（月

額）
643

千円
（導

入）
130

千円
（月

額）
機能

操作
性:行

き来
が多

い
シフ

ト管
理:—

給与
計算

:対応
可、

交通
費×

記録
・実

績:請
求連

動可

操作
性:易

 アプ
リ感

覚
シフ

ト管
理:—

給与
計算

:対応
可、

交通
費×

記録
・実

績:連
動性

高、
修正

手間
が多

い
サポ

ート
体制

メリ
ット

費用
が安

い、
信頼

度高
い

費用
がま

るめ
、操

作性
高い

、連
動性

高い
デメ

リッ
ト

オプ
ショ

ン多
い、

連動
性微

妙
記録

ソフ
トの

実績
時間

が課
題

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
舞台

・状
況】

（A
I選定

）
【舞

台】
医療

法人
（千

葉県
）

•
➀介

護老
人保

健施
設

•
➁短

期入
所療

養介
護

•
➂通

所リ
ハビ

リテ
ーシ

ョン
•

➃居
宅介

護支
援

上記
を運

営し
てお

り、
職員

数は
100

名。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い。

【状
況】

これ
まで

この
法人

では
、職

員定
着率

の低
さ、

残業
が

多い
、有

休を
消化

でき
ない

、一
定の

職員
しか

知ら
な

い情
報が

あり
休む

と様
々な

業務
に支

障が
出る

など
の

状況
があ

りま
した

。
施設

⾧は
、こ

うし
た状

況を
踏ま

えて
「意

識改
善だ

け
では

解決
に至

らな
い、

その
為に

AI機
器の

導入
や活

用
が必

要で
はな

いか
」と

提案
をし

まし
た。

特に
夜勤

の対
応が

出来
るス

タッ
フに

限り
があ

り、
経

験が
浅い

スタ
ッフ

には
任せ

られ
るこ

とも
あり

、一
部

のス
タッ

フに
負担

が大
きく

なっ
てい

まし
た。

現在
、法

人内
で特

に負
担と

なっ
てい

るの
は、

➂通
所

介護
リハ

ビリ
テー

ショ
ンの

利用
者の

連絡
帳へ

の転
記

です
。

一部
のス

タッ
フは

、一
人あ

たり
2時

間ほ
どた

っぷ
り

と時
間を

掛け
て丁

寧に
書い

てい
ます

。
管理

者A
さん

が強
く言

うと
、「

辞め
る」

との
発言

が
あり

、対
応に

苦慮
して

いま
す。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
登場

人物
・状

況】
（A

I選定
）

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んよ

り、
AIの

選定
や導

入手
続き

など
、一

切を
委任

され
たD

さん
。

どう
いっ

たプ
ロセ

スで
進め

たら
良い

か？
この

施設
の課

題と
解決

の為
に必

要な
AI機

器の
選定

を行
いま

しょ
う。

ただ
でさ

え、
人手

不足
 無

駄な
こと

はや
めて

ほし
い（

怒）

うち
の施

設で
必要

なA
I機器

って
何？

これ
まで

AI機
器は

入れ
てい

ない
し⋯

ホン
トは

面倒
だ（

泣）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】

（A
I選定

）
下の

 ✓ に
つい

て、
グル

ープ
ワー

クで
議論

して
みま

しょ
う。

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）

✓ こ
の法

人（
特に

通所
介護

リハ
ビリ

テー
ショ

ン）
の課

題は
何か

✓ こ
の法

人（
特に

通所
介護

リハ
ビリ

テー
ショ

ン）
の課

題解
決に

向け
た取

り組
みと

して
どう

いっ
た対

応が
考え

られ
るか

✓ 業
務の

効率
化を

図る
上で

、必
要と

思わ
れる

AI機
器は

どう
いっ

たも
のが

ある
か

✓ 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セス

が必
要か

 ➀目
標設

定 
➁情

報収
集 

➂導
入計

画 
➃※

導入
 ➄

※運
用（

※に
つい

ては
、第

2段
階に

て議
論を

予定
）

✓ 導
入し

たA
I機器

につ
いて

、ス
タッ

フ間
の共

有や
結果

報告
を行

う。
（い

つ頃
？）
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
舞台

・状
況】

（A
I選定

）
【舞

台】
株式

会社
（神

奈川
県）

は、
デイ

サー
ビス

を運
営し

て
おり

、機
能訓

練指
導員

のも
と機

能の
維持

・向
上を

図
るこ

とを
目的

に運
営し

てい
ます

。 従
業員

数は
25名

で
す。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い。

【状
況】

管理
者A

さん
は、

昨今
の新

型コ
ロナ

ウイ
ルス

感染
拡大

防止
の観

点か
ら様

々な
補助

金や
助成

金が
ある

こと
か

ら、
それ

らを
活用

して
、施

設の
ICT

化を
本格

的に
推進

した
いと

考え
てい

ます
。

現場
は今

まで
以上

に多
忙を

極め
、特

にこ
れま

での
転

記作
業で

は限
界を

感じ
てい

ます
。

•
どの

ソフ
トが

自事
業所

に合
うの

か、
見当

がつ
か

ない
。

•
施設

もIC
T化

を本
格的

に推
進し

たい
。

•
どう

やっ
て進

めた
らい

いの
か、

職員
の士

気や
サ

ービ
スに

影響
があ

るか
もし

れな
いと

不安
だ。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んよ

り、
ソフ

トの
選定

や導
入手

続き
など

、一
切を

委任
され

たB
さん

。 ど
う

いっ
たプ

ロセ
スで

進め
たら

良い
でし

ょう
か？

「た
だで

さえ
人手

不足
！無

駄な
こと

はや
めて

ほし
い（

怒）
」

「う
ちの

施設
で必

要な
ソフ

トっ
て何

？」
「新

しい
もの

を取
り入

れる
こと

は不
安だ

⋯ホ
ント

は面
倒だ

（泣
）」

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
グル

ープ
ワー

ク・
ディ

スカ
ッシ

ョン
】 

（A
I選定

）
下の

 ✓ に
つい

て、
グル

ープ
ワー

クで
議論

して
みま

しょ
う。

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）
•

✓ こ
の事

業所
の課

題は
何か

•
✓ こ

の事
業所

の課
題解

決に
向け

た取
り組

みと
して

どう
いっ

た対
応が

考え
られ

るか
•

✓ 業
務の

効率
化を

図る
上で

、必
要と

思わ
れる

AI機
器は

どう
いっ

たも
のが

ある
か

•
✓ 選

定し
たA

Iを導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か
 ➀目

標設
定 

➁情
報収

集 
➂導

入計
画 

➃※
導入

 
➄※

運用
（※

につ
いて

は、
第2

段階
にて

議論
を予

定）
•

✓ 導
入し

たA
I機器

につ
いて

、ス
タッ

フ間
の共

有や
結果

報告
を行

う。
（い

つ頃
？）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例➀
】（

AI選
定 回

答）
✓ 課

題は
何か

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
どれ

だけ
取れ

てい
る

か。 管理
者は

責任
者で

責任
を取

る人
で、

私た
ち

は利
用者

への
ケア

（直
接・

間接
含む

）だ
け

との
認識

があ
るの

では
ない

か。

✓ 課
題解

決に
向け

た取
り組

み
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

どれ
だけ

取れ
てい

る
か。 管理

者は
責任

者で
責任

を取
る人

で、
私た

ち
は利

用者
への

ケア
（直

接・
間接

含む
）だ

け
との

認識
があ

るの
では

ない
か。

✓ 必
要と

思わ
れる

AI機
器

継続
的な

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
求め

られ
る

が、
その

際は
、常

日頃
より

ベク
トル

を合
わ

せて
、「

利用
者（

家族
）の

為、
スタ

ッフ
の

為」
、ア

プロ
ーチ

方法
は違

って
も、

思い
は

同じ
であ

るこ
とを

共有
する

必要
があ

る。
具体

的に
負担

があ
る業

務、
時間

を要
する

業
務に

つい
て導

入を
検討

する
こと

が望
まし

い
。 •

まも
る君

クラ
ウド

（
http

s://
kaig

o.in
tert

rus
t.jp

/pro
duc

t/da
y

serv
ice/

）
•

ナー
シン

グネ
ット

プラ
スワ

ン（
http

s://
ww

w.n
n-k

aigo
.jp/

ser
vice

-
list/

tsu
syo

/）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例➁
】（

AI選
定 回

答）
選定

した
AIを

導入
（及

び活
用）

する
際、

どう
いっ

たプ
ロセ

スが
必要

か
 ⇒

 業務
効率

化、
これ

まで
かか

って
いた

時間
を半

減さ
せる

。
 ⇒

 特に
時間

を要
して

いた
業務

時間
を削

減で
きる

ソフ
ト（

転記
の部

分）
 ⇒

 新年
度よ

り導
入し

、四
半期

ごと
に振

り返
りと

評価
を行

う、
導入

に際
して

の責
任者

は管
理者

Aさ
ん等

々
 （

※に
つい

ては
、第

2段
階に

て議
論を

予定
）

•
目標

設定
•

情報
収集

•
導入

計画
•

➃※
導入

•
➄※

運用

導入
した

AI機
器に

つい
て、

スタ
ッフ

間の
共有

や結
果報

告を
行う

。（
いつ

頃？
）

 ⇒
 導入

後は
四半

期ご
と（

最初
は6

月末
）な

ど
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
回答

例➀
➁】

（A
I選定

 回答
）

✓ こ
の事

業所
の課

題は
何か

✓ 課
題解

決に
向け

た取
り組

み
⇒ そ

れぞ
れの

スタ
ッフ

が専
門性

を持
って

日々
業務

に取
り組

んで
いる

が、
施設

の課
題に

つい
てど

こま
で関

心を
持っ

てい
るか

。
関心

があ
った

とし
ても

、意
見を

言う
、要

望を
出す

だけ
に止

まっ
てい

ない
か？

✓ 必
要と

思わ
れる

AI機
器

•
情報

の共
有（

特に
現在

、課
題と

なっ
てい

るこ
とや

問題
点

、先
々起

こり
うる

であ
ろう

リス
クな

ど）
とそ

の対
応策

に
つい

ての
協議

をス
タッ

フが
必要

では
ない

か。
•

汎用
性を

求め
ると

、価
格か

、使
いや

すさ
か、

現在
の課

題
から

見る
と、

業務
負担

とな
って

いる
部分

が何
かを

見極
め

る必
要が

ある
。

ワイ
ズマ

ンシ
ステ

ムS
P（

http
s://

ww
w.w

isem
an.

co.j
p/p

rod
uct

s/w
elfa

re/d
ayc

are
/g

rou
p/）

ケア
カル

テ（
http

s://
ww

w.c
are

kar
te.j

p/c
are

kar
tea

bou
t/

）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～課
題解

決の
為の

AI選
定～

PBL
教材

 事例
把握

(2)【
回答

例➂
】（

AI選
定 回

答）
✓ 選

定し
たA

Iを導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か

目標
設定

情報
収集

•
業務

負担
とな

って
いる

部分
の洗

い出
しと

、振
り返

り時
期の

設定
。

•
通所

介護
向け

で、
費用

、フ
ォロ

ー体
制、

使用
して

いる
介護

ロボ
ット

等と
の連

携が
出来

るか
など

をリ
サー

チし
て、

メー
カー

プレ
ゼン

、見
積書

の取
得な

ど。

導入
計画

➃※
導入

 ➄
※運

用
•

例）
4月

～、
その

為に
は3

カ月
～6

カ月
前か

ら➀
➁を

行い
、導

入の
責任

者は
Aさ

ん、
実際

の活
用計

画の
策定

や、
スタ

ッフ
への

説明
はB

さん
と役

割を
決め

て実
施

する
。 （※

につ
いて

は、
第2

段階
にて

議論
を予

定）

✓ 導
入し

たA
I機器

につ
いて

、ス
タッ

フ間
の共

有や
結果

報告
を行

う。
（い

つ頃
？）

•
導入

後、
四半

期を
めど

に通
年で

振り
返り

と評
価の

時間
を設

ける
。

•
自施

設で
の活

用事
例を

共有
する

こと
で、

スタ
ッフ

が関
心を

持つ
こと

にな
れば

、さ
らに

良い
。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
舞台

・状
況・

計画
書(案

)】（
AI導

入計
画案

）
【舞

台】
株式

会社
（神

奈川
県）

が➀
デイ

サー
ビス

を運
営し

てお
り、

機能
訓練

指導
員の

もと
機能

の維
持・

向上
を図

るこ
とを

目的
に運

営し
てい

ます
。

従業
員数

25名
。

管理
者A

さん
より

、ソ
フト

の選
定や

導入
手続

きな
ど、

一切
を委

任さ
れた

Bさ
ん。

どう
いっ

たプ
ロセ

スで
進め

たら
良い

でし
ょう

か？

【計
画書

（案
）】

1.
計画

書の
目的

を明
確に

する
。

2.
現在

の施
設に

おけ
る課

題を
具体

的に
記載

する
。

3.
導入

のス
ケジ

ュー
ルと

ワー
クフ

ロー
4.

企画
及び

計画
の内

容を
具体

的に
簡潔

に記
載を

し、
導入

に向
けた

具体
的な

動き
を記

載す
る。

（機
器の

写真
や説

明な
ども

）
5.

導入
する

メリ
ット

及び
効果

を具
体的

に記
載す

る。

（補
足）

資料
は見

やす
く、

説明
は簡

潔
に、

アピ
ール

ポイ
ント

は明
確

に、
聞き

手の
立場

に立
った

話
し方

、伝
え方

を心
掛け

る。
Q &

 Aの
準備

を行
う。

特に
、【

3】
と【

5】
につ

いて
は質

問が
予想

され
るの

で、
想

定問
答の

作成
を行

う。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
状況

説明
・作

業手
順・

企画
書と

は】
（A

I導入
計画

案）

（1
）状

況説
明

今ま
での

報告
を受

け、
法人

本部
より

、 現
場に

おい
て活

用す
る介

護ソ
フト

（記
録や

連絡
、他

機種
との

連携
など

がで
きる

）の
導入

を検
討し

、進
めて

ほし
いと

の指
示が

あり
まし

た。
Bさ

んは
、管

理者
Aさ

んよ
り介

護ソ
フト

導
入（

及び
活用

）の
為の

企画
書を

作成
し、

提案
して

ほし
いと

依頼
があ

りま
した

。
次の

経営
会議

にお
いて

、代
表を

含め
て経

営陣
との

会議
で企

画を
提案

する
こと

とな
りま

した
。

◆作
業手

順
1.

【手
順1

】計
画書

を作
成す

るに
あた

り
、機

器情
報を

整理
する

。
2.

【手
順2

】整
理し

た情
報を

まと
め、

計
画書

を作
成。

3.
【手

順3
】作

成し
た計

画書
の内

容を
経

営陣
へ説

明を
して

、導
入の

了承
を得

る
。

◆参
考情

報：
企画

書と
は？

企画
書は

、新
しい

ビジ
ネス

プロ
ジェ

クト
、イ

ベン
ト、

製品
、サ

ービ
ス、

キャ
ンペ

ーン
など

の計
画を

伝え
るた

めの
文書

で、
自分

のア
イデ

アを
他の

人に
説明

する
為の

もの
です

。
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～
AI導

入計
画案

作成
～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
企画

書の
構成

・注
意事

項・
参考

UR
L】

（A
I導入

計画
案）

I. 企
画書

の構
成

II. 計
画書

作成
・発

表す
る上

での
注意

事項
◆現

状分
析：

現状
の問

題点
と市

場
の動

向と
いっ

た外
部環

境、
社内

の
リソ

ース
とい

った
内部

環境
など

の
因果

関係
を整

理し
、説

明す
る。

◆企
画の

目的
と全

体像
：課

題を
抽

出し
、課

題に
対し

てど
のよ

うに
解

決す
るの

か、
目指

す方
向を

示す
。

◆企
画の

具体
的な

内容
（誰

に、
ど

うや
って

）：
どの

よう
なタ

ーゲ
ッ

トに
何を

使っ
て、

どう
いう

方法
を

使う
のか

を明
らか

にす
る。

◆ス
ケジ

ュー
ル：

導入
に向

けて
、

行う
こと

を明
確に

し、
スケ

ジュ
ー

リン
グす

る。

◆収
支計

画：
導入

費用
、ラ

ンニ
ング

コス
ト、

また
それ

がど
のよ

うに
回収

でき
るか

明ら
かに

する
。

計画
書の

目的
を明

確に
する

課題
を把

握す
る

ワー
クフ

ロー
を明

確に
する

計画
内容

の裏
付け

を取
り、

信頼
性

の高
い資

料に
する

採用
する

メリ
ット

を明
確に

する
資料

は見
やす

くす
る

説明
はな

るべ
く簡

潔に

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

PBL
教材

 事例
把握

(1)【
回答

例：
計画

書➀
・ま

とめ
】（

AI導
入計

画案
 回答

）
発表

シー
ト：

•
➀施

設名
：株

式会
社〇

〇〇
〇 デ

イサ
ービ

ス×
×

•
➁発

表者
：介

護主
任 B

•
➂構

成メ
ンバ

ー：
介護

主任
 B・

管理
者 A

・理
学療

法士
 C 以

上3
名

■A
I機器

導入
の背

景
介護

ソフ
ト導

入を
検討

。
「紙

」で
の記

録で
は多

職種
が記

載・
共有

でき
ない

為、
質の

高い
サー

ビス
が提

供出
来な

い。

■利
用タ

ーゲ
ット

・サ
ービ

ス概
要

利用
ター

ゲッ
ト：

スタ
ッフ

及び
利用

者（
家族

）
サー

ビス
形態

：デ
イサ

ービ
ス（

機能
訓練

型）
導入

ソフ
ト：

ケア
コラ

ボ（
http

s://
pag

e.ca
rec

olla
bo.

jp/）
費用

：職
員一

人当
たり

968
円（

税込
）／

月額
  

 2
5名

の場
合は

24,2
00円

（税
込）

／月
額

■期
待さ

れる
効果

・課
題・

まと
め

期待
され

る効
果：

•
多職

種間
で情

報共
有が

可能
。

•
バイ

タル
・ケ

アプ
ラン

・生
活リ

ズム
など

利用
者情

報の
集約

が可
能。

課題
：

•
初め

て活
用す

るス
タッ

フの
抵抗

感。
目標

数値
：

•
業務

時間
（間

接業
務）

の削
減⋯

30時
間／

月（
一人

あた
り8

0分
）

•
残業

時間
の削

減⋯
30時

間／
月（

一人
あた

り8
0分

）
まと

め：
法人

理念
「す

べて
をご

利用
者様

の視
点で

」「
質の

高い
サー

ビス
を提

供の
為に

連携
と協

力を
強固

にす
る」

を念
頭に

、
ケア

コラ
ボの

導入
と活

用を
通じ

て業
務効

率化
・生

産性
向上

を目
指し

ます
。

専門
職業

人材
の最

新技
能ア

ップ
デー

トの
ため

の専
修学

校リ
カレ

ント
教育

推進
事業

（参
照）

【企
画書

（案
）】

■企
画書

を作
成・

提出
す

る目
的

機器
の導

入（
及び

活用
）を

行う
こと

で
、施

設に
おけ

る質
の高

いサ
ービ

ス提
供

につ
なが

り、
スタ

ッフ
の負

担軽
減や

利
用者

満足
度向

上、
さら

には
ご家

族か
ら

の信
頼関

係強
化に

も繋
がる

など
。

実際
にス

タッ
フの

負担
軽減

はど
のサ

ー
ビス

やど
の場

面に
おい

て、
どれ

位の
業

務量
削減

に至
るか

。
削減

され
たこ

とで
、ど

うい
った

効果
が

ある
のか

につ
いて

も記
載す

る。

■施
設に

おけ
る課

題と
は

限ら
れた

人員
での

サー
ビス

提供
の為

、
スタ

ッフ
の疲

労が
見受

けら
れ、

また
、

サー
ビス

の維
持向

上に
も陰

りが
見ら

れ
る。 現在

、新
たな

スタ
ッフ

の募
集も

行っ
て

いる
が、

成果
が出

てお
らず

、採
用と

同
時に

AIの
活用

によ
るサ

ービ
スの

提供
を

検討
する

時期
にあ

るの
では

ない
か。

■導
入の

スケ
ジュ

ール
と

フロ
ーチ

ャー
ト

1.
1月

～4
月：

ヒア
リン

グ・
課題

抽出
・

機器
の調

査・
メー

カー
con

tac
t

2.
5月

～6
月：

情報
収集

・導
入申

請※
・

メー
カー

afte
rフォ

ロー
3.

9月
～1

1月
：導

入・
搬入

・導
入計

画
書見

直し
・メ

ーカ
ー事

前レ
クチ

ャ
4.

12月
以降

：活
用事

例・
評価

・検
証

第1
段階

（P
BL➀

）

第１
段階

（P
BL➀

）回
答編

～課
題解

決の
為の

AI選
定～

125



16

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

【舞
台】

医療
法人

（千
葉県

）
運営

施設
・事

業所
：

•
介護

老人
保健

施設
•

短期
入所

療養
介護

•
通所

リハ
ビリ

テー
ショ

ン
•

居宅
介護

支援
職員

数：
100

名
法人

（施
設及

び事
業所

）に
おけ

る問
題点

につ
いて

、同
じ意

識（
＝危

機感
）を

持つ
こ

とが
出来

てい
ない

ので
はな

いか
。

問題
点の

例：
•

職員
定着

率の
低さ

•
残業

が多
い

•
有休

を消
化で

きな
い

•
一定

の職
員し

か知
らな

い情
報が

あり
休む

と様
々な

業務
に支

障が
出る

立場
は違

って
も、

結果
的に

提供
する

サー
ビス

の質
に影

響が
生じ

、利
用者

はも
ちろ

ん
、自

分た
ちに

も負
担が

生じ
るこ

とを
全ス

タッ
フで

共有
する

必要
があ

る。
それ

が出
来て

いな
いと

、結
果的

に施
設の

運営
に影

響が
生じ

る。
管理

者を
中心

とし
て、

日常
的に

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンを
図り

、一
緒に

考え
る時

間を
設

ける
こと

が必
要と

なる
。

【状
況】

これ
まで

この
法人

では
、以

下の
状況

があ
った

。
•

職員
定着

率の
低さ

•
残業

が多
い

•
有休

を消
化で

きな
い

•
一定

の職
員し

か知
らな

い情
報が

あり
休む

と様
々な

業務
に支

障が
出る

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
【状

況】
現在

、法
人内

で特
に負

担と
なっ

てい
るの

は、
➂通

所介
護リ

ハビ
リテ

ーシ
ョン

の利
用者

の連
絡帳

への
転記

です
。

一部
のス

タッ
フは

、一
人あ

たり
２時

間ほ
どた

っぷ
りと

時間
を掛

けて
丁寧

に書
いて

いる
状況

です
。

管理
者A

さん
は「

効率
よく

転記
でき

れば
他の

業務
もで

きる
のに

（泣
）」

とい
つも

言葉
を選

んで
指導

をし
てい

ます
が、

パー
トＢ

さん
，Ｃ

さん
はま

とも
に取

り合
おう

とし
ませ

ん。

管理
者A

さん
が強

く言
うと

、「
辞め

る」
との

発言
があ

り、
対応

に苦
慮し

てい
ます

。Bさ
ん，

Cさ
んと

も管
理者

Aさ
んよ

りも
年

上で
、職

歴も
⾧い

ベテ
ラン

です
。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んよ

り、
AI

の選
定や

導入
手続

きな
ど、

一切
を委

任さ
れた

Dさ
ん。

どう
いっ

たプ
ロセ

スで
進め

たら
良い

でし
ょう

か？
この

施設
の課

題と
解決

の為
に必

要な
AI機

器の
選定

を行
いま

しょ
う。

「た
だで

さえ
、人

手不
足。

無駄
なこ

と
はや

めて
ほし

い（
怒）

」
「う

ちの
施設

で必
要な

AI機
器っ

て何
？

」
「こ

れま
でA

I機器
は入

れて
いな

いし
・

・・
ホン

トは
面倒

だ（
泣）

」

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
下の

 
 に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

1. こ
の法

人（
特に

通所
介護

リ
ハビ

リテ
ーシ

ョン
）の

課題
は

何か
2. こ

の法
人（

特に
通所

介護
リ

ハビ
リテ

ーシ
ョン

）の
課題

解
決に

向け
た取

り組
みと

して
ど

うい
った

対応
が考

えら
れる

か

3. 業
務の

効率
化を

図る
上で

、
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
う

いっ
たも

のが
ある

か
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

どれ
だけ

取れ
てい

るか
。管

理者
は責

任者
で責

任を
取る

人で
、私

たち
は利

用者
への

ケア
（直

接・
間接

含む
）だ

け 
との

認識
があ

るの
では

ない
か。

具体
的に

負担
があ

る業
務、

時間
を要

する
業務

につ
いて

導入
を検

討す
るこ

とが
望ま

しい
。参

考ま
でに

・・
・

継続
的な

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
求め

られ
るが

、そ
の際

は、
常日

頃う
より

ベク
トル

を合
わせ

て、
「利

用者
（家

族）
の為

、ス
タッ

フの
為」

、ア
プロ

ーチ
方法

は違
って

も、
思い

は同
じで

ある
こと

を共
有す

る必
要が

ある
。

•
まも

る君
クラ

ウド
•

ナー
シン

グネ
ット

プラ
スワ

ン

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

PBL
教材

事例
把握

（１
）

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
下の

 
 に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）

3. 選
定し

たA
Iを導

入（
及び

活用
）す

る際
、ど

うい
った

プロ
セ

スが
必要

か
4. 導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を
行う

。（
いつ

頃？
）

➀～
➂ま

では
この

段階
で作

成、
➃➄

につ
いて

は、
振り

返り
の時

期を
設定

まで
。

⇒ 
導入

後は
四半

期ご
と（

最初
は６

月末
）な

ど
1.

目標
設定

（A
I機器

を導
入す

るに
あた

って
どう

いっ
たこ

とを
成し

遂げ
るか

） ⇒
 業

務効
率化

、こ
れま

でか
かっ

てい
た時

間を
半減

させ
る。

2.
情報

収集
（導

入予
定の

AIの
活用

事例
等を

リサ
ーチ

） ⇒
 特

に時
間を

要し
てい

た業
務時

間を
削減

でき
るソ

フト
（転

記の
部分

）
3.

導入
計画

（い
つ購

入・
導入

、機
器使

用の
プラ

クテ
ィス

スケ
ジュ

ール
、A

I機器
を活

用す
るの

は誰
？等

の計
画策

定）
 ⇒ 

新年
度よ

り導
入し

、四
半期

ごと
に振

り返
り

と評
価を

行う
、導

入に
際し

ての
責任

者は
管理

者A
さん

等々
4.

※導
入

5.
※運

用
（※

につ
いて

は、
第２

段階
にて

議論
を予

定）
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リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（２

）

【舞
台】

株式
会社

（神
奈川

県）
•

デイ
サー

ビス
を運

営し
てお

り、
機能

訓練
指導

員
のも

と機
能の

維持
・向

上を
図る

こと
を目

的に
運

営し
てい

る。
•

従業
員数

25名
。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い。

施設
運営

の為
に新

たな
取り

組み
をす

る際
、

プロ
ジェ

クト
とま

では
いか

なく
ても

一人
で進

める
こ

とは
、

他の
スタ

ッフ
への

情報
を共

有し
、理

解を
得る

プロ
セ

スを
経て

いか
なく

ては
難し

い。
これ

はせ
っか

く実
施の

シス
テム

を構
築で

きて
も、

協力
的で

なか
った

り、
無関

心で
あっ

たり
（そ

れぞ
れ

の業
務が

ある
ので

その
こと

が理
由に

なっ
てし

まう
）

して
、

実装
する

場合
も障

壁と
なる

。
スタ

ッフ
が各

々の
業務

に専
門性

を持
ち、

「餅
は餅

屋
」と

なっ
てし

まい
、

協力
をど

こま
で得

られ
るか

？
また

、新
たな

取り
組み

をお
こな

うに
あた

って
は、

相談
相手

やブ
レー

ンと
なる

スタ
ッフ

も必
要と

なる
。

果た
して

そう
いっ

た状
況に

ある
か？

【状
況】

管理
者A

さん
は、

昨今
の新

型コ
ロナ

ウィ
ルス

感染
拡

大防
止の

観点
から

様々
な補

助金
や助

成金
があ

るこ
と

から
、

それ
らを

活用
して

、施
設の

ICT
化を

本格
的に

推進
し

たい
と考

えて
いる

。
現場

が今
まで

以上
に多

忙を
極め

、
特に

これ
まで

の転
記で

は限
界を

感じ
てい

る。
スタ

ッフ
がそ

れぞ
れ自

身の
タイ

ミン
グで

転記
する

場
合、 自身

が転
記出

来な
かっ

たり
、情

報を
共有

でき
ない

と
いっ

たこ
とが

ある
。

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（２

）

【状
況】 •

どの
ソフ

トが
自事

業所
に合

うの
か、

見当
がつ

かな
い。

•
施設

もIC
T化

を本
格的

に推
進し

たい
。

•
どう

やっ
て進

めた
らい

いの
か、

職員
の士

気や
サー

ビス
に影

響が
ある

かも
しれ

ない
ので

不安
だ。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んよ

り、
ソフ

トの
選定

や導
入手

続き
など

、一
切を

委任
され

たB
さん

。
どう

いっ
たプ

ロセ
スで

進め
たら

良い
か？

この
施設

の課
題と

解決
の為

に必
要な

AI機
器の

選定
を行

いま
しょ

う。
ただ

でさ
え人

手不
足！

 無
駄な

こと
はや

めて
ほし

い（
怒）

うち
の施

設で
必要

なソ
フト

って
何？

新し
いも

のを
取り

入れ
るこ

とは
不安

だ・
・・

ホン
トは

面倒
だ（

泣）

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（２

）

下の
 

 に
つい

て、
グル

ープ
ワー

クで
議論

して
みま

しょ
う。

【事
例】

から
ディ

スカ
ッシ

ョン
（課

題抽
出と

AI機
器選

定）
それ

ぞれ
のス

タッ
フが

専門
性を

持っ
て、

日々
業務

に取
り組

み、
サー

ビス
の提

供を
行っ

てい
るが

、施
設の

課題
（業

務が
多い

、サ
ービ

ス
提供

の内
容に

も影
響が

出る
など

）に
つい

てど
こま

で関
心を

持っ
てい

るか
。

関心
があ

った
とし

ても
、意

見を
言う

、要
望を

出す
 だ

けに
止ま

って
いな

いか
？

情報
の共

有（
特に

現在
、課

題と
なっ

てい
るこ

とや
問題

点、
先々

起こ
りう

るで
あろ

うリ
スク

など
）と

その
対応

策に
つい

ての
協議

をス
タ

ッフ
（参

加す
るメ

ンバ
ー等

は管
理者

の裁
量）

が必
要で

はな
いか

。
汎用

性を
求め

るか
、価

格か
、使

いや
すさ

か、
現在

の課
題か

ら見
ると

、業
務負

担と
なっ

てい
る部

分が
何か

を見
極め

る必
要が

ある
。

1.
この

事業
所の

課題
は何

か
2.

この
事業

所の
課題

解決
に向

けた
取り

組み
とし

てど
うい

った
対応

が考
えら

れる
か

3.
業務

の効
率化

を図
る上

で、
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
うい

った
もの

があ
るか

ワイ
ズマ

ンシ
ステ

ムS
Pケ

アカ
ルテ

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

PBL
教材

 事
例把

握（
２）

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（２

）
下の

 
 に

つい
て、

グル
ープ

ワー
クで

議論
して

みま
しょ

う。
【事

例】
から

ディ
スカ

ッシ
ョン

（課
題抽

出と
AI機

器選
定）

それ
ぞれ

のス
タッ

フが
専門

性を
持っ

て、
日々

業務
に取

り組
み、

サー
ビス

の提
供を

行っ
てい

るが
、施

設の
課題

（業
務が

多い
、サ

ービ
ス提

供の
内容

にも
影響

が出
るな

ど）
につ

いて
どこ

まで
関心

を持
って

いる
か。

関心
があ

った
とし

ても
、意

見を
言う

、要
望を

出す
 だ

けに
止ま

って
いな

いか
？

情報
の共

有（
特に

現在
、課

題と
なっ

てい
るこ

とや
問題

点、
先々

起こ
りう

るで
あろ

うリ
スク

など
）と

その
対応

策に
つい

ての
協議

をス
タッ

フ（
参加

する
メン

バー
等は

管理
者の

裁量
）が

必要
では

ない
か。

汎用
性を

求め
るか

、価
格か

、使
いや

すさ
か、

現在
の課

題か
ら見

ると
、業

務負
担と

なっ
てい

る部
分が

何か
を見

極め
る必

要が
ある

。

選定
した

AIを
導入

（及
び活

用）
する

際、
どう

いっ
たプ

ロセ
スが

必要
か

導入
した

AI機
器に

つい
て、

スタ
ッフ

間の
共有

や結
果報

告を
行う

。（
いつ

頃？
）

➀～
➂ま

では
この

段階
で作

成、
➃➄

につ
いて

は、
振り

返り
の時

期を
設定

まで
。

⇒導
入後

、四
半期

をめ
どに

通年
で振

り返
りと

評価
の時

間を
設け

る。
自施

設で
の活

用事
例を

共有
する

こと
で、

スタ
ッフ

が関
心を

持つ
こと

にな
れば

、さ
らに

良い
。

目標
設定

（A
I機器

を導
入す

るに
あた

って
どう

いっ
たこ

とを
成し

遂げ
るか

）
⇒ 

業務
負担

とな
って

いる
部分

の洗
い出

しと
、振

り返
り時

期の
設定

。

情報
収集

（導
入予

定の
AIの

活用
事例

等を
リサ

ーチ
）

⇒ 
通所

介護
向け

で、
費用

、フ
ォロ

ー体
制、

使用
して

いる
介護

ロボ
ット

等と
の連

携が
出来

るか
など

をリ
サー

チし
て、

メー
カー

プレ
ゼン

、見
積書

の習
得な

ど。

導入
計画

（い
つ購

入・
導入

、機
器使

用の
プラ

クテ
ィス

スケ
ジュ

ール
、A

I機器
を 

活用
する

のは
誰？

等の
計画

策定
）

⇒例
）４

月～
、そ

の為
には

３カ
月～

６カ
月前

から
、➀

➁を
行い

、導
入の

責任
者は

Aさ
ん、

実際
の活

用計
画の

策定
や、

スタ
ッフ

への
説明

はB
さん

と役
割を

決め
て実

施す
る。

※導
入

※運
用

（※
につ

いて
は、

第２
段階

にて
議論

を予
定）
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第1
段階

（P
BL➀

）

第１
段階

（P
BL➀

）演
習編

～A
I導入

計画
案作

成～

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

【舞
台】

株式
会社

（神
奈川

県）
デイ

サー
ビス

を運
営し

てお
り、

機能
訓練

指導
員の

もと
機能

の維
持・

向上
を図

るこ
とを

目的
に運

営し
てい

る。
従業

員数
25名

。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い。 （空

白の
記入

欄）

【状
況】

管理
者A

さん
は、

昨今
の新

型コ
ロナ

ウィ
ルス

感染
拡大

防止
の観

点か
ら様

々な
補助

金や
助成

金が
ある

こと
から

、そ
れら

を活
用し

て、
施設

のIC
T化

を
本格

的に
推進

した
いと

考え
てい

る。
現場

が今
まで

以上
に多

忙を
極め

、特
にこ

れま
での

転記
では

限界
を感

じて
いる

。

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

【状
況】 どの

ソフ
トが

自事
業所

に合
うの

か、
見当

がつ
かな

い。
施設

もIC
T化

を本
格的

に推
進し

たい
。

どう
やっ

て進
めた

らい
いの

か、
職員

の士
気や

サー
ビス

に影
響が

ある
かも

しれ
ない

ので
不安

だ。
こう

した
状況

の中
、管

理者
Aさ

んよ
り、

ソフ
トの

選定
や導

入手
続き

など
、一

切を
委任

され
たB

さん
。

どう
いっ

たプ
ロセ

スで
進め

たら
良い

か？
この

施設
の課

題と
解決

の為
に必

要な
AI機

器の
選定

を行
いま

しょ
う。

ただ
でさ

え人
手不

足！
 無

駄な
こと

はや
めて

ほし
い（

怒）
うち

の施
設で

必要
なソ

フト
って

何？
新し

いも
のを

取り
入れ

るこ
とは

不安
だ・

・・
ホン

トは
面倒

だ（
泣）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～
【計

画書
（案

）】
計画

書の
目的

を明
確に

する
。

現在
の施

設に
おけ

る課
題を

具体
的に

記載
する

。
導入

のス
ケジ

ュー
ルと

ワー
クフ

ロー

企画
及び

計画
の内

容を
具体

的に
簡潔

に記
載を

し、
導入

に向
け

た具
体的

な動
きを

記載
する

。（
機器

の写
真や

説明
など

も）
導入

する
メリ

ット
及び

効果
を具

体的
に記

載す
る。

資料
は見

やす
く、

説明
は簡

潔に
、ア

ピー
ルポ

イン
トは

明確
に、

聞き
手の

立場
に立

った
話し

方、
伝え

方を
心掛

ける
。

Q＆
Aの

準備
を行

う。
特に

、【
３】

と【
５】

につ
いて

は質
問が

予想
され

るの
で、

想定
問答

の作
成を

行う
。
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リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
（１

）状
況説

明
今ま

での
報告

を受
け、

法人
本部

より
、 

現場
にお

いて
活用

する
介護

ソフ
ト 

（記
録や

連絡
、他

機種
との

連携
など

が出
来る

） 
の導

入を
検討

し、
進め

てほ
しい

との
指示

があ
った

。
Bさ

んは
、管

理者
Aさ

んよ
り 

介護
ソフ

ト導
入（

及び
活用

）の
為の

企画
書を

作成
し、

 
提案

して
ほし

いと
依頼

があ
った

。
次の

経営
会議

にお
いて

、 
代表

を含
めて

経営
陣と

の会
議で

企画
を提

案す
るこ

とと
なっ

た。
Bさ

ん（
Aさ

んの
指導

のも
と）

は、
 

企画
書を

作成
して

、経
営会

議で
提案

する
こと

とな
った

。

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
◆作

業手
順 1 01

【手
順１

】計
画書

を作
成す

るに
あた

り、
機器

情報
を整

理す
る。

2 02
【手

順２
】整

理し
た情

報を
まと

め、
計画

書を
作成

。

3 03
【手

順３
】作

成し
た計

画書
の内

容を
経営

陣へ
説明

をし
て、

導入
の了

承を
得る

。

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

PBL
教材

 事
例把

握（
１）

◆参
考情

報
企画

書と
は？

企画
書は

、新
しい

ビジ
ネス

プロ
ジェ

クト
、イ

ベン
ト、

製品
、サ

ービ
ス、

キャ
ンペ

ーン
など

の計
画を

伝え
るた

めの
文書

です
。

自分
のア

イデ
アを

他の
人に

説明
する

為の
もの

です
。

1.
Ⅰ 

企画
書の

構成
2.

Ⅱ 
企画

書作
成、

発表
する

上で
の注

意事
項

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
Ⅰ．

企画
書の

構成
・一

般的
な企

画書
の構

成は
以下

の項
目で

構成
され

ます
。項

目は
必要

に応
じて

変更
可能

です
。

1
現状

分析
企画

アイ
ディ

アを
実際

に 裏
付け

るた
めに

行
いま

す。
現状

の問
題点

と市
場の

動向
とい

っ
た外

部環
境、

社内
のリ

ソー
スと

いっ
た内

部
環境

など
の因

果関
係を

整理
し、

説明
しま

す
。

2
企画

の目
的と

全体
像

現状
分析

によ
って

わか
っ た

問題
点の

中か
ら

課題
を抽

出し
ます

。課
題と

その
課題

に対
し

てど
のよ

うに
解決

する
のか

、目
指す

方向
を

示し
ます

。企
画の

目的
とゴ

ール
を明

らか
に

する
こと

で、
企画

を実
施す

べき
かど

うか
検

討で
きま

す。

3
企画

の具
体的

な内
容（

誰に
、ど

うや
って

）
企画

の目
的を

踏ま
え、

ど の
よう

なタ
ーゲ

ッ
トに

何を
使っ

て、
どう

いう
方法

を使
うの

か
とい

うこ
とを

明ら
かに

しま
す。

4
スケ

ジュ
ール

導入
に向

けて
、行

うこ
とを

明確
にし

、ス
ケ

ジュ
ーリ

ング
する

必要
があ

りま
す。

5
収支

計画
導入

費用
、ラ

ンニ
ング

コス
ト、

また
それ

が
どの

よう
に回

収で
きる

か明
らか

にし
ます

。
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

計画
書作

成
Ⅱ．

計画
書作

成、
発表

する
上で

の注
意事

項
計画

書の
目的

を明
確に

する
課題

を把
握す

る

ワー
クフ

ロー
を明

確に
する

計画
内容

の裏
付け

を取
り、

信頼
性の

高い
資料

にす
る

採用
する

メリ
ット

を明
確に

する
資料

は見
やす

くす
る

説明
はな

るべ
く簡

潔に
アピ

ール
ポイ

ント
を明

確に

発表
は相

手に
伝わ

るよ
うに

説明
する

Q&A
に対

応す
る準

備

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
◆参

考U
RL

企画
書作

成の
ポイ

ント
|種類

・書
き方

、テ
ンプ

レー
トも

紹介
:no

coセ
ール

ス
企画

書の
目的

や作
成の

ポイ
ント

を解
説

http
s://

noc
oin

c.co
.jp/

me
dia

/ma
nua

l/pr
opo

sal-
tem

pla
te

企画
書っ

て何
を書

くの
...？

企画
書に

書く
べき

5つ
の要

素:U
rum

o
企画

書に
書く

べき
5つ

の要
素と

、相
手を

「納
得さ

せる
」企

画書
を書

くた
めの

簡単
な方

法
http

s://
ww

w.in
nov

atio
n.co

.jp/
uru

mo
/pro

ject
-pro

pos
al/

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～
発表

シー
ト

➀施
設名

（空
欄）

➁発
表者

（空
欄）

➂構
成メ

ンバ
ー

（空
欄）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～
計画

書 
➀

実施
概要

（空
欄）

サー
ビス

概要
➀

■A
I機器

（先
端機

器）
導入

の背
景

（空
欄）

ハー
ドウ

ェア
•

□
•

□
•

□

コン
テン

ツ（
用途

/画面
/操作

説
明） （空

欄）

価格 （空
欄）

利用
ター

ゲッ
ト

（空
欄）

サー
ビス

概要
•

□
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第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

計画
書 

➀（
効果

・課
題）

効果 導入
にあ

たり
•

期待
され

る効
果：

（空
欄）

•
従来

の業
務か

らの
変化

点：
（空

欄）

□ □ □ □ □

•
事前

に準
備が

必要
な事

：（
空欄

）

課題 •
課題

：（
空欄

）

第1
段階

（P
BL➀

）演
習編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

まと
め

•
□

•
□

•
□

参考
URL

（空
欄）

第1
段階

（P
BL➀

）

第１
段階

（P
BL➀

）回
答編

～A
I導入

計画
案作

成（
【参

照】
企画

書付
き）

～

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
【舞

台】
株式

会社
（神

奈川
県）

➀デ
イサ

ービ
スを

運営
して

おり
、機

能訓
練指

導員
のも

と機
能の

維持
・向

上を
図る

こと
を目

的に
運営

して
いる

。従
業員

数2
5名

。

【施
設に

おけ
る課

題】
※状

況か
ら考

えら
れる

課題
を記

載し
てく

ださ
い。

事例
を参

照と
して

、当
施設

では
、補

助金
や助

成金
を活

用し
て、

本格
的に

施設
のIC

T化
へ舵

をき
るこ

とと
なっ

た。
機器

につ
いて

も選
定し

たが
、課

題と
して

は、
以下

の通
り。

•
導入

（及
び活

用）
の為

の費
用捻

出
•

スタ
ッフ

の理
解と

協力
体制

があ
るか

（現
場に

限ら
ず、

特に
現場

が導
入を

要望
した

際は
、経

営層
の理

解や
協力

体制
とい

うこ
とに

なる
）

•
導入

（及
び活

用）
の為

の計
画書

を作
成出

来る
か。

•
➂の

中で
、誰

が、
どの

利用
者に

、ど
の場

面で
活用

し、
誰が

それ
を評

価す
るか

、い
つ振

り返
りや

評価
を行

うの
か、

事例
をも

とに
全ス

タッ
フへ

情報
を共

有す
るの

かに
つい

ても
決ま

って
いな

い・
・・

【状
況】

管理
者A

さん
は、

昨今
の新

型コ
ロナ

ウィ
ルス

感染
拡大

防止
の観

点か
ら様

々な
補助

金や
助成

金が
ある

こと
から

、そ
れら

を活
用し

て、
施設

のIC
T化

を
本格

的に
推進

した
いと

考え
てい

る。
現場

が今
まで

以上
に多

忙を
極め

、特
にこ

れま
での

転記
では

限界
を感

じて
いる

。
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リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

【状
況】 •

どの
ソフ

トが
自事

業所
に合

うの
か、

見当
がつ

かな
い。

•
施設

もIC
T化

を本
格的

に推
進し

たい
。

•
どう

やっ
て進

めた
らい

いの
か、

職員
の士

気や
サー

ビス
に影

響が
ある

かも
しれ

ない
ので

不安
だ。

こう
した

状況
の中

、管
理者

Aさ
んよ

り、
ソフ

トの
選定

や導
入手

続き
など

、一
切を

委任
され

たB
さん

。ど
うい

った
プロ

セス
で進

めた
ら

良い
か？

この
施設

の課
題と

解決
の為

に必
要な

AI機
器の

選定
を行

いま
しょ

う。

ただ
でさ

え人
手不

足！
 無

駄な
こと

はや
めて

ほし
い（

怒）
うち

の施
設で

必要
なソ

フト
って

何？
新し

いも
のを

取り
入れ

るこ
とは

不安
だ・

・・
ホン

トは
面倒

だ（
泣）

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

【計
画書

（案
）】

•
計画

書の
目的

を明
確に

する
。

•
現在

の施
設に

おけ
る課

題を
具体

的に
記載

する
。

•
導入

のス
ケジ

ュー
ルと

ワー
クフ

ロー
•

企画
及び

計画
の内

容を
具体

的に
簡潔

に記
載を

し、
導入

に向
けた

具体
的な

動き
を記

載す
る。

（機
器の

写真
や説

明な
ども

）
•

導入
する

メリ
ット

及び
効果

を具
体的

に記
載す

る。

資料
は見

やす
く、

説明
は簡

潔に
、ア

ピー
ルポ

イン
トは

明確
に、

聞き
手の

立場
に立

った
話し

方、
伝え

方を
心掛

ける
。

<

Q＆
Aの

準備
を行

う。
特に

、【
３】

と【
５】

につ
いて

は質
問が

予想
され

るの
で、

想定
問答

の作
成を

行う
。

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
（１

）状
況説

明
 今

まで
の報

告を
受け

、法
人本

部よ
り、

現場
にお

いて
活用

する
介護

ソフ
ト（

記録
や連

絡、
他機

種と
の連

携な
どが

出来
る）

の導
入を

検討
し、

進め
てほ

しい
との

指示
があ

りま
した

。
 B

さん
は、

管理
者A

さん
より

介護
ソフ

ト導
入（

及び
活用

）の
為の

企画
書を

作成
し、

提案
して

ほし
いと

依頼
があ

りま
した

。
 次

の経
営会

議に
おい

て、
代表

を含
めた

経営
陣と

の会
議で

企画
を提

案す
るこ

とと
なり

まし
た。

 B
さん

（A
さん

の指
導の

もと
）は

、企
画書

を作
成し

て、
経営

会議
で提

案す
るこ

とと
なり

まし
た。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
◆作

業手
順

1.
計画

書を
作成

する
にあ

たり
、機

器情
報を

整理
する

。
2.

整理
した

情報
をま

とめ
、計

画書
を作

成。
3.

作成
した

計画
書の

内容
を経

営陣
へ説

明を
して

、導
入の

了承
を得

る。
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リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

◆参
考情

報
企画

書と
は？

企画
書は

、新
しい

ビジ
ネス

プロ
ジェ

クト
、イ

ベン
ト、

製品
、サ

ービ
ス、

キャ
ンペ

ーン
など

の計
画を

伝え
るた

めの
文書

で、
自分

のア
イデ

アを
他の

人に
説明

する
為の

もの
。

1.
Ⅰ 

企画
書の

構成
2.

Ⅱ 
企画

書作
成、

発表
する

上で
の注

意事
項

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）

Ⅰ．
企画

書の
構成

一般
的な

企画
書の

構成
は以

下の
よう

な項
目で

す。
項目

は必
要に

応じ
て変

更し
ます

。

現状
分析

企画
アイ

ディ
アを

実際
に裏

付け
るた

め
に行

いま
す。

現状
の問

題点
と市

場の
動

向と
いっ

た外
部環

境、
社内

のリ
ソー

ス
とい

った
内部

環境
など

の因
果関

係を
整

理し
、説

明し
ます

。

企画
の目

的と
全体

像
現状

分析
によ

って
わか

った
問題

点の
中

から
課題

を抽
出し

ます
。課

題と
その

課
題に

対し
てど

のよ
うに

解決
する

のか
、

目指
す方

向を
示し

ます
。企

画の
目的

と
ゴー

ルを
明ら

かに
する

こと
で、

企画
を

実施
する

べき
かど

うか
検討

でき
ます

。

企画
の具

体的
な内

容（
誰に

、
どう

やっ
て）

企画
の目

的を
踏ま

え、
どの

よう
なタ

ー
ゲッ

トに
何を

使っ
て、

どう
いう

方法
を

使う
のか

とい
うこ

とを
明ら

かに
しま

す
。

スケ
ジュ

ール
導入

に向
けて

、行
うこ

とを
明確

にし
、ス

ケジ
ュー

リン
グす

る必
要が

あり
ます

。

収支
計画

導入
費用

、ラ
ンニ

ング
コス

ト、
また

それ
がど

のよ
うに

回収
でき

るか
明ら

かに
しま

す。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

計画
書作

成
Ⅱ．

計画
書作

成、
発表

する
上で

の注
意事

項
計画

書の
目的

を明
確に

する
課題

を把
握す

る

ワー
クフ

ロー
を明

確に
する

計画
内容

の裏
付け

を取
り、

信頼
性の

高い
資料

にす
る

採用
する

メリ
ット

を明
確に

する
資料

は見
やす

くす
る

説明
はな

るべ
く簡

潔に
アピ

ール
ポイ

ント
を明

確に
する

発表
は相

手に
伝わ

るよ
うに

説明
する

Q&A
に対

応す
る準

備

リカ
レン

ト教
育プ

ログ
ラム

 P
BL教

材 
事例

把握
（１

）
◆参

考U
RL

企画
書作

成の
ポイ

ント
|種類

・書
き方

、テ
ンプ

レー
トも

紹介
:no

coセ
ール

ス
企画

書の
目的

や作
成の

ポイ
ント

を解
説

http
s://

noc
oin

c.co
.jp/

me
dia

/ma
nua

l/pr
opo

sal-
tem

pla
te

企画
書っ

て何
を書

くの
...？

企画
書に

書く
べき

5つ
の要

素
:Uru

mo
企画

書に
書く

べき
5つ

の要
素と

、相
手を

「納
得さ

せる
」企

画書
を書

くた
めの

簡単
な方

法
http

s://
ww

w.in
nov

atio
n.co

.jp/
uru

mo
/pro

ject
-pro

pos
al/
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第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

発表
シー

ト
➀施

設名
 株式

会社
○○

○○
 デ

イサ
ービ

ス×
×

➁発
表者

 介護
主任

 B
➂構

成メ
ンバ

ー 介
護主

任 
B 管

理者
 

A 理
学療

法士
 C

 以上
3名

計画
書 ➀

実施
概要

サー
ビス

概要
➀

•
AI機

器（
先端

機器
）導

入の
背景

•
ハー

ドウ
ェア

介護
ソフ

ト導
入を

検討
して

いる
。

背景
とし

ては
、「

紙」
での

記録
では

多職
種が

記載
出来

ない
、共

有で
きな

い為
、質

の高
いサ

ービ
スが

提供
出来

ない
。

介護
ソフ

トの
導入

を検
討し

たい
。

具体
的に

は、
ケア

コラ
ボ（

http
s://

pag
e.ca

rec
olla

bo.
jp/）

•
利用

ター
ゲッ

ト
•

コン
テン

ツ（
用途

/画面
/操作

説明
）

スタ
ッフ

及び
利用

者（
家族

）
http

s://
pag

e.ca
rec

olla
bo.

jp/a
bou

t/

•
サー

ビス
概要

•
価格

デイ
サー

ビス
（機

能訓
練型

）
職員

一人
当た

り9
68円

（税
込）

／月
額

25名
の場

合は
、2

4,20
0円

（税
込）

／月
額

計画
書 

➀
効果 •

期待
され

る効
果

•
従来

の業
務か

らの
変化

点
多職

種間
で情

報を
共有

する
こと

がで
き、

記録
につ

いて
タイ

ムリ
ーに

コメ
ント

が記
せま

す。
バイ

タル
、ケ

アプ
ラン

、生
活リ

ズム
など

、利
用者

情報
の集

約が
可能

とな
り、

質の
高い

サー
ビス

提供
に役

立ち
ます

。
これ

まで
の「

紙」
記録

から
「電

子」
記録

とな
り、

記録
用紙

がか
さば

るこ
とも

なく
なり

ます
。

過去
のデ

ータ
確認

も、
これ

まで
は倉

庫等
、保

管を
して

いた
箇所

への
確認

が必
要で

効率
が良

くあ
りま

せん
でし

たが
、そ

の点
が解

消で
きま

す。
多職

種間
の連

携が
図ら

れ、
施設

内の
信頼

関係
、人

間関
係に

おい
て良

い効
果が

期待
でき

ます
。

課題 •
課題

•
事前

に準
備が

必要
な事

初め
て活

用す
るス

タッ
フの

抵抗
感や

、導
入当

初の
不慣

れが
課題

とし
て考

えら
れま

す。
スタ

ッフ
への

意識
付け

が重
要で

す。
補助

金や
助成

金を
活用

して
仮に

導入
がで

きた
とし

ても
、ス

タッ
フが

積極
的に

活用
しな

けれ
ば意

味が
あり

ませ
ん。

また
、導

入に
おい

て失
敗し

ない
ため

、メ
ーカ

ー側
より

、フ
ォロ

ー体
制や

レク
チャ

ー（
オン

ライ
ン等

含む
）の

体制
があ

るか
につ

いて
も確

認を
しま

す。

第1
段階

（P
BL➀

）回
答編

 ～A
I導入

計画
案作

成～

まと
め

介護
ソフ

トの
導入

と導
入を

通じ
て達

成し
たい

目標
につ

いて
も検

討を
し、

優先
順位

（費
用や

サポ
ート

体制
、汎

用性
、ス

タッ
フの

適正
等）

を鑑
みて

、当
法人

施設
の理

念で
もあ

る
1.

すべ
てを

ご利
用者

様の
視点

で
2.

質の
高い

サー
ビス

を提
供の

為に
連携

と協
力を

強固
にす

る 
を念

頭に
、

ケア
コラ

ボの
導入

と活
用を

通じ
て、

業務
効率

化、
生産

性向
上を

目指
し、

職員
がこ

れま
で以

上に
、質

の高
いサ

ービ
スを

提供
でき

る環
境づ

くり
を目

指し
たい

と思
いま

す。 30 業務
時間

（間
接業

務）
の削

減
30 残業

時間
の削

減
月（

一人
あた

り8
0分

）
月（

一人
あた

り8
0分

）
参考

URL
http

s://
pag

e.ca
rec

olla
bo.

jp/
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参照
資料 （参

照）
【企

画書
】

専門
職業

人材
の最

新技
能ア

ップ
デー

トの
ため

の専
修学

校リ
カレ

ント
教育

推
進事

業

【企
画書

（案
）】

■企
画書

を作
成、

提出
する

目的
■施

設に
おけ

る課
題と

は
（具

体的
に記

載）
例）

機器
の導

入（
及び

活用
）を

行う
こと

で、
施設

にお
ける

質の
高い

サ
ービ

ス提
供に

つな
がり

、ス
タッ

フの
負担

軽減
や利

用者
満足

度向
上、

さ
らに

はご
家族

から
の信

頼関
係強

化に
も繋

がる
など

。
尚、

実際
にス

タッ
フの

負担
軽減

はど
のサ

ービ
スや

どの
場面

にお
いて

、
どれ

位の
業務

量削
減に

至る
か。

削減
され

たこ
とで

、ど
うい

った
効果

（
例：

利用
者及

びス
タッ

フ間
の会

話を
増や

した
など

）が
ある

のか
につ

い
ても

記載
する

。
（具

体的
に記

載）
例）

限ら
れた

人員
での

サー
ビス

提供
の為

、ス
タッ

フの
疲労

が見
受け

ら
れ、

また
、サ

ービ
スの

維持
向上

にも
陰り

が見
られ

る。
現在

、新
たな

スタ
ッフ

の募
集も

行っ
てい

るが
、成

果が
出て

おら
ず、

採
用と

同時
にA

Iの活
用に

よる
サー

ビス
の提

供を
検討

する
時期

にあ
るの

で
はな

いか
。

仮に
人的

な課
題（

確保
や育

成、
定着

にお
ける

もの
など

）で
あれ

ば、
そ

の原
因に

つい
ても

分析
を行

う必
要が

ある
。

企画
書（

案）

■導
入の

スケ
ジュ

ール
とフ

ロー
チャ

ート
（ス

ケジ
ュー

ル例
）

調査
、企

画（
計画

書）
、導

入、
活用

、振
り返

りの
スケ

ジュ
ール

を時
系列

の形
で、

記載
しま

す。
※補

助金
の活

用を
想定

し、
９月

以降
導入

とし
た場

合：
•

1月
～4

月ヒ
アリ

ング
・課

題抽
出 →

 機器
の調

査
•

5月
～6

月情
報収

集 →
 導入

申請
※

•
9月

～1
1月

導入
・搬

入 →
 導入

計画
書見

直し
•

12月
以降

活用
事例

 → 評
価・

検証
メー

カー
コン

タク
ト ─

──
──

──
──

──
──

──
──

──
 メー

カー
アフ

ター
フォ

ロー
メー

カー
事前

レク
チャ

ー

【企
画書

（案
）】

■企
画の

内容
につ

いて

どう
いっ

た機
器を

いつ
04

誰が
（複

数が
望ま

しい
）

何の
目的

の為
に

想定
され

る効
果（

目標
）

どう
して

この
機器

なの
か

につ
いて

分か
りや

すく
記載

をす
る。

※➂
につ

いて
は、

法人
や施

設内
スタ

ッフ
への

レク
チャ

ーや
指導

のほ
か、

メー
カー

との
連絡

調整
係等

を想
定し

てい
る。
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【企
画書

（案
）】

■導
入す

るメ
リッ

ト及
び効

果
（具

体的
に記

載）
導入

前に
おい

ては
、メ

リッ
トや

効果
が不

明確
な場

合も
想定

され
ます

。 そ
のた

め、
以下

の内
容を

具体
的に

記載
して

くだ
さい

。
•

想定
され

る効
果を

明確
にす

る。
•

メー
カー

から
提供

され
る情

報（
活用

事例
など

）を
可能

な限
り収

集し
、提

示す
る。

•
その

情報
をも

とに
、自

施設
のサ

ービ
スと

の合
致性

や、
目標

との
相違

がな
いか

を検
証し

た内
容を

記載
する

。
実際

に機
器を

使用
する

中で
、当

初の
想定

を超
えた

効果
が表

れる
可能

性も
あり

ます
。 こ

うし
た経

験値
は、

将来
的に

別の
機器

を導
入す

る際
の貴

重な
参考

資料
とな

りま
す。

 その
ため

、具
体的

な事
例と

して
記録

し、
蓄積

して
おく

こと
を推

奨し
ます

。

【企
画書

（案
）】

■価
格

価格
は、

必要
なオ

プシ
ョン

も加
えた

金額
を記

載し
ます

。
また

、見
積書

（有
効期

限に
留意

）を
添付

して
作成

する
こと

が
望ま

しい
です

。
さら

に、
ラー

ニン
グコ

スト
分や

、リ
ース

、レ
ンタ

ルの
場合

、
月額

の金
額（

一括
購入

との
比較

など
も含

めて
）も

記載
しま

す
。

補助
金や

助成
金※

の活
用で

購入
する

ケー
スも

見受
けら

れる
た

め、
活用

でき
る補

助金
や助

成金
の情

報も
加え

て記
載し

てく
だ

さい
。

※補
助金

や助
成金

は、
単年

度で
交付

され
るケ

ース
が多

いで
す。

リー
スや

レン
タル

につ
いて

は、
12カ

月以
上の

支払
いが

生じ
る場

合は
十分

に留
意し

てく
ださ

い。

【企
画書

（案
）】

■機
器導

入に
よっ

て想
定さ

れる
デメ

リッ
トや

課題
（具

体的
に記

載）
導入

のメ
リッ

トや
効果

にば
かり

目が
行き

がち
です

。
しか

し、
導入

後の
デメ

リッ
トや

課題
も想

定し
、そ

のう
えで

、導
入し

た方
が質

の高
いサ

ービ
スを

提供
でき

る点
や、

スタ
ッフ

の負
担軽

減に
役立

つと
いっ

た点
につ

いて
も記

載す
る必

要が
あり

ます
。

記載
例と

して
は、

数字
や具

体的
な事

象を
入れ

ると
良い

でし
ょう

。
例： •

機器
を効

果的
に活

用で
きる

よう
にな

るま
では

、ス
タッ

フへ
のト

レー
ニン

グ（
全員

が○
時間

）や
、一

定時
間を

要す
る。

•
導入

した
機器

に不
慣れ

なス
タッ

フや
、抵

抗の
ある

スタ
ッフ

への
対応

とし
て、

◦
週１

回程
度の

勉強
会

◦
メー

カー
のデ

モを
２か

月に
１回

程度
など

【企
画書

（案
）】

■導
入に

よっ
て想

定さ
れる

従来
の業

務か
らの

変化
（特

に改
善点

）
（具

体的
に記

載）

■事
前の

準備
等

（具
体的

に記
載）

例： 施設
内の

スタ
ッフ

は通
常は

○○
名で

利用
者の

ケア
を行

って
いま

す。 しか
し、

夜間
の時

間帯
では

、ス
タッ

フの
数に

も限
りが

あり
、

不慣
れな

スタ
ッフ

が担
当し

た際
は、

他の
スタ

ッフ
への

負担
も大

きく
なり

ます
。

また
、夜

間の
オム

ツ介
助の

際、
他の

利用
者の

状況
など

も分
から

ない
こと

もあ
り、

不安
が伴

いま
す。

例： 機器
を使

用す
る場

面を
想定

し、
事前

にシ
ュミ

レー
ショ

ンを
行っ

てお
く。

（操
作方

法の
確認

や運
用方

法、
故障

時の
時の

対応
など

）
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【企
画書

（案
）】

■ま
とめ

•
課題

•
解決

の為
に必

要な
ツー

ル
•

機器
の調

査
•

導入
計画

•
導入

•
評価

と検
証

（具
体的

に記
載）

とい
った

形に
して

企画
を作

成し
ます

。
導入

以降
につ

いて
は、

想定
や目

標と
して

記載
をし

ます
。

実際
に活

用を
して

みな
いと

「分
から

ない
、書

けな
い」

との
思い

もあ
るか

もし
れま

せん
が、

実際
に使

用す
れば

、法
人や

施設
の理

念を
体現

でき
ると

いっ
た熱

意を
伝え

るこ
とも

必要
です

。

STE
P 5 企画

書・
計画

書の
再考

発表
・講

評で
得た

フィ
ード

バッ
クを

もと
に、

企画
書・

計画
書を

ブラ
ッシ

ュア
ップ

しま
す。

他者
の視

点を
取り

入れ
るこ

とで
、よ

り実
現可

能で
説得

力の
ある

内容
へと

仕上
げま

しょ
う。

フィ
ード

バッ
クの

整理
発表

・講
評で

受け
たコ

メン
トや

指摘
事項

を整
理し

、修
正が

必要
な箇

所を
明確

にし
ます

。

内容
の修

正・
充実

化
指摘

を踏
まえ

、課
題の

捉え
直し

や解
決策

の具
体化

、コ
スト

試算
の精

緻化
など

を行
い内

容を
さら

に深
めま

す。

最終
版の

完成
修正

・充
実化

した
企画

書・
計画

書を
最終

版と
して

まと
め、

実際
の現

場導
入提

案と
して

活用
でき

る資
料に

仕上
げま

す。

この
PBL

研修
を通

じて
得ら

れた
学び

と成
果物

は、
多国

籍共
生介

護現
場で

のA
I機器

導入
推進

に直
接活

用で
きま

す。
現場

の課
題解

決に
向け

て、
ぜひ

積極
的に

活用
して

くだ
さい

。
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PBL
教材

➀-1
バス

編 
PBL

教材
（回

答編
） 

事例
把握

 (1)
 状況

説明
 (2)

 事例
把握

シー
ト作

成 
Ste

p 1 
事例

把握
 

Ste
p 2 

事例
調査

 
Ste

p 3 
企画

書・
計画

書作
成 

Ste
p 4 

発表
・講

評 
Ste

p 5 
企画

書・
計画

書再
考 

STE
P 1 

／ 事
例把

握 

事例
把握

 
作業

手順
の設

計 
（１

）状
況説

明 
•

目的
・背

景の
設定

 
•

現在
の状

況設
定 

•
現在

抱え
てい

る課
題の

抽出
 

（2
）事

例把
握シ

ート
作成

 
•

事例
から

福祉
現場

にお
ける

課題
を直

視す
る。

 
•

課題
解決

の為
の作

業や
手法

につ
いて

検討
する

。 
•

その
目的

と背
景に

つい
ても

理解
する

。 
•

設定
され

た状
況か

ら課
題を

抽出
する

。 
課題

解決
の為

のツ
ール

とし
てA

I機器
を検

討し
てお

り、
導入

及び
活用

事例
につ

いて
把握

する
。 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 

作業
手順

 
プロ

セス
 

内容
 

1. 課
題の

設定
 

現在
起き

てい
る現

象（
特に

良く
ない

）及
び将

来に
わた

り起
こり

うる
もの

 
2. 原

因分
析 

何が
原因

で課
題が

発生
して

いる
のか

、現
状と

理想
（あ

るべ
き姿

）の
ギャ

ップ
を分

析す
る。

 
3. 解

決策
の

検討
 

考え
られ

る解
決策

を具
体的

に列
挙し

、優
先順

位を
つけ

る。
 

4. 解
決策

の
実行

 
優先

順位
が高

いも
のか

ら実
行し

、効
果検

証を
して

効果
があ

れば
継続

、な
けれ

ば他
の解

決策
を模

索す
る。

 
舞台

、状
況を

踏ま
えた

上で
、施

設の
課題

につ
いて

、グ
ルー

プワ
ーク

を通
じて

、以
下に

つい
て進

める
。 

DO 
HO

W 
WH

Y 
WH

ERE
 

WH
AT 

138



STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 

目的
・背

景の
設定

 
【背

景】
 

昨今
の福

祉現
場に

おい
ては

、少
子高

齢化
社会

、就
業人

口減
少と

いっ
た状

況の
影響

を強
く受

け、
サー

ビス
を提

供す
るス

タッ
フに

限り
があ

るば
かり

でな
く、

今後
はス

タッ
フそ

のも
のの

高齢
化な

どの
問題

も予
見さ

れる
。  

現場
にて

従事
する

スタ
ッフ

への
負担

軽減
、利

用者
への

質の
高い

サー
ビス

の維
持・

向上
を図

るう
えで

、ロ
ボッ

トや
ICT

とい
った

デジ
タル

機器
の導

入・
活用

が求
めら

れる
。 

一方
で、

受け
入れ

側に
おい

ても
、抵

抗な
く、

無理
なく

、無
駄な

く導
入や

活用
が出

来る
かと

いっ
た点

が課
題と

なっ
てお

り、
事業

所、
施設

、法
人全

体で
取り

組む
問題

とし
て捉

える
必要

があ
る。

 
今回

は、
施設

にお
ける

様々
な先

端機
器に

よる
スタ

ッフ
の負

担軽
減と

利用
者の

満足
度の

向上
、ス

タッ
フ、

利用
者へ

の「
安心

・安
全」

を提
供す

ると
いっ

たこ
とを

念頭
に、

さら
なる

サー
ビス

の質
向上

を図
る為

、「
入浴

支援
機器

」の
導入

・活
用を

検討
して

いる
。 

【目
的】

 
・福

祉現
場に

て従
事す

るス
タッ

フの
負担

軽減
 

・利
用者

への
質の

高い
サー

ビス
の維

持・
向上

を図
る。

 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 

目的
・背

景の
設定

 
グル

ープ
で情

報共
有と

理解
をは

かる
ため

、ス
タッ

フ個
人が

抱え
てい

る課
題を

抽出
し、

話し
合い

納得
して

介護
ロボ

ット
を活

用す
る環

境を
生み

出す
方策

を探
るに

はど
うし

たら
良い

か。
 

職員
の現

状を
把握

して
、状

況把
握シ

ート
を作

成し
、管

理者
がま

とめ
て発

表す
る。

 

原因
 

背景
 

目的
 

ある
べき

姿 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 

状況
(1) 

【目
的】

 
施設

にお
いて

スタ
ッフ

が利
用者

へサ
ービ

スを
提供

する
にあ

たっ
て、

身体
的・

心理
的負

担が
生じ

てお
り、

負担
を軽

減し
、利

用者
の満

足度
を向

上さ
せる

為に
介護

ロボ
ット

の導
入を

検討
して

いる
。特

に負
担が

大き
いと

され
る入

浴時
にお

ける
支援

機器
の導

入を
行い

たく
導入

候補
とな

る機
器の

調査
、選

定を
行い

、企
画提

案を
図り

たい
。 

【背
景】

 
利用

者へ
提供

する
サー

ビス
の質

を上
げる

べく
、全

スタ
ッフ

でア
イデ

アを
出し

合い
、懸

命に
取り

組ん
でい

るも
のの

、サ
ービ

スを
提供

する
上で

の課
題（

特に
入浴

介助
にお

ける
負担

増）
があ

る。
スタ

ッフ
の経

験値
や体

力な
ども

影響
する

為、
質の

高い
サー

ビス
を維

持・
向上

させ
る為

に、
「入

浴支
援機

器」
を活

用し
たい

と考
えて

いる
。 

【舞
台】

 
社会

福祉
法人

（滋
賀県

） 
特別

養護
老人

ホー
ム（

１人
部屋

5室
、２

人部
屋7

室、
４人

部屋
29室

定員
135

名）
のほ

か、
短期

入所
生活

介護
、通

所介
護、

訪問
介護

を併
設 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 ／ 

状況
設定

 

状況
(2) 

管理
者の

あな
たは

、入
浴支

援に
活用

でき
るデ

ジタ
ル機

器の
導入

を検
討し

てい
る。

 
これ

まで
施設

では
ロボ

ット
を導

入し
たこ

とが
ない

為、
まず

は導
入を

検討
する

機器
の調

査（
実際

に活
用を

して
いる

事例
をイ

ンタ
ーネ

ット
等で

調べ
てグ

ルー
プデ

ィス
カッ

ショ
ンを

行う
）を

予定
して

いる
。 
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STE
P 1

 ／ 
（１

）状
況説

明 ／
 事例

把握
 ／ 

状況
設定

 

介護
施設

にお
いて

、入
浴介

助は
負担

のか
かる

業務
の１

つ 
生活

の質
が向

上 
良眠

効果
 

清潔
を保

てる
 

身体
の状

態が
分か

る 
主な

介助
の種

類 

食事
介助

 
排泄

介助
 

入浴
介助

 

歩行
介助

 
移乗

介助
 

更衣
介助

 

寝返
り介

助 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 ／ 

課題
抽出

 

福祉
現場

にお
ける

課題
と解

決に
向け

て 
【現

状】
 

入浴
介助

を担
当す

るス
タッ

フの
経験

や能
力に

よっ
て、

サー
ビス

の内
容に

違い
が生

じて
いる

。利
用者

に対
して

安心
・安

全な
サー

ビス
の提

供が
十分

とは
言え

ず、
スタ

ッフ
への

負担
（身

体的
・精

神的
）も

大き
い。

 

【あ
るべ

き姿
】 

利用
者の

安心
・安

全の
確保

と、
スタ

ッフ
に対

して
も負

担軽
減を

図り
、こ

れま
で課

題と
なっ

てい
た腰

痛等
の理

由で
の休

職や
離職

をな
くし

たい
。 

アク
ショ

ン項
目1

 
計画

を実
行す

る（
入浴

介助
の活

性化
・充

実や
スタ

ッフ
の負

担軽
減な

ど）
 

アク
ショ

ン項
目2

 
結果

を振
り返

り、
事業

所へ
フィ

ード
バッ

クす
る 

STE
P 1 

／ （
１）

状況
説明

 ／ 
事例

把握
 ／ 

課題
抽出

 

入浴
介助

の課
題と

解決
の方

向性
 

入浴
介助

は、
体を

清潔
に保

つこ
とと

同時
に、

血行
をよ

くし
、疾

患を
悪化

させ
ない

とい
った

効果
があ

る。
一方

で温
度・

湿度
の高

い中
での

身体
的負

担、
安全

面へ
の心

理的
負担

があ
り、

負荷
がか

かる
サー

ビス
の１

つと
言え

る。
 

【出
典】

左）
ポス

トセ
ブン

 右）
京都

新聞
 

ある
べき

姿 
利用

者の
満足

度を
向上

させ
る 

入浴
介助

を充
実さ

せる
 

入浴
介助

の負
担を

軽減
する

 
入浴

支援
ロボ

ット
導入

・活
用 

STE
P 1 

／ （
2）

事例
把握

シー
ト作

成 ／
 事例

把握
 

事例
把握

シー
ト作

成 
（２

）事
例把

握シ
ート

作成
：選

定し
た課

題に
つい

て関
連資

料・
WE

B検
索を

して
事例

把握
シー

トを
作成

して
くだ

さい
 

•
今回

取り
上げ

られ
た"

施設
"の

「課
題」

は何
か？

 ⇒ 
入浴

介助
の場

面？
 

•
課題

解決
に向

けて
どう

いっ
た対

応や
取り

組み
が考

えら
れる

か。
⇒ 新

たな
取り

組み
？ 

•
この

場面
にお

いて
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
うい

った
もの

があ
るか

。選
定し

たA
Ｉを

導
入（

及び
活用

）す
る際

、ど
うい

った
プロ

セス
が必

要か
。⇒

 使用
方法

の理
解や

使用
する

人の
選定

？ 
以下

の➀
➁➂

（S
tep

１～
４）

につ
いて

は振
り返

りの
時期

を設
定す

る。
 

1.
目標

設定
（A

I機器
を導

入す
るに

あた
って

どう
いっ

たこ
とを

成し
遂げ

るか
） 

2.
情報

収集
（導

入予
定の

AIの
活用

事例
等を

リサ
ーチ

） 
3.

導入
計画

（い
つ購

入・
導入

、機
器使

用の
プラ

クテ
ィス

スケ
ジュ

ール
、A

I機器
を活

用す
る

のは
誰？

等の
計画

策定
） 

4.
※導

入 
5.

※運
用 

6.
※導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う（

いつ
頃？

） 
（※

につ
いて

は次
の段

階に
おい

て議
論を

予定
） 
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STE
P 1 

／ （
2）

事例
把握

シー
ト作

成 ／
 導入

候補
サー

ビス
➀ 

導入
候補

サー
ビス

➀「
アラ

エル
」：

酒井
医療

株式
会社

 
アラ

エル
は、

絶妙
な位

置に
配置

され
たシ

ャワ
ーノ

ズル
で、

全身
くま

なく
洗う

こと
が出

来、
洗い

たい
とこ

ろ、
洗う

べき
とこ

ろに
あた

る位
置や

角度
を導

き出
して

いる
。身

体の
隅々

まで
しっ

かり
と洗

える
為、

費や
す時

間や
労力

を大
幅に

カッ
ト出

来、
介助

する
側の

負担
軽減

につ
なが

る。
⾧さ

175
0m

m×
幅1

130
mm

とい
うコ

ンパ
クト

なシ
ャワ

ード
ー

ム。
中の

空間
は広

々と
して

いて
、ま

るで
ミニ

バン
のよ

うな
設計

とな
って

いる
。小

さな
浴室

でも
ゆっ

たり
快適

に使
うこ

とが
出来

る。
 

STE
P 1 

／ （
2）

事例
把握

シー
ト作

成 ／
 導入

候補
サー

ビス
➁ 

導入
候補

サー
ビス

➁「
ヌク

ティ
」：

株式
会社

アマ
ノ 

『ヌ
クテ

ィ A
99A

/A9
9AS

』は
、入

浴す
る方

の身
体状

況に
あわ

せて
入浴

スタ
イル

を選
べ

る座
位入

浴装
置で

あり
、2

m×
2m

の省
スペ

ース
浴室

に設
置可

能で
ある

。1
台で

3パ
ター

ンの
入浴

スタ
イル

に対
応し

てい
る。

 
3つ

の入
浴ス

タイ
ル: 

•
歩い

て入
浴す

る「
自立

入浴
」 

•
スラ

イド
ター

ンテ
ーブ

ルを
使っ

た「
サポ

ート
入浴

」 
•

シャ
ワー

チェ
アで

入浴
する

「シ
ャワ

ーチ
ェア

入浴
」  

バス
タブ

は、
毎回

新し
いお

湯で
入る

「新
湯タ

イプ
」と

、お
湯を

ろ過
して

再利
用す

る「
ろ過

タイ
プ」

から
選べ

る。
 

STE
P 1 

／ （
2）

事例
把握

シー
ト作

成 ／
 導入

候補
サー

ビス
➂ 

導入
候補

サー
ビス

➂「
ピュ

アッ
ト」

：株
式会

社金
星 

ウル
トラ

ファ
イン

バブ
ルと

いう
目に

見え
ない

程の
小さ

い泡
が、

ボデ
ィソ

ープ
や擦

り洗
い不

要で
、お

湯に
浸か

るだ
けで

身体
の汚

れを
落と

す。
 

擦り
洗い

の必
要が

なく
なる

ので
、利

用者
の肌

にと
ても

優し
い洗

身を
提供

し、
職員

様の
介助

負担
や時

間も
大き

く減
らす

こと
が出

来る
。 

STE
P 1 

／ 演
習 

それ
では

、事
例把

握に
つい

て演
習

をし
てみ

まし
ょう

 
課題

抽出
（個

人）
15分
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STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
 

（１
）現

場で
の課

題（
回答

例）
 

考え
られ

る施
設内

の課
題に

つい
て記

載を
して

くだ
さい

。 
課題

の背
景 

【人
的課

題】
現在

はス
タッ

フは
充足

して
いる

が、
スタ

ッフ
の経

験値
や意

識の
違い

が
あり

、提
供す

るサ
ービ

スに
おい

ても
差が

生じ
てい

る。
 

今後
、２

０２
５年

・２
０４

０年
問題

と言
われ

てい
る社

会情
勢の

中、
少子

高齢
化が

増
進し

、サ
ービ

スを
提供

する
スタ

ッフ
の確

保（
及び

育成
）が

難し
くな

るの
では

ない
か

と懸
念し

てい
る。

 
【環

境課
題】

外的
環境

⋯医
療介

護費
の増

大が
もた

らさ
れる

影響
とし

て、
マイ

ナス
改

定な
ども

想定
され

てお
り、

現状
のサ

ービ
スを

提供
する

こと
が難

しく
なる

ので
はな

い
かと

の懸
念が

ある
。 

内的
課題

⋯サ
ービ

スを
提供

する
スタ

ッフ
の確

保（
及び

育成
・定

着支
援）

につ
いて

十
分に

出来
ない

可能
性が

ある
。特

に管
理職

候補
の養

成が
出来

てい
ない

。 
【そ

の他
】現

在の
スタ

ッフ
間の

良好
な関

係づ
くり

、多
職種

連携
、ス

タッ
フの

能力
格

差の
是正

、事
業規

模拡
大（

及び
縮小

）な
ど⋯

 

回答
 

【課
題】

施設
にお

ける
入浴

介助
にお

いて
、ス

タッ
フか

ら負
担が

大き
くデ

ジタ
ル機

器の
導入

を検
討し

てほ
しい

旨、
意見

が出
され

た。
 

当施
設で

は自
身で

入浴
、洗

身が
出来

ない
利用

者も
おり

、入
浴サ

ポー
トを

機械
・装

置を
使用

した
いと

思っ
てい

る。
導入

によ
り、

スタ
ッフ

の身
体的

負担
の軽

減や
介助

中の
介護

事故
への

不安
（精

神的
負担

）の
軽減

が図
れる

ので
はな

いか
。 

利用
者も

スタ
ッフ

に対
する

介助
への

不安
が軽

減さ
れる

。 
入浴

介助
は重

労働
であ

ると
いっ

た認
識を

払し
ょく

し、
機器

を使
用す

るこ
とで

サー
ビス

の提
供が

スム
ーズ

にな
ると

いう
意識

を有
し、

積極
的に

活用
して

もら
うこ

とを
想定

して
いる

。 

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
共有

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（2
）課

題の
共有

（回
答例

） 
職員

から
聞き

取り
した

施設
内の

課題
につ

いて
重要

な内
容を

集約
して

記載
して

くだ
さい

。 
課題

（1
）：

（施
設に

おけ
る）

スタ
ッフ

確保
と育

成 
課題

（2
）：

（将
来を

見越
し

た）
体制

作り
が出

来て
いな

い 
課題

（3
）：

（施
設に

おけ
る）

利用
者の

確保
とサ

ービ
スの

質向
上 

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
共有

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（2
）課

題の
選択

（回
答例

） 
職員

から
聞き

取り
した

施設
内の

課題
につ

いて
特に

重要
な内

容に
つい

て３
つま

で記
載を

して
くだ

さい
。 

課題
（1

）：
（施

設に
おけ

る）
スタ

ッフ
確保

と育
成 

現場
スタ

ッフ
と管

理業
務を

行え
るス

タッ
フの

バラ
ンス

が問
題。

また
、夜

勤や
特

定の
時間

にお
いて

稼働
でき

るス
タッ

フが
不足

する
など

の課
題が

ある
。 

課題
（2

）：
（将

来を
見越

した
）体

制作
りが

出来
てい

ない
 

今後
の事

業拡
大を

見越
して

スタ
ッフ

の充
足が

求め
られ

るが
、現

状の
サー

ビス
を

提供
する

数は
足り

てい
るが

、将
来を

見越
した

採用
には

不安
があ

る。
 

課題
（3

）：
（施

設に
おけ

る）
利用

者の
確保

とサ
ービ

スの
質向

上 
スタ

ッフ
の数

は充
足し

てい
るが

、ス
キル

や経
験の

違い
が提

供す
るサ

ービ
スの

内
容に

影響
（良

くも
悪く

も）
を与

えて
いる

。施
設数

が多
く、

選ば
れる

事業
所に

な
る為

には
質の

高い
サー

ビス
を提

供で
きる

環境
が必

要で
ある

が十
分と

は言
えな

い
。 

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
解決

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（3
-2）

課題
の解

決案
（資

料・
WE

B参
照：

IT先
端機

器活
用）

 
３つ

の課
題に

つい
てそ

れぞ
れ関

連資
料の

参照
やW

EB検
索な

どを
して

解決
案を

記載
をし

てく
ださ

い。
 

課題
（1

）：
（施

設に
おけ

る）
スタ

ッフ
確保

と育
成 

現場
スタ

ッフ
と管

理業
務を

行え
るス

タッ
フの

バラ
ンス

が問
題。

また
、夜

勤や
特定

の時
間に

おい
て稼

働で
きる

スタ
ッフ

が不
足す

るな
どの

課題
があ

る。
 

解決
案（

１）
： 

（こ
こに

解決
案を

記載
） 
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STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
解決

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（3
-2）

課題
の解

決案
（資

料・
WE

B参
照：

IT先
端機

器活
用）

 
３つ

の課
題に

つい
てそ

れぞ
れ関

連資
料の

参照
やW

EB検
索な

どを
して

解決
案を

記載
をし

てく
ださ

い。
 

課題
（2

）：
（将

来を
見越

した
）体

制作
りが

出来
てい

ない
 

今後
の事

業拡
大を

見越
して

スタ
ッフ

の充
足が

求め
られ

るが
、現

状の
サー

ビス
を提

供す
る数

は足
りて

いる
が、

将来
を見

越し
た採

用に
は不

安が
ある

。 
解決

案（
2）

： 
（こ

こに
解決

案を
記載

） 

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
解決

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（3
-2）

課題
の解

決案
（資

料・
WE

B参
照：

IT先
端機

器活
用）

 
３つ

の課
題に

つい
てそ

れぞ
れ関

連資
料の

参照
やW

EB検
索な

どを
して

解決
案を

記載
をし

てく
ださ

い。
 

課題
（3

）：
（施

設に
おけ

る）
利用

者の
確保

とサ
ービ

スの
質向

上 
スタ

ッフ
の数

は充
足し

てい
るが

、ス
キル

や経
験の

違い
が提

供す
るサ

ービ
スの

内容
に影

響（
良く

も悪
くも

）を
与え

てい
る。

施設
数が

多く
、選

ばれ
る事

業所
にな

る為
には

質の
高い

サー
ビス

を提
供で

きる
環境

が必
要で

ある
が十

分と
は言

えな
い。

 
解決

案（
3）

： 
（こ

こに
解決

案を
記載

） 

STE
P 1

 ／ 
テス

ト 

Yes
,No

で答
える

単元
テス

ト6
問 

問題
 

Yes
 

No 
➀現

在、
日本

では
少子

高齢
化社

会と
言わ

れて
おり

、高
齢者

を支
える

介護
職が

足り
てい

ない
と言

われ
てい

る。
 

➁介
護職

が辞
めた

理由
とし

て上
位の

理由
とし

ては
、「

人間
関係

」が
挙げ

られ
る。

 
➂今

後、
日本

にお
いて

は介
護人

材が
ます

ます
足り

なく
なる

？ 
➃介

護現
場に

おけ
る働

き手
が足

りな
くな

るこ
とが

想定
され

た場
合、

ツー
ルの

１つ
とし

て、
ロボ

ット
やIC

Tと
いっ

たデ
ジタ

ル機
器

の活
用は

有効
であ

る？
 

➄介
護現

場に
おけ

る課
題に

つい
ては

、一
人で

抱え
込ま

ず、
管理

者や
スタ

ッフ
と共

有し
て、

解決
する

こと
が望

まし
い。

 
➅課

題解
決に

向け
ては

、現
状を

把握
して

、「
ある

べき
姿」

や「
目指

すべ
き姿

」を
想定

して
取り

組む
必要

があ
り、

やみ
くも

に自
身の

意思
を推

し進
める

こと
は望

まし
いこ

とで
はな

い。
 

●を
Yes

,No
のど

ちら
かの

枠内
へ移

動さ
せて

くだ
さい

。 

STE
P 1 

／ テ
スト

 

単元
テス

ト —
 解答

と解
説 

問題
 

解答
と解

説 
➀現

在、
日本

では
少子

高齢
化社

会と
言わ

れて
おり

、高
齢者

を支
える

介護
職

が足
りて

いな
いと

言わ
れて

いる
。 

Yes
 統

計的
に見

ると
足り

てい
ない

。さ
らに

今後
もこ

の傾
向は

続く
と思

われ
る。

 

➁介
護職

が辞
めた

理由
とし

て上
位の

理由
とし

ては
、「

人間
関係

」が
挙げ

ら
れる

。 
Yes

 統
計的

な退
職理

由と
して

は、
「人

間関
係」

が上
位。

他に
は所

属し
てい

る法
人や

事業
所の

理念
や方

針に
つい

てい
けな

いな
どが

挙げ
られ

る。
 

➂今
後、

日本
にお

いて
は介

護人
材が

ます
ます

足り
なく

なる
？ 

Yes
 少

子高
齢化

社会
が進

み、
働き

手の
数に

も限
りが

出て
くる

。そ
の為

に介
護の

担い
手が

足り
なく

なる
こと

が想
定さ

れる
。 

➃介
護現

場に
おけ

る働
き手

が足
りな

くな
るこ

とが
想定

され
た場

合、
ツー

ル
の１

つと
して

、ロ
ボッ

トや
ICT

とい
った

デジ
タル

機器
の活

用は
有効

であ
る

？ 
Yes

 人
材不

足が
心配

され
、こ

れま
で通

りの
サー

ビス
を提

供で
きな

くな
る可

能性
があ

る。
解決

策の
１つ

とし
て、

DX化
が考

えら
れる

が、
ロボ

ット
やIC

Tの
活用

は有
効な

ツー
ルと

言え
る。

 

➄介
護現

場に
おけ

る課
題に

つい
ては

、一
人で

抱え
込ま

ず、
管理

者や
スタ

ッ
フと

共有
して

、解
決す

るこ
とが

望ま
しい

。 
Yes

 現
場に

おけ
る課

題は
、施

設や
事業

所の
利用

者へ
直結

する
こと

でも
あり

、出
来る

限り
共有

して
、解

決策
を検

討し
なく

ては
いけ

ない
。 

➅課
題解

決に
向け

ては
、現

状を
把握

して
、「

ある
べき

姿」
や「

目指
すべ

き
姿」

を想
定し

て取
り組

む必
要が

あり
、や

みく
もに

自身
の意

思を
推し

進め
る

こと
は望

まし
いこ

とで
はな

い。
 

Yes
 課

題解
決は

一人
は難

しい
こと

もあ
り、

周囲
のス

タッ
フや

管理
者と

相談
し、

進め
てい

くこ
とが

望ま
しい

。ノ
ウハ

ウを
蓄積

する
こと

で今
後も

同様
の課

題が
あっ

た際
、対

応に
役立

つ。
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PBL
教材

（回
答編

） 

事例
調査

 
(1) 

状況
説明

 (2)
 事例

調査
シー

ト作
成 

Ste
p 1

 
Ste

p 2
: 事

例調
査 

Ste
p 3

 
Ste

p 4
 

Ste
p 5

 
・導

入候
補サ

ービ
ス➀

～➂
まで

の機
器に

つい
て、

イン
ター

ネッ
トで

調べ
る。

 
・グ

ルー
プデ

ィス
カッ

ショ
ンし

て機
器の

活用
事例

を調
べる

。 
・施

設に
おけ

る課
題（

例：
レク

リエ
ーシ

ョン
のと

きに
ネタ

がな
い、

スタ
ッフ

へ負
担が

掛か
っ

てい
る等

々）
につ

いて
、解

決に
役立

つ機
器は

どれ
か？

とい
う観

点か
ら候

補に
つい

て調
べる

。  

STE
P 2 

／ 演
習 ／

 課題
共有

（グ
ルー

プ）
２０

分 

（1
）課

題の
選定

 
進め

方: 
1.

先ほ
どの

3つ
の課

題か
ら、

導入
可能

なサ
ービ

ス1
つを

選定
して

くだ
さい

。 
2.

選定
理由

を記
載し

てく
ださ

い。
 

STE
P 2 

／ 演
習 ／

 回答
 

課題
の選

定と
解決

策（
記載

例）
 

課題
と解

決策
 

【課
題】

（入
浴支

援時
にお

いて
）筋

力低
下し

た利
用者

へ、
入浴

介助
を

行う
にあ

たり
転倒

リス
クが

あり
、抑

制す
るこ

とが
求め

られ
る。

一方
で

、介
護者

への
腰痛

など
の身

体的
、さ

らに
は心

理的
負担

も大
きい

。 
【選

定し
たサ

ービ
ス】

➀～
➂を

候補
とし

て、
それ

ぞれ
機種

の調
査、

活
用事

例な
どか

ら、
選定

を行
う。

 

解決
策 

【解
決策

】特
に入

浴支
援時

にお
いて

スタ
ッフ

への
身体

的・
心理

的負
担

が生
じる

こと
もあ

り、
解決

策の
１つ

とし
て、

入浴
支援

機器
の導

入及
び

活用
が検

討さ
れる

。 
誰が

（ス
タッ

フ）
、誰

に（
利用

者）
、ど

の場
面で

使用
する

かに
つい

て
事前

に想
定す

る必
要が

ある
。ま

た、
導入

及び
活用

にお
いて

は、
十分

な
検討

が必
要で

ある
。 

STE
P 2 

／ 演
習 ／

 回答
 

選定
した

機種
と選

定理
由 

【選
定し

た機
種】

「ア
ラエ

ル」
（酒

井医
療株

式会
社）

 

【選
定理

由】
ADL

の低
下に

より
入浴

を怖
がる

利用
者（

Aさ
ん、

Bさ
ん）

が居
る。

提供
する

サー
ビス

の中
でも

特に
重要

とさ
れる

入浴
に対

して
、困

難で
あっ

たり
、不

安を
持っ

たり
する

方が
、

安心
して

入浴
をし

て頂
きた

いと
思っ

てい
る。

 

身体
状況

や体
格に

応じ
て、

それ
ぞれ

選択
して

、安
心安

全に
入浴

が出
来る

入浴
装置

が必
要と

考
え、

本機
を選

定し
た。

 
本機

は操
作が

簡単
であ

り、
チェ

アを
利用

した
まま

段差
がな

くス
ムー

ズに
浴槽

へは
入れ

るこ
と

が特
徴で

あり
、入

浴中
に異

変が
あっ

た際
は、

チェ
アを

後ろ
へ引

くこ
とで

アラ
エル

から
素早

く
出す

こと
が出

来、
安全

確保
が出

来る
。 

同時
にス

タッ
フの

負担
軽減

にも
期待

が寄
せら

れる
。 

入浴
支援

は提
供す

るサ
ービ

スの
中で

も特
に重

要と
され

てい
るが

、反
面重

労働
でも

あり
、介

助
する

スタ
ッフ

の身
体的

（腰
痛等

）・
精神

的負
担（

利用
者を

不安
にさ

せな
い、

ケガ
をさ

せな
い

等々
）が

生じ
る側

面が
ある

。こ
うし

た背
景を

踏ま
えて

、ア
ラエ

ルを
使用

する
こと

で、
介護

者
、被

介護
者双

方へ
の負

担軽
減と

安心
・安

全の
サー

ビス
提供

を図
るこ

とが
出来

る。
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STE
P 2 

／ 演
習 ／

 回答
 

アラ
エル

選定
の追

加理
由 

洗浄
力 

ウル
トラ

ファ
イン

バブ
ルシ

ャワ
ーに

より
汚れ

を落
とし

、肌
のう

るお
いを

保つ
 

保温
効果

 
ウル

トラ
ファ

イン
バブ

ルの
効果

によ
り、

身体
の芯

まで
温め

て、
入浴

後１
０分

後に
おい

ても
、貯

湯式
に比

べて
も２

℃ほ
ど高

い。
 

節水
効果

 
貯湯

式よ
り少

ない
湯量

で、
光熱

費の
削減

にも
つな

がる
。使

用湯
量は

８５
％カ

ット
 

等の
理由

から
「ア

ラエ
ル」

の導
入及

び活
用を

検討
して

いる
。 

STE
P 2 

／ （
２）

事例
把握

シー
ト作

成 ／
 導入

候補
サー

ビス
➀ 

事例
把握

シー
ト：

アラ
エル

（酒
井医

療株
式会

社）
 

商品
情報

 
「ア

ラエ
ル」

（酒
井医

療株
式会

社）
 

ター
ゲッ

ト 
自身

で入
浴、

洗身
が出

来な
い高

齢者
や障

害の
ある

方な
ど 

サー
ビス

概要
・デ

ジタ
ル技

術 
➀絶

妙な
位置

に配
置さ

れた
シャ

ワー
ノズ

ルで
、全

身く
まな

く洗
える

。➁
介助

する
方の

負担
を大

幅に
軽減

。
洗え

ると
、快

適。
➂外

は小
さく

、中
はゆ

った
りの

省ス
ペー

ス設
計。

（技
術）

・陰
部・

臀部
専用

シャ
ワー

・
ウル

トラ
ファ

イン
バブ

ルシ
ャワ

ー・
温度

管理
機能

・お
まか

せモ
ード

等 
活用

によ
り期

待さ
れる

効果
（想

定さ
れる

もの
） 

・車
椅子

での
シャ

ワー
入浴

支援
機器

であ
る。

・ウ
ルト

ラフ
ァイ

ンミ
スト

シャ
ワー

によ
り毛

穴の
中の

皮脂
汚

れな
どを

取り
出す

。・
深部

への
加温

効果
があ

る。
・ボ

ディ
シャ

ンプ
ーと

シャ
ワー

が一
緒に

出る
「お

まか
せ

洗浄
」に

より
、背

中か
ら臀

部・
足先

まで
の完

全な
洗浄

が可
能で

、介
護職

員は
身体

の洗
浄が

不要
。・

おし
り

シャ
ワー

によ
り肛

門部
の洗

浄・
温熱

の効
果が

ある
。・

設定
した

温度
のみ

が出
る「

温度
セン

サー
」を

内蔵
し

てい
る。

・「
殺菌

・洗
浄」

モー
ドに

より
、本

体自
体が

機器
の清

掃・
殺菌

を自
動で

実施
する

。  
機器

を活
用し

た時
の課

題 
価格

が高
い。

設置
場所

の問
題な

ど。
 

参考
URL

 
http

s://
ww

w.s
aka

ime
d.co

.jp/
bat

h/s
ittin

g-b
ath

ing
/ara

eru
/ 

PBL
教材

（回
答編

） 

企画
書・

計画
書作

成 
(1) 

導入
企画

書作
成 (

2) 導
入計

画書
作成

 
Ste

p 1 
Ste

p 2 
Ste

p 3
: 企

画書
・計

画書
作成

 
Ste

p 4 
Ste

p 5 

STE
P 3 

／ 演
習 

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

１）
 

企画
書の

項目
【１

】～
【６

】 
内容

につ
いて

【１
】～

【６
】 

【１
】現

状の
課題

と要
因（

➀課
題➁

要因
） 

（記
載欄

） 
【２

】企
画の

概要
 

（記
載欄

） 
【３

】企
画の

詳細
（➀

内容
➁実

施時
期➂

予算
） 

（記
載欄

） 
【４

】期
待で

きる
効果

 
（記

載欄
） 

【５
】補

足（
特に

機器
の耐

久年
数）

 
（記

載欄
） 

【６
】そ

の他
 ➀企

画の
担当

者及
び責

任者
名 ➁

実施
体制

につ
いて

（誰
が、

誰に
、い

つ）
 ➂教

育体
制に

つい
て  

（記
載欄

） 
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STE
P 3 

／ 演
習 ／

 回答
例 

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

１）
回答

例 
企画

書の
項目

【１
】～

【６
】 

内容
につ

いて
【１

】～
【６

】 
【１

】現
状の

課題
と要

因（
➀課

題➁
要因

） 
現状

の課
題と

要因
から

、対
応策

とし
て、

デジ
タル

機器
の活

用を
検討

す
る 

【２
】企

画の
概要

 
デジ

タル
機器

の導
入及

び活
用に

より
、○

○を
目標

とす
る。

 
【３

】企
画の

詳細
（➀

内容
➁実

施時
期➂

予算
） 

➀商
品名

➁い
つ購

入？
➂価

格は
？ 

【４
】期

待で
きる

効果
（機

器を
使う

こと
でど

の業
務が

どれ
くら

い軽
減

でき
るか

） 
機器

の導
入及

び活
用が

もた
らす

効果
 

【５
】補

足（
特に

機器
の耐

久年
数）

 
費用

対効
果を

図れ
るよ

うに
する

 
【６

】そ
の他

 ➀企
画の

担当
者及

び責
任者

名 ➁
実施

体制
につ

いて
（誰

が、
誰に

、い
つ）

 ➂教
育体

制に
つい

て 
➀担

当は
主任

Aさ
ん、

責任
者は

副施
設⾧

 ➁B
さん

以下
、４

名が
２階

フ
ロア

の利
用者

へ ➂
メー

カー
協力

のも
と、

導入
前に

３回
、以

降は
、自

分た
ちで

月１
回程

度（
６カ

月位
） 

STE
P 3 

／ 演
習 

計画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

２）
 

計画
書の

項目
【１

】～
【６

】 
内容

につ
いて

【１
】～

【６
】 

【１
】導

入時
期・

導入
台数

・購
入日

（リ
ース

の場
合は

契約
日）

 
（記

載欄
） 

【２
】事

業概
要及

び導
入ス

ケジ
ュー

ル 
（記

載欄
） 

【３
】利

用者
への

プラ
イバ

シー
配慮

 
（記

載欄
） 

【４
】導

入後
に達

成す
べき

目標
（3

カ年
） 

（記
載欄

） 
【５

】期
待さ

れる
効果

 
（記

載欄
） 

【６
】そ

の他
 ➀担

当者
及び

責任
者名

 ➁実
施体

制に
つい

て（
誰が

、誰
に、

いつ
） ➂

教育
体制

につ
いて

 
（記

載欄
） 

STE
P 3 

／ 演
習 ／

 回答
例 

計画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

２）
回答

例 
計画

書の
項目

【１
】～

【６
】 

内容
につ

いて
【１

】～
【６

】 
【１

】導
入時

期・
導入

台数
・購

入日
（リ

ース
の場

合は
契約

日）
 

【６
】に

つい
て事

前協
議の

上、
【１

】の
内容

を決
定、

補助
金や

助成
金

情報
も重

要と
なる

 
【２

】事
業概

要及
び導

入ス
ケジ

ュー
ル 

機器
の導

入目
的を

明確
にし

、導
入予

定日
を策

定す
る 

【３
】利

用者
への

プラ
イバ

シー
配慮

 
導入

予定
の機

器は
プラ

イバ
シー

に配
慮出

来て
いる

か（
入浴

支援
機器

で
あれ

ばな
おさ

ら）
 

【４
】導

入後
に達

成す
べき

目標
（3

カ年
） 

具体
的な

目標
（数

字）
を策

定す
る（

皮膚
疾患

や感
染症

を●
％削

減す
る

など
） 

【５
】期

待さ
れる

効果
 

想定
され

る効
果に

つい
て事

例等
を元

に作
成 

【６
】そ

の他
 ➀担

当者
及び

責任
者名

 ➁実
施体

制に
つい

て（
誰が

、誰
に、

いつ
） ➂

教育
体制

につ
いて

 
※前

頁参
照 

STE
P 3 

／ 演
習 ／

 まと
め 

企画
書・

計画
書作

成の
まと

め 
Ste

p 3
では

、以
下の

内容
に取

り組
みま

した
。 

企画
書の

作成
 

現状
の課

題と
要因

を整
理し

、導
入機

器の
概要

、
期待

でき
る効

果、
実施

体制
を含

む企
画書

（案
）

を作
成し

まし
た。

 

計画
書の

作成
 

導入
時期

・台
数、

スケ
ジュ

ール
、プ

ライ
バシ

ー
配慮

、3
カ年

の達
成目

標な
ど、

具体
的な

導入
計画

書（
案）

を作
成し

まし
た。

 

次の
ステ

ップ
へ 

作成
した

企画
書・

計画
書を

もと
に、

Ste
p 4で

はグ
ルー

プご
とに

発表
を行

い、
講師

・他
グル

ープ
から

フィ
ード

バッ
クを

受け
ます

。 
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PBL
教材

（回
答編

） 

発表
・講

評 
Ste

p 1 
Ste

p 2 
Ste

p 3 
Ste

p 4:
 発表

・講
評 

Ste
p 5 

STE
P 4 

／ 演
習 

発表
・総

評 
各グ

ルー
プが

作成
した

企画
書を

もと
に発

表を
行い

、講
師・

他グ
ルー

プか
らフ

ィー
ドバ

ック
を受

けま
す。

 
発表

のポ
イン

ト: 
•

企画
書の

内容
を簡

潔に
説明

する
 

•
選定

した
機器

の特
徴と

選定
理由

を明
確に

伝え
る 

•
期待

され
る効

果を
具体

的に
示す

 
•

質疑
応答

に備
える

 

STE
P 4 

／ 演
習 

発表
・総

評（
評価

シー
ト）

 
発表

を聞
いた

後、
以下

の観
点か

ら評
価・

フィ
ード

バッ
クを

行っ
てく

ださ
い。

 
評価

観点
: 

•
課題

の把
握は

適切
か 

•
選定

した
機器

は課
題解

決に
有効

か 
•

企画
書の

構成
は論

理的
か 

•
導入

スケ
ジュ

ール
は現

実的
か 

•
期待

され
る効

果は
具体

的か
 

STE
P 4 

／ 演
習 

発表
・総

評（
まと

め）
 

各グ
ルー

プの
発表

内容
を踏

まえ
、講

師か
ら総

評を
行い

ます
。 

•
各グ

ルー
プの

企画
書の

良い
点・

改善
点を

共有
 

•
他グ

ルー
プの

視点
から

学べ
るこ

と 
•

次の
Ste

p 5（
企画

書・
計画

書再
考）

に向
けた

改善
ポイ

ント
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PBL
教材

（回
答編

） 

企画
書・

計画
書再

考 
Ste

p 1 
Ste

p 2 
Ste

p 3 
Ste

p 4 
Ste

p 5
: 企

画書
・計

画書
再考

 

STE
P 5 

／ 演
習 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➁

 
企画

書の
項目

【１
】～

【８
】 

内容
につ

いて
【１

】～
【８

】 
【１

】企
画（

書）
の目

的 
（記

載欄
） 

【２
】対

象者
 

（記
載欄

） 
【３

】導
入予

定の
機器

の商
品概

要 
（記

載欄
） 

【４
】当

施設
の現

状に
つい

て 
（記

載欄
） 

【５
】【

３】
以外

の製
品情

報（
比較

） 
（記

載欄
） 

【６
】導

入に
よっ

ても
たら

され
る効

果 
（記

載欄
） 

【７
】導

入ス
ケジ

ュー
ル 

（記
載欄

） 
【８

】そ
の他

 ➀企
画の

担当
者及

び責
任者

名 ➁
実施

体制
につ

いて
（誰

が、
誰に

、い
つ）

 ➂教
育体

制に
つい

て 
（記

載欄
） 

STE
P 5 

／ 演
習 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➂

 
企画

書の
項目

【１
】～

【６
】 

内容
につ

いて
【１

】～
【６

】 
【１

】は
じめ

に（
➀課

題と
対応

➁企
画の

目的
） 

（記
載欄

） 
【２

】導
入予

定の
機器

の商
品概

要 
（記

載欄
） 

【３
】機

器の
導入

効果
（➀

事例
➁当

施設
で想

定さ
れる

効果
） 

（記
載欄

） 
【４

】事
例の

調査
結果

（➀
導入

した
施設

の声
➁メ

ーカ
ーの

見解
） 

（記
載欄

） 
【５

】導
入ス

ケジ
ュー

ル 
（記

載欄
） 

【６
】そ

の他
 ➀企

画の
担当

者及
び責

任者
 ➁実

施体
制に

つい
て（

誰が
、誰

に、
いつ

） ➂
活用

の為
の教

育体
制に

つい
て ➃

管理
体制

（通
常ど

こに
保管

する
か）

 

（記
載欄

） 

STE
P 5 

／ 演
習 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➃

 
企画

書の
項目

【１
】～

【８
】 

内容
につ

いて
【１

】～
【７

】 
【１

】企
画し

た背
景（

なぜ
機器

が必
要か

） 
（記

載欄
） 

【２
】業

界及
び当

施設
を取

り巻
く環

境 
（記

載欄
） 

【３
】利

用者
及び

ご家
族、

スタ
ッフ

の声
（特

にサ
ービ

ス内
容へ

の要
望、

不満
など

）  
（記

載欄
） 

【４
】【

３】
の内

容か
ら導

かれ
た見

解（
ロボ

ット
やIC

Tが
必要

であ
る！

？）
 

（記
載欄

） 
【５

】導
入を

検討
して

いる
機器

の商
品概

要 
（記

載欄
） 

【６
】導

入に
よっ

ても
たら

され
る効

果 
（記

載欄
） 

【７
】導

入ス
ケジ

ュー
ル 

（記
載欄

） 
【８

】そ
の他

 ➀企
画の

担当
者及

び責
任者

 ➁実
施体

制に
つい

て（
誰が

、誰
に、

いつ
） ➂

活用
の為

の教
育体

制に
つい

て ➃
管理

体制
（通

常ど
こに

保管
する

か）
 

（記
載欄

） 
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STE
P 5 

／ 演
習 ／

 回答
例 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➁

 回答
例 

【１
】企

画（
書）

の目
的 

現場
にお

ける
業務

改善
、効

率化
 

【２
】対

象者
 

スタ
ッフ

、利
用者

など
 

【３
】導

入予
定の

機器
の商

品概
要 

➀商
品名

➁働
き➂

価格
のほ

か、
耐久

保証
年数

やア
フタ

ーフ
ォロ

ーに
つ

いて
も記

載 
【４

】当
施設

の現
状に

つい
て 

当施
設に

おけ
る課

題や
スタ

ッフ
の声

 
【５

】【
３】

以外
の製

品情
報（

比較
） 

他機
器と

の比
較を

した
中で

選定
と記

載 
【６

】導
入に

よっ
ても

たら
され

る効
果（

機器
を使

うこ
とで

どの
業務

が
どれ

くら
い軽

減で
きる

か）
 

事例
及び

提供
メー

カー
への

ヒア
リン

グ内
容（

導入
前と

後と
の比

較想
定

など
） 

【７
】導

入ス
ケジ

ュー
ル 

※別
紙 

【８
】そ

の他
 ➀企

画の
担当

者及
び責

任者
名 ➁

実施
体制

につ
いて

（誰
が、

誰に
、い

つ）
 ➂教

育体
制に

つい
て 

➀A
さん

、管
理者

Bさ
ん ➁

介護
スタ

ッフ
Aさ

ん等
、利

用者
Cさ

ん、
入浴

時 ➂
導入

前に
メー

カー
によ

る勉
強会

（計
3回

ほど
） ➃

浴室
 

STE
P 5 

／ 演
習 ／

 回答
例 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➂

 回答
例 

企画
書の

項目
【１

】～
【６

】 
内容

につ
いて

【１
】～

【６
】 

【１
】は

じめ
に（

➀課
題と

対応
➁企

画の
目的

） 
➀➁

利用
者と

介護
者の

負担
軽減

 
【２

】導
入予

定の
機器

の商
品概

要 
「ア

ラエ
ル」

（酒
井医

療（
株）

）詳
細説

明 
【３

】機
器の

導入
効果

（➀
事例

➁当
施設

で想
定さ

れる
効果

） 
➀家

庭の
お風

呂の
よう

な体
験が

出来
る ➁

スタ
ッフ

の負
担軽

減、
利用

者の
安心

・安
全 

【４
】事

例の
調査

結果
（➀

導入
した

施設
の声

➁メ
ーカ

ーの
見解

） 
➀h

ttps
://w

ww
.sak

aim
ed.

co.j
p/c

ase
_stu

dy/
 ➁ス

タッ
フの

職業
寿命

、
利用

者の
安心

・安
全 

【５
】導

入ス
ケジ

ュー
ル 

自治
体の

補助
金申

請に
伴い

、～
5月

調査
・見

積取
得6

月申
請（

9月
頃交

付予
定）

、1
0月

導入
 

【６
】そ

の他
 ➀企

画の
担当

者及
び責

任者
 ➁実

施体
制に

つい
て（

誰が
、

誰に
、い

つ）
 ➂活

用の
為の

教育
体制

につ
いて

 ➃管
理体

制（
通常

どこ
に

保管
する

か）
 

※前
頁参

照 

STE
P 5

 ／ 
演習

 ／ 
回答

例 

ほか
にも

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！➃

 回答
例 

企画
書の

項目
【１

】～
【８

】 
内容

につ
いて

【１
】～

【７
】 

【１
】企

画し
た背

景（
なぜ

機器
が必

要か
） 

例）
人手

不足
によ

るサ
ービ

ス低
下の

懸念
 

【２
】業

界及
び当

施設
を取

り巻
く環

境 
例）

人手
不足

（確
保及

び育
成な

ど）
 

【３
】利

用者
及び

ご家
族、

スタ
ッフ

の声
（特

にサ
ービ

ス内
容へ

の要
望、

不満
など

） 
例）

スタ
ッフ

は特
に心

身と
もに

負担
があ

り、
すぐ

にで
も軽

減を
図る

必要
があ

る 

【４
】【

３】
の内

容か
ら導

かれ
た見

解（
ロボ

ット
やIC

Tが
必要

であ
る！

？）
 

デジ
タル

機器
の活

用は
手段

の１
つと

して
も有

効で
はな

いか
 

【５
】導

入を
検討

して
いる

機器
の商

品概
要 

製品
名、

働き
、効

果、
価格

など
 

【６
】導

入に
よっ

ても
たら

され
る効

果（
機器

を使
うこ

とで
どの

業務
がど

れく
らい

軽減
でき

るか
） 

事例
及び

提供
メー

カー
への

ヒア
リン

グ内
容（

導入
前と

後と
の比

較想
定な

ど）
 

【７
】導

入ス
ケジ

ュー
ル 

※別
紙参

照 
【８

】そ
の他

 ➀企
画の

担当
者及

び責
任者

 ➁実
施体

制に
つい

て（
誰が

、誰
に、

い
つ）

 ➂活
用の

為の
教育

体制
につ

いて
 ➃管

理体
制（

通常
どこ

に保
管す

るか
） 

※前
頁参

照 

STE
P 5 

／ 再
考の

ポイ
ント

 

企画
書・

計画
書再

考の
ポイ

ント
 

発表
・講

評で
得た

フィ
ード

バッ
クを

もと
に、

以下
の観

点か
ら企

画書
・計

画書
をブ

ラッ
シュ

アッ
プし

まし
ょう

。 

1. 課
題設

定の
妥当

性 
フィ

ード
バッ

クを
踏ま

え、
課題

の設
定が

適切
であ

った
か再

検討
する

。 

2. 解
決策

の具
体性

 
選定

した
機器

の導
入効

果を
より

具体
的に

記載
する

。数
値目

標を
明確

にす
る。

 

3. 実
施体

制の
充実

 
担当

者・
責任

者の
役割

分担
、教

育体
制、

スケ
ジュ

ール
をよ

り詳
細に

記載
する

。 

4. 費
用対

効果
の明

確
化 導入

コス
トと

期待
され

る効
果を

比較
し、

費用
対効

果を
明示

する
。 
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まと
め 全体

の振
り返

り 
本研

修プ
ログ

ラム
（P

BL教
材➀

 ST
EP1

）を
通じ

て学
んだ

こと
を振

り返
りま

す。
 

Ste
p 1:

 事例
把握

 
福祉

現場
の課

題を
直視

し、
入浴

支援
にお

ける
課題

を抽
出し

た。
 

Ste
p 2:

 事例
調査

 
導入

候補
サー

ビス
（ア

ラエ
ル・

ヌク
ティ

・ピ
ュア

ット
）を

調査
し、

「ア
ラエ

ル」
を選

定し
た。

 

Ste
p 3:

 企画
書・

計画
書作

成 
課題

解決
に向

けた
企画

書・
計画

書を
作成

し、
導入

の具
体的

なプ
ラン

を策
定し

た。
 

Ste
p 4:

 発表
・講

評 
各グ

ルー
プの

企画
書を

発表
し、

フィ
ード

バッ
クを

受け
た。

 

Ste
p 5:

 企画
書・

計画
書再

考 
フィ

ード
バッ

クを
踏ま

え、
より

実現
可能

な企
画書

へと
ブラ

ッシ
ュア

ップ
した

。 

まと
め 今後

に向
けて

 
本研

修で
学ん

だ内
容を

、実
際の

現場
で活

かし
てい

くた
めに

： 

現場
への

展開
 

研修
で作

成し
た企

画書
をも

とに
、実

際の
施設

での
導入

検討
を進

める
。管

理者
とし

て、
スタ

ッフ
への

説明
と

合意
形成

を図
る。

 

継続
的な

学習
 

AI・
ICT

機器
は日

々進
化し

てい
る。

最新
の情

報を
収集

し、
施設

に最
適な

機器
を常

に検
討す

る姿
勢が

重要
。 

多国
籍共

生の
視点

 
多国

籍ス
タッ

フと
の協

働に
おい

て、
機器

導入
は言

語の
壁を

超え
たサ

ービ
ス品

質の
均一

化に
も貢

献す
る。

 

介護
現場

で使
用す

るA
I先端

機器
 

PBL
教材

➀ S
TEP

1 —
 完了

 
多国

籍共
生介

護現
場の

マネ
ージ

ャー
を対

象と
した

AI導
入ス

キル
獲得

のた
めの

研修
プロ

グラ
ム開

発事
業 

お疲
れ様

でし
た。

本教
材で

学ん
だ内

容を
現場

で活
かし

、利
用者

とス
タッ

フ双
方に

とっ
てよ

り良
い環

境づ
くり

を目
指し

まし
ょう

。 
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PBL
教材

➀-2
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンロ

ボッ
ト編

 

全体
の流

れ
PBL

教材
（回

答編
）—

 5つ
のス

テッ
プ

介護
現場

で使
用す

るA
I先端

機器
の導

入ス
キル

獲得
のた

めの
研修

プロ
グラ

ム。
事例

把握
から

企
画書

再考
まで

、実
践的

に学
ぶた

めの
テキ

スト
です

。
STE

P 1
事例

把握
•

状況
説明

•
事例

把握
シー

ト作
成

STE
P 2

事例
調査

•
状況

説明
•

事例
調査

シー
ト作

成

STE
P 3

企画
書・

計画
書作

成
•

導入
企画

書作
成

•
導入

企画
書改

訂

STE
P 4

発表
・講

評

STE
P 5

企画
書・

計画
書再

考

STE
P 1 

／ 事
例把

握

事例
把握

（1
）状

況説
明 

（2
）事

例把
握シ

ート
作成

01 作業
手順

の設
計

課題
解決

の為
の作

業や
手法

につ
いて

検討
する

。

02 目的
・背

景の
設定

その
目的

と背
景に

つい
ても

理解
する

。

03 現在
の状

況設
定

設定
され

た状
況か

ら課
題を

抽出
する

。
04 現在

抱え
てい

る課
題の

抽出
事例

から
福祉

現場
にお

ける
課題

を直
視す

る。

05 事例
把握

シー
ト作

成
課題

解決
の為

のツ
ール

とし
てA

I機器
を検

討し
てお

り、
導入

及び
活用

事例
につ

いて
把握

する
。

STE
P 1 

／ （
1）

状況
説明

 ／ 
事例

把握

作業
手順

舞台
、状

況を
踏ま

えた
上で

、施
設の

課題
につ

いて
、グ

ルー
プワ

ーク
を通

じて
、以

下に
つい

て進
める

。
プロ

セス
内容

課題
の設

定
現在

起き
てい

る現
象（

特に
良く

ない
）及

び将
来に

わた
り起

こり
うる

もの
原因

分析
何が

原因
で課

題が
発生

して
いる

のか
、現

状と
理想

（あ
るべ

き姿
）の

ギャ
ップ

を分
析

する
。

解決
策の

検討
考え

られ
る解

決策
を具

体的
に列

挙し
、優

先順
位を

つけ
る。

解決
策の

実行
優先

順位
が高

いも
のか

ら実
行し

、効
果検

証を
して

効果
があ

れば
継続

、な
けれ

ば他
の

解決
策を

模索
する

。
1

Do
2

How
3

Wh
y

4
Wh

ere
5

Wh
at
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STE
P 1 

／ （
1）

状況
説明

 ／ 事
例把

握

目的
・背

景の
設定

背景 昨今
の福

祉現
場に

おい
ては

、少
子高

齢化
社会

、就
業人

口減
少と

いっ
た状

況
の影

響を
強く

受け
、サ

ービ
スを

提供
する

スタ
ッフ

に限
りが

ある
ばか

りで
な

く、
今後

はス
タッ

フそ
のも

のの
高齢

化な
どの

問題
も予

見さ
れる

。
現場

にて
従事

する
スタ

ッフ
への

負担
軽減

、利
用者

への
質の

高い
サー

ビス
の

維持
・向

上を
図る

うえ
で、

ロボ
ット

やIC
Tと

いっ
たデ

ジタ
ル機

器の
導入

・活
用が

求め
られ

る。
一方

で、
受け

入れ
側に

おい
ても

、抵
抗な

く、
無理

なく
、無

駄な
く導

入や
活

用が
出来

るか
とい

った
点が

課題
とな

って
おり

、事
業所

、施
設、

法人
全体

で
取り

組む
問題

とし
て捉

える
必要

があ
る。

今回
は、

施設
にお

ける
様々

な先
端機

器に
よる

スタ
ッフ

の負
担軽

減と
利用

者
の満

足度
を向

上さ
せる

ため
に「

業務
支援

ツー
ル」

「コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ロ

ボッ
ト」

「介
護ロ

ボッ
ト（

移乗
・排

泄・
入浴

など
）」

「見
守り

支援
（セ

ン
サー

・カ
メラ

など
）」

の導
入・

活用
を検

討し
てい

る。

目的 •
福祉

現場
にて

従事
する

スタ
ッフ

の負
担軽

減
•

利用
者へ

の質
の高

いサ
ービ

スの
維持

・向
上を

図る
。

STE
P 1 

／ 事
例把

握 ／
 目的

・背
景の

設定
 ／ 

（1
）状

況説
明

目的
・背

景の
設定

グル
ープ

で情
報共

有と
理解

をは
かる

ため
、ス

タッ
フ個

人が
抱え

てい
る課

題を
抽出

し、
話し

合い
納得

して
介護

ロボ
ット

を活
用す

る環
境を

生み
出す

方策
を探

るに
はど

うし
たら

良い
か。

職員
の現

状を
把握

して
、状

況把
握シ

ート
を作

成し
、管

理者
がま

とめ
て提

案書
を作

成す
る

。 原因
背景

目的
ある

べき
姿

STE
P 1 

／ 状
況設

定 ／
 事例

把握
 ／ （

1）
状況

説明

状況
設定

舞台 正職
員4

5名
、準

職員
45名

の法
人（

千葉
県）

特別
養護

老人
ホー

ム（
定員

50名
）、

デイ
サー

ビス
（定

員3
2名

）、
ショ

ート
ステ

イ（
定員

20名
）、

ケア
ハウ

ス（
定員

62名
）、

居宅
介護

支援
事業

所等
を運

営
背景 利用

者へ
提供

する
サー

ビス
の質

を上
げる

べく
、全

スタ
ッフ

でア
イデ

アを
出し

合い
、懸

命に
取り

組ん
でい

るも
のの

、ス
タッ

フか
らレ

クリ
エー

ショ
ンの

テー
マに

つい
て限

界が
ある

との
相談

が相
次い

でい
る。

利用
者の

満足
度向

上の
為、

レク
リエ

ーシ
ョン

に興
味を

示さ
ない

利用
者に

対し
ても

「コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ロボ

ット
」を

活用
した

いと
考え

てい
る。

目的 スタ
ッフ

が日
々創

意工
夫を

し、
レク

リエ
ーシ

ョン
のテ

ーマ
を設

定し
、実

施。
楽し

みに
して

いる
利用

者も
多い

が、
全く

興味
を示

さな
い利

用者
も居

て、
反応

も極
めて

薄い
為、

レク
リエ

ーシ
ョン

を担
当す

るこ
とに

不安
を持

って
いる

スタ
ッフ

もい
る。

管理
者と

して
は、

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンロ
ボッ

トを
活用

しつ
つ、

出来
る限

り多
くの

利用
者が

楽し
みに

思っ
て通

って
ほし

いと
考え

てい
る。

また
、レ

クリ
エー

ショ
ン担

当者
自身

も楽
しん

で参
加し

ても
らい

たい
。

この
状況

設定
によ

る演
習へ

STE
P 1 

／ 状
況設

定 ／
 事例

把握
 ／ 

（1
）状

況説
明

レク
リエ

ーシ
ョン

とは
？

管理
者の

あな
たは

、レ
クリ

エー
ショ

ンに
活用

でき
るデ

ジタ
ル機

器の
導入

を検
討し

てい
る。

状況
(2)

これ
まで

施設
では

ロボ
ット

を導
入し

たこ
とが

ない
為、

まず
は導

入を
検討

する
機器

の調
査（

実際
に活

用を
して

いる
事例

をイ
ンタ

ーネ
ット

等で
調べ

てグ
ルー

プデ
ィス

カッ
ショ

ンを
行う

）を
予定

して
いる

。
【出

典】
TOK

YOM
X N

HKニ
ュー

ス、
朝日

新聞
デジ

タル
ほか

介護
施設

にお
いて

、レ
クリ

エー
ショ

ンは
利用

者同
士や

職員
との

関係
性を

円滑
にし

、 
生活

の質
（Q

OL）
を向

上さ
せる

重要
な活

動で
ある

。 
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STE
P 1 

／ 事
例把

握 ／
 状況

設定
（1

日の
流れ

） ／
 （1

）状
況説

明

状況
設定

（1
日の

流れ
）

時間
帯（

目安
）

スケ
ジュ

ール
（予

定）
7:00

起床
（モ

ーニ
ング

ケア
）

8:00
朝食

9:00
集団

体操
、健

康チ
ェッ

ク
10:0

0
入浴

12:0
0

昼食
14:0

0
レク

リエ
ーシ

ョン
➀～

➄参
照、

入浴
15:0

0
おや

つ
18:0

0
夕食

21:0
0

就寝
（ナ

イト
ケア

）
➀身

体を
使う

レク
リエ

ーシ
ョン

➁頭
を使

うレ
クリ

エー
ショ

ン
➂音

楽を
取り

入れ
たレ

クリ
エー

ショ
ン

➃創
作レ

クリ
エー

ショ
ン

➄地
域交

流レ
クリ

エー
ショ

ン

STE
P 1 

／ 課
題抽

出 ／
 事例

把握
 ／ 

（1
）状

況説
明

福祉
現場

にお
ける

課題
と解

決に
向け

て
1. 計

画を
実行

する
（レ

クリ
エー

ショ
ンの

活性
化・

充実
やス

タッ
フの

負担
軽減

など
）

2. 結
果を

振り
返り

、事
業所

へフ
ィー

ドバ
ック

する

現状 介護
のレ

クリ
エー

ショ
ンに

おい
てネ

タ決
めの

苦労
やレ

クリ
エー

ショ
ンが

苦手
な方

がい
る・

・・

ギャ
ップ

ある
べき

姿
介護

のレ
クリ

エー
ショ

ンに
おい

てス
タッ

フ、
利用

者と
も楽

しく
参加

して
いる

・・
・

STE
P 1 

／ 課
題抽

出 ／
 事例

把握
 ／ 

（1
）状

況説
明

課題
抽出

レク
リエ

ーシ
ョン

は、
スタ

ッフ
や利

用者
双方

にお
いて

介護
の質

向上
に繋

がる
ため

、サ
ービ

スの
１つ

が売
りに

なる
とも

考え
られ

る。

ある
べき

姿
利用

者の
満足

度を
向上

させ
る

レク
リエ

ーシ
ョン

を充
実さ

せる

レク
リエ

ーシ
ョン

の負
担を

軽減
する

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンロ
ボッ

ト導
入・

活用

STE
P 1 

／ 目
的・

背景
 ／ 事

例把
握 ／

 （2
）事

例把
握シ

ート
作成

事例
把握

シー
ト作

成
•

今回
取り

上げ
られ

た"
施設

"の
「課

題」
は何

か？
 ⇒ 

レク
リエ

ーシ
ョン

の場
面？

•
課題

解決
に向

けて
どう

いっ
た対

応や
取り

組み
が考

えら
れる

か。
⇒ 新

たな
取り

組み
？

•
この

場面
にお

いて
必要

と思
われ

るA
I機器

はど
うい

った
もの

があ
るか

。選
定し

たA
Iを導

入
（及

び活
用）

する
際、

どう
いっ

たプ
ロセ

スが
必要

か。
⇒ 使

用方
法の

理解
や使

用す
る人

の選
定？

以下
の➀

➁➂
（S

TEP
１～

４）
につ

いて
は振

り返
りの

時期
を設

定す
る。

1.
目標

設定
（A

I機器
を導

入す
るに

あた
って

どう
いっ

たこ
とを

成し
遂げ

るか
）

2.
情報

収集
（導

入予
定の

AIの
活用

事例
等を

リサ
ーチ

）
3.

導入
計画

（い
つ購

入・
導入

、機
器使

用の
プラ

クテ
ィス

スケ
ジュ

ール
、A

I機器
を活

用す
る

のは
誰？

等の
計画

策定
）

4.
※導

入
5.

※運
用

6.
※導

入し
たA

I機器
につ

いて
、ス

タッ
フ間

の共
有や

結果
報告

を行
う（

いつ
頃？

）
（※

につ
いて

は次
の段

階に
おい

て議
論を

予定
）
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STE
P 1 

／ 事
例把

握 ／
 導入

候補
サー

ビス
➀ ／

 （2
）事

例把
握シ

ート
作成

導入
候補

サー
ビス

➀：
PAL

RO
（パ

ルロ
）

「P
ALR

O（
パル

ロ）
」：

富士
ソフ

ト株
式会

社
PAL

RO（
パル

ロ）
は、

「P
ALR

Oパ
ルロ

」は
会話

とコ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
力が

特徴
の介

護コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ロボ

ット
（介

護予
防支

援ロ
ボッ

ト）
とし

て、
介護

サー
ビス

を提
供す

る
様々

な場
面で

活用
がで

きる
。

利用
者と

のコ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
の他

にも
歌、

ダン
ス、

体操
、ゲ

ーム
と多

種多
様な

機能
が満

載さ
れて

おり
、介

護コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ロボ

ット
の最

先端
で職

員様
の一

員と
して

今、
介護

の現
場で

活躍
の幅

を増
やし

てい
る。

商品
情報

富士
ソフ

ト株
式会

社が
開発

した
ヒュ

ーマ
ノイ

ド型
のコ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

ロボ
ット

。高
度な

AIを
搭載

し、
自然

な会
話・

顔認
識・

個別
対応

が可
能。

ター
ゲッ

ト
主な

ター
ゲッ

トは
高齢

者福
祉施

設・
介護

現場
での

利用
者、

およ
び離

れて
暮ら

す高
齢者

とそ
の家

族。
多様

な施
設規

模・
形態

に対
応。

サー
ビス

概要
・デ

ジタ
ル技

術
高度

なA
Iを搭

載し
、顔

認識
や自

然な
会話

が可
能。

個々
の利

用者
の顔

と名
前を

覚え
、そ

の人
に合

わせ
た会

話・
レク

リエ
ーシ

ョン
を提

供。
専用

アプ
リ「

PAL
ROし

ゃべ
リン

ク」
を通

じた
家族

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン・
見守

り機
能も

搭載
。

活用
によ

り期
待さ

れる
効果

•
高齢

者の
認知

機能
の維

持・
向上

•
レク

リエ
ーシ

ョン
活動

の活
性化

・多
様化

•
職員

の業
務負

担軽
減と

時間
創出

機器
を活

用し
た時

の課
題

初期
導入

コス
トが

高め
。定

期的
なメ

ンテ
ナン

スや
ソフ

トウ
ェア

アッ
プデ

ート
の必

要性
があ

る。
スタ

ッフ
への

操作
研修

も必
要。

参考
UR

L
http

s://
pal

ro.j
p/

STE
P 1 

／ 事
例把

握 ／
 導入

候補
サー

ビス
➁ ／

 （2
）事

例把
握シ

ート
作成

導入
候補

サー
ビス

➁：
LOV

OT（
らぼ

っと
）

「L
OVO

T（
らぼ

っと
）」

：G
RO

OVE
 X 株

式会
社

カメ
ラ、

サー
モグ

ラフ
ィー

、マ
イク

、障
害物

検知
、明

るさ
セン

サー
など

多種
のセ

ンサ
ーを

搭載
して

おり
、セ

ンサ
ーが

とら
えた

刺激
を機

械学
習で

処理
し、

リア
ルタ

イム
でさ

まざ
まな

動き
があ

る。
特に

目は
ディ

スプ
レイ

にな
って

いて
、表

現力
も凄

い。
LOV

OTは
ペッ

トの
よう

にだ
んだ

んと
家族

にな
るロ

ボッ
トで

あり
、名

前を
呼ぶ

と近
づい

てき
て見

つめ
てく

る。
好き

な人
にな

つい
て抱

っこ
をね

だる
。抱

き上
げる

とほ
んの

りと
温か

い。
ロボ

ット
では

ある
が、

まる
で生

き物
のよ

うな
生命

感が
ある

のが
特徴

であ
る。

セン
サー

技術
カメ

ラ、
サー

モグ
ラフ

ィー
、マ

イク
、障

害物
検知

、明
るさ

セン
サー

など
多種

のセ
ンサ

ーを
搭載

。

機械
学習

セン
サー

がと
らえ

た刺
激を

リア
ルタ

イム
で処

理し
、さ

まざ
まな

動き
を実

現。

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン
名前

を呼
ぶと

近づ
き、

好き
な人

にな
つき

、抱
っこ

をね
だる

。
特徴 まる

で生
き物

のよ
うな

生命
感。

抱き
上げ

ると
ほん

のり
と温

かい
。

STE
P 1 

／ 事
例把

握 ／
 導入

候補
サー

ビス
➂ ／

 （2
）事

例把
握シ

ート
作成

導入
候補

サー
ビス

➂：
PAR

O（
パロ

）
「P

ARO
（パ

ロ）
」：

株式
会社

知能
シス

テム
ほか

メン
タル

コミ
ット

ロボ
ット

「パ
ロ」

は、
本物

の動
物を

飼う
こと

が困
難な

場所
や人

々の
ため

に、
セラ

ピー
を目

的に
開発

され
た。

デイ
サー

ビス
セン

ター
、介

護老
人保

健施
設、

特別
養護

老人
ホー

ム、
小児

病棟
、児

童養
護施

設な
どで

、数
多く

、⾧
期間

に渡
る実

験を
続け

るこ
とに

より
、ア

ニマ
ル・

セラ
ピー

と同
じ効

果を
得ら

れる
こと

を確
認さ

れて
おり

、人
に楽

しみ
や安

らぎ
など

の精
神的

な働
きか

けを
行う

こと
を目

的に
した

、メ
ンタ

ルコ
ミッ

トロ
ボッ

トで
ある

。
開発

目的
本物

の動
物を

飼う
こと

が困
難な

場所
や人

々の
ため

のセ
ラピ

ー用
ロボ

ット

実証
実績

デイ
サー

ビス
セン

ター
、介

護老
人保

健施
設、

特別
養護

老人
ホー

ム、
小児

病棟
、児

童養
護施

設等
で⾧

期間
実験

効果 アニ
マル

・セ
ラピ

ーと
同じ

効果
を確

認。
人に

楽し
みや

安ら
ぎな

どの
精神

的な
働き

かけ
を行

う

分類 メン
タル

コミ
ット

ロボ
ット

STE
P 1 

／ 演
習

STE
P 1

 演習
それ

では
、事

例把
握に

つい
て演

習を
して

みま
しょ

う。
01 課題

抽出
（個

人）
15分

（1
）現

場で
の課

題抽
出 —

 職員
から

聞き
取り

し
た施

設内
の課

題に
つい

て重
要な

内容
を集

約し
て

記載
して

くだ
さい

。

02 課題
共有

（管
理者

：グ
ルー

プ）
20分

（2
）課

題の
共有

 — 集
約し

た施
設内

の課
題に

つ
いて

グル
ーピ

ング
をし

て記
載し

てく
ださ

い。

03 課題
の共

有（
優先

課題
選択

）
集約

した
施設

内の
課題

につ
いて

優先
付け

をし
て

採点
して

くだ
さい

。

04 課題
の選

択
職員

から
聞き

取り
した

施設
内の

課題
につ

いて
特に

重要
な内

容に
つい

て3
つ

まで
記載

をし
てく

ださ
い。

05 課題
解決

（グ
ルー

プ）
20分

（3
-2）

課題
の解

決案
（資

料・
WE

B参
照：

IT先
端機

器活
用）

— 3
つの

課題
につ

いて
それ

ぞれ
解決

案を
記載

して
くだ

さい
。
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STE
P 1 

／ テ
スト

単元
テス

ト（
Yes

 / N
o）

Yes
, No

で答
える

単元
テス

ト6
問

問題
Yes

No
➀現

在、
日本

では
少子

高齢
化社

会と
言わ

れて
おり

、高
齢者

を支
える

介護
職が

足り
てい

ない
と言

われ
てい

る。
➁介

護職
が辞

めた
理由

とし
て上

位の
理由

とし
ては

、「
人間

関係
」が

挙げ
られ

る。
➂今

後、
日本

にお
いて

は介
護人

材が
ます

ます
足り

なく
なる

。
➃介

護現
場に

おけ
る働

き手
が足

りな
くな

るこ
とが

想定
され

た場
合、

ツー
ルの

１つ
とし

て、
ロボ

ット
やIC

Tと
いっ

たデ
ジタ

ル機
器の

活用
は有

効で
ある

？
➄介

護現
場に

おけ
る課

題に
つい

ては
、一

人で
抱え

込ま
ず、

管理
者や

スタ
ッフ

と共
有し

て、
解決

する
こと

が望
まし

い。
➅課

題解
決に

向け
ては

、現
状を

把握
して

、「
ある

べき
姿」

や「
目指

すべ
き姿

」を
想定

して
取り

組む
必要

があ
り、

やみ
くも

に自
身の

意思
を推

し進
める

こと
は望

まし
いこ

とで
はな

い。
➀統

計的
に見

ると
足り

てい
ない

。さ
らに

今後
もこ

の傾
向は

続く
と思

われ
る。

→ Y
es

➁統
計的

な退
職理

由と
して

は、
「人

間関
係」

が上
位。

他に
は所

属し
てい

る法
人や

事業
所の

理念
や方

針に
つい

てい
けな

いな
どが

挙げ
られ

る。
→ Y

es
➂少

子高
齢化

社会
が進

み、
働き

手の
数に

も限
りが

出て
くる

。そ
の為

に、
介護

の担
い手

が足
りな

くな
るこ

とが
想定

され
る。

→ Y
es

➃人
材不

足が
心配

され
、こ

れま
で通

りの
サー

ビス
を提

供で
きな

くな
る可

能性
があ

る。
解決

策の
１つ

とし
て、

DX化
が考

えら
れる

が、
ロボ

ット
やIC

Tの
活用

は有
効な

ツー
ルと

言え
る。

→ Y
es

➄現
場に

おけ
る課

題は
、施

設や
事業

所の
利用

者へ
直結

する
こと

でも
あり

、出
来る

限り
共有

して
、解

決策
を検

討し
なく

ては
いけ

ない
。→

 Yes
➅課

題解
決は

一人
は難

しい
こと

もあ
り、

周囲
のス

タッ
フや

管理
者と

相談
し、

進め
てい

くこ
とが

望ま
しい

。ノ
ウハ

ウを
蓄積

する
こと

で今
後も

同様
の課

題が
あっ

た際
、対

応に
役立

つ。
→ Y

es

STE
P 2 

／ 事
例調

査

事例
調査

（1
）状

況説
明 

（2
）事

例調
査シ

ート
作成

STE
P 1

事例
調査

 — (
1) 状

況説
明 

(2) 
事例

調査
シー

ト作
成

STE
P 3

STE
P 4

STE
P 5

進め
方:

•
導入

候補
サー

ビス
➀～

➂ま
での

機器
につ

いて
、イ

ンタ
ーネ

ット
で調

べる
。

•
グル

ープ
ディ

スカ
ッシ

ョン
して

機器
の活

用事
例を

調べ
る。

•
施設

にお
ける

課題
（例

：レ
クリ

エー
ショ

ンの
とき

にネ
タが

ない
、ス

タッ
フへ

負担
が掛

かっ
てい

る等
々）

につ
いて

、解
決に

役立
つ機

器は
どれ

か？
とい

う観
点か

ら候
補に

つい
て調

べる
。

STE
P 2

STE
P 2 

／ 演
習

STE
P 2

 演習
課題

の選
定

1.
先ほ

どの
3つ

の課
題か

ら、
導入

可能
な

サー
ビス

1つ
を選

定し
てく

ださ
い。

2.
選定

理由
を記

載し
てく

ださ
い。

回答 【課
題】

【選
定し

たサ
ービ

ス】
【解

決策
】

【選
定理

由】

写真
や関

連情
報U

RLを
貼る

など
して

、で
きる

だけ
情報

を記
載す

る。
※複

数ペ
ージ

にな
るこ

とも
可

STE
P 3 

／ 企
画書

・計
画書

作成

企画
書・

計画
書作

成
（1

）導
入企

画書
作成

 （
2）

導入
企画

書改
訂

STE
P 1

STE
P 2

STE
P 3

: 企
画書

・計
画書

作成
（1

）導
入企

画書
作成

（2
）導

入企
画書

改訂

STE
P 4

STE
P 5

演習 1.
施設

の課
題、

解決
策よ

り企
画書

を作
成し

てく
ださ

い。
2.

作成
した

企画
書を

生成
AIを

活用
して

改訂
して

くだ
さい

。
【課

題】
【選

定し
たサ

ービ
ス】

【解
決策

】
【選

定理
由】 ※生

成A
I（C

hat
GPT

など
）を

活用
して

情報
を追

加し
まし

ょう
。※

複数
ペー

ジに
なる

こと
も可
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STE
P 4 

／ 発
表・

講評

発表
・講

評
STE

P 1
STE

P 2
STE

P 3
STE

P 4
: 発

表・
講評

STE
P 5

STE
P 5

：企
画書

・計
画書

再考
STE

P 1
STE

P 2
STE

P 3
STE

P 4
STE

P 5
: 企

画書
・計

画書
再考
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PBL
教材

➀-2
  

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンロ
ボッ

ト編
 

（シ
ステ

ム活
用版

）

全体
の流

れ
PBL

教材
（シ

ステ
ム活

用編
）—

 5つ
のス

テッ
プ

多国
籍共

生介
護現

場に
おけ

るA
I機器

導入
スキ

ル獲
得の

ため
の研

修プ
ログ

ラム
。介

護・
リハ

ビリ
現場

の管
理者

・教
育担

当者
が、

課題
抽出

から
企画

書作
成ま

で実
践的

に学
ぶた

めの
テキ

スト
です

。
Ste

p 1
課題

抽出
Ste

p 2
事例

調査
Ste

p 3
企画

書作
成

Ste
p 4

発表
・講

評
Ste

p 5
企画

書再
考

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 Aグ
ルー

プ

課題
抽出

（個
人）

— 1
5分

（１
）現

場で
の課

題：
考え

られ
る施

設内
の課

題を
記載

して
くだ

さい
介護

分野
の課

題
•

職員
が少

なく
、人

員不
足が

慢性
的な

問題
とな

って
いる

•
レク

リエ
ーシ

ョン
の内

容を
毎日

考え
るこ

とが
負担

にな
って

いる
•

移動
・移

乗の
際に

「痛
い」

と訴
える

利用
者へ

の対
応が

難し
い

•
清掃

の進
捗管

理（
どこ

まで
完了

して
いる

か）
が不

明確
•

外国
籍職

員・
利用

者と
のコ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

に困
難が

ある
•

記録
業務

の簡
略化

が求
めら

れて
いる

が手
段が

ない

リハ
ビリ

分野
の課

題
•

実働
と事

務作
業（

書類
）の

割合
が偏

って
おり

、現
場対

応が
減っ

てい
る

•
書類

業務
の簡

略化
が困

難で
時間

を多
く消

耗し
てい

る
•

個別
の目

標設
定が

明確
にで

きて
いな

い
•

リハ
ビリ

回数
が不

足し
てお

り、
介護

士と
の連

携強
化が

必要
•

入居
者の

スケ
ジュ

ール
管理

が難
しく

、調
整に

手間
がか

かる

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 Bグ
ルー

プ

課題
抽出

（個
人）

— 1
5分

（１
）現

場で
の課

題：
考え

られ
る施

設内
の課

題を
記載

して
くだ

さい
人員

・シ
フト

管理
当日

欠勤
が多

い職
員が

おり
、毎

回決
まっ

た代
役し

か立
てら

れず
、柔

軟な
対応

がで
きて

いな
い。

レク
リエ

ーシ
ョン

毎日
のレ

クリ
エー

ショ
ンの

ネタ
が被

って
くる

。利
用者

の能
力に

合わ
せた

個別
対応

のレ
クリ

エー
シ

ョン
が難

しい
。

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン
外国

人と
のコ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

に困
るこ

とが
多い

。一
人一

人の
利用

者と
の対

話時
間を

確保
する

こ
とが

難し
い。

記録
・家

族対
応

じっ
くり

記録
を取

る時
間が

確保
でき

ない
。家

族が
利用

者の
現状

との
ギャ

ップ
を理

解し
てく

れな
い

ケー
スが

ある
。
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STE
P 1 

／ 演
習 ／

 Cグ
ルー

プ

課題
抽出

（個
人）

— 1
5分

（１
）現

場で
の課

題：
考え

られ
る施

設内
の課

題を
記載

して
くだ

さい
レク

リエ
ーシ

ョン
負担

毎日
のレ

クリ
エー

ショ
ン内

容を
考え

るこ
とが

大変
で、

マン
ネリ

化も
進ん

でい
る。

不穏
対応

不穏
対応

に時
間が

取ら
れ、

他の
業務

に支
障が

出て
いる

。迅
速か

つ的
確な

対応
手順

の整
備が

必要
。

排泄
リズ

ムの
把握

排泄
のリ

ズム
の把

握と
適切

な対
応に

課題
があ

る。
個別

の生
活リ

ズム
に合

わせ
たケ

アが
求め

られ
る。

外国
人へ

の指
導

外国
人職

員へ
の業

務指
導が

大変
で、

言語
・文

化の
壁が

指導
の質

に影
響し

てい
る。

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 課題
共有

課題
共有

（グ
ルー

プ）
— 2

0分
（２

）課
題の

共有
：C

hat
GPT

を活
用し

て課
題を

整理
・集

約す
る

介護
関連

の課
題

•
人員

不足
：職

員が
少な

く、
慢性

的な
人員

不足
が続

いて
いる

•
業務

負担
：レ

クリ
エー

ショ
ン企

画・
実施

の負
担が

大き
い

•
痛み

の対
応：

移動
・移

乗時
の疼

痛訴
えへ

の対
応が

困難
•

清掃
管理

：清
掃進

捗の
可視

化が
でき

てい
ない

•
記録

業務
：記

録の
簡略

化が
必要

で時
間確

保も
困難

•
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン：

外国
籍利

用者
との

意思
疎通

に課
題

リハ
ビリ

・そ
の他

の課
題

•
業務

割合
：実

働と
書類

作業
の比

率に
偏り

があ
る

•
目標

設定
：個

別目
標が

明確
に設

定で
きて

いな
い

•
リハ

ビリ
回数

：介
護士

との
連携

不足
でリ

ハビ
リ機

会が
減少

•
不穏

対応
：不

穏行
動へ

の対
応が

他業
務を

圧迫
•

家族
との

ギャ
ップ

：家
族が

利用
者の

現状
を正

確に
理解

して
いな

い
•

当日
欠勤

：柔
軟な

シフ
ト対

応が
でき

ない

Cha
tGP

Tな
どの

AIツ
ール

を活
用す

るこ
とで

、多
様な

意見
を素

早く
分類

・整
理す

るこ
とが

でき
ます

。多
国籍

チー
ムの

課題
を漏

れな
く把

握す
るた

めに
積極

的に
活用

しま
しょ

う。

STE
P 1

 ／ 
演習

 ／ 
課題

の選
択

課題
の選

択と
優先

順位
づけ

（３
）課

題の
選択

：整
理し

た課
題を

採点
し、

重要
な課

題を
4つ

まで
選定

して
くだ

さい
分類

課題
内容

点数
介護

の課
題

業務
負担

：レ
クリ

エー
ショ

ンの
内容

を考
える

のが
大変

、毎
日の

レク
リエ

ーシ
ョン

が大
変

30点

その
他の

課題
指導

の難
しさ

：外
国人

への
指導

が大
変

25点
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン

利用
者と

の対
話時

間確
保が

難し
い／

不穏
対応

が他
業務

を圧
迫

22点
介護

の課
題

清掃
管理

：清
掃の

流れ
（ど

こま
で完

了し
てい

るか
）が

不明
21点

リハ
ビリ

の課
題

リハ
ビリ

回数
が不

足し
てお

り、
介護

士と
の連

携が
必要

15点

課題
➀（

30点
）

業務
負担

：レ
クリ

エー
ショ

ンの
内容

を毎
日考

える
こと

が大
変

課題
➁（

25点
）

指導
の難

しさ
：外

国人
職員

・利
用者

への
指導

・コ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン

課題
➂（

22点
）

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン：
利用

者と
の対

話時
間確

保・
不穏

対応
課題

➃（
21点

）
清掃

管理
：清

掃の
進捗

状況
が把

握で
きて

いな
い

STE
P 1 

／ 演
習 ／

 選定
結果

優先
課題

の確
定（

上位
4つ

）
職員

から
聞き

取り
した

施設
内の

課題
につ

いて
、特

に重
要な

内容
を4

つ記
載し

てく
ださ

い 1
介護

の課
題 ／

 業務
負担

レク
リエ

ーシ
ョン

の内
容を

考え
るこ

とが
大変

で、
毎日

同じ
よう

な活
動が

繰り
返さ

れマ
ン

ネリ
化し

てい
る。

職員
の時

間・
労力

を大
きく

消耗
して

いる
。

2
その

他の
課題

 ／ 
外国

人指
導

外国
人職

員・
利用

者へ
の指

導が
困難

で、
言語

・文
化の

違い
が現

場の
連携

に影
響を

及ぼ
し

てい
る。

多国
籍共

生現
場な

らで
はの

重要
課題

。

3
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン ／

 対話
・不

穏対
応

一人
ひと

りの
利用

者と
の対

話時
間を

確保
する

こと
が難

しく
、不

穏対
応に

追わ
れる

こと
で

他業
務に

も支
障が

出て
いる

。

4
介護

の課
題 ／

 清掃
管理

清掃
の流

れ（
どこ

まで
完了

して
いる

か）
が不

明確
で、

業務
の抜

け漏
れや

二重
作業

が発
生

しや
すい

状況
にな

って
いる

。
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STE
P 2 

／ 自
主学

習型
グル

ープ
ワー

ク

事例
調査

Ste
p 1で

選定
した

課題
に対

して
、IT

・A
I先端

機器
を活

用し
た解

決事
例を

調査
し、

導入
の可

能性
を検

討し
ます

。資
料や

We
bを

参照
しな

がら
事例

把握
シ

ート
を作

成し
まし

ょう
。

01 事例
把握

シー
ト作

成
各課

題に
対し

て、
導入

候補
とな

るサ
ービ

ス・
機

器を
調査

し、
商品

情報
・タ

ーゲ
ット

・デ
ジタ

ル
技術

・期
待効

果・
課題

・参
考U

RLの
6項

目を
整

理し
ます

。

02 解決
案の

検討
資料

・W
eb検

索（
IT先

端機
器活

用）
を参

照し
な

がら
、4

つの
課題

それ
ぞれ

につ
いて

解決
案と

検
討機

器を
話し

合い
、簡

潔に
記載

しま
す。

03 事例
の選

定
調査

した
解決

策・
導入

サー
ビス

の中
から

1つ
を

選定
し、

選定
理由

を具
体的

に記
載し

ます
。チ

ー
ムの

合意
を形

成し
ます

。

多国
籍共

生介
護現

場で
は、

AIや
多言

語対
応ロ

ボッ
ト、

IoT
機器

など
先端

技術
の活

用が
特に

効果
的で

す。
多様

なス
タッ

フが
連携

しや
すく

なる
ツー

ルを
積極

的に
調査

しま
しょ

う。

STE
P 2 

／ 課
題解

決 ／
 グル

ープ

事例
調査

：課
題の

解決
案を

検討
する

（２
）事

例把
握シ

ート
作成

 ／ （
３）

課題
の解

決案
（資

料・
We

b参
照：

IT先
端機

器活
用）

4つ
の課

題に
つい

てそ
れぞ

れ解
決案

（検
討機

器を
含む

）を
話し

合い
、簡

潔に
記載

して
くだ

さい
。

課題
➀：

業務
負担

（レ
クリ

エー
ショ

ン）
解決

策：
パル

ロを
用い

て体
操や

ダン
スな

どの
レク

リエ
ーシ

ョン
を取

り入
れる

。A
Iが利

用者
の顔

・名
前を

覚え
て個

別対
応し

、職
員の

準備
負担

を大
幅に

軽減
でき

る。

課題
➁：

清掃
管理

の不
明確

さ
解決

策：
IoT

セン
サー

やタ
ブレ

ット
を活

用し
た清

掃進
捗管

理シ
ステ

ムを
導入

。リ
アル

タイ
ムで

清掃
状況

を可
視化

し、
作業

の抜
け漏

れを
防ぐ

。

課題
➂：

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン・
不穏

対応
解決

策：
見守

りセ
ンサ

ー・
AIカ

メラ
を活

用し
、不

穏の
兆候

を早
期検

知。
職員

への
通知

シス
テム

で迅
速な

対応
を可

能に
する

。

課題
➃：

外国
人へ

の指
導

解決
策：

多言
語翻

訳A
Iツー

ル・
音声

翻訳
デバ

イス
を活

用し
、外

国籍
職員

・利
用者

との
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンと

業務
指導

を円
滑化

する
。

STE
P 2 

／ 事
例の

選定

解決
策・

導入
サー

ビス
の選

定
1. こ

の施
設の

課題
から

解決
策と

導入
サー

ビス
を1

つ選
定し

てく
ださ

い 
2. 選

定し
た理

由を
記載

して
くだ

さい
 選定

：課
題➀

介護
の課

題 ／
 業務

負担
レク

リエ
ーシ

ョン
の内

容を
考え

るの
が大

変、
毎日

のレ
クリ

エー
ショ

ン
が大

変。
→ 導

入機
器：

パル
ロ（

PAL
RO

）

選定
理由

介護
現場

にお
いて

、職
員の

負担
を軽

減し
、利

用者
であ

る高
齢者

が楽
し

める
レク

リエ
ーシ

ョン
の実

施が
求め

られ
てい

ます
が、

日々
の内

容考
案

や実
行に

かか
る時

間・
労力

が課
題と

なっ
てい

ます
。

パル
ロは

顔認
識・

自然
な会

話・
クイ

ズ・
ゲー

ムを
通じ

て高
齢者

との
コ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

を円
滑に

行う
こと

がで
き、

レク
リエ

ーシ
ョン

支援
に

最適
です

。ま
た、

利用
者ご

とに
顔と

名前
を覚

え、
その

人に
合わ

せた
内

容で
話し

かけ
たり

、反
応を

学習
した

りす
る機

能を
持つ

ため
、個

別ケ
ア

にも
対応

でき
ます

。
課題

➁ 
介護

の課
題：

清掃
管理

の流
れが

不
明確

課題
➂ 

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン：
利用

者と
の

対話
時間

確保
・不

穏対
応

課題
➃ 

その
他：

外国
人へ

の指
導の

難し
さ

STE
P 2 

／ 事
例調

査 ／
 グル

ープ

事例
把握

シー
トの

作成
（２

）事
例把

握シ
ート

作成
：選

定し
た課

題に
つい

て関
連資

料・
We

b
検索

をし
て事

例把
握シ

ート
を作

成し
てく

ださ
い

課題
➀の

解決
策（

機器
選定

）
介護

の課
題 ／

 業務
負担

レク
リエ

ーシ
ョン

の内
容を

考え
るの

が大
変、

毎日
の

レク
リエ

ーシ
ョン

が大
変。

→ パ
ルロ

を用
いて

体操
やダ

ンス
など

の
レク

リエ
ーシ

ョン
を取

り入
れる

。

導入
候補

サー
ビス

➀：
パル

ロ 
（P

ALR
O）

富士
ソフ

ト株
式会

社が
開発

した
ヒュ

ー
マノ

イド
型コ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

ロボ
ッ

ト。
高齢

者福
祉施

設や
介護

現場
での

活
用実

績が
多数

あり
ます

。
次の

ペー
ジで

詳細
な事

例把
握シ

ート
を

確認
して

くだ
さい

。
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STE
P 2 

／ 事
例把

握シ
ート

 ／ 導
入候

補サ
ービ

ス➀

事例
把握

シー
ト：

パル
ロ（

PAL
RO

）
商品

情報
富士

ソフ
ト株

式会
社が

開発
した

ヒュ
ーマ

ノイ
ド型

のコ
ミュ

ニケ
ーシ

ョン
ロボ

ット
。高

度な
AIを

搭載
し、

自然
な会

話・
顔認

識・
個別

対応
が可

能。

ター
ゲッ

ト
主な

ター
ゲッ

トは
高齢

者福
祉施

設・
介護

現場
での

利用
者、

およ
び離

れて
暮ら

す高
齢者

とそ
の家

族。
多様

な施
設規

模・
形態

に対
応。

サー
ビス

概要
・デ

ジタ
ル技

術
高度

なA
Iを搭

載し
、顔

認識
や自

然な
会話

が可
能。

個々
の利

用者
の顔

と名
前を

覚え
、そ

の人
に合

わせ
た会

話・
レク

リエ
ーシ

ョン
を提

供。
専用

アプ
リ「

PAL
ROし

ゃべ
リン

ク」
を通

じた
家族

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン・
見守

り機
能も

搭載
。

活用
によ

り期
待さ

れる
効果

•
高齢

者の
認知

機能
の維

持・
向上

•
レク

リエ
ーシ

ョン
活動

の活
性化

・多
様化

•
職員

の業
務負

担軽
減と

時間
創出

機器
を活

用し
た時

の課
題

初期
導入

コス
トが

高め
。定

期的
なメ

ンテ
ナン

スや
ソフ

トウ
ェア

アッ
プデ

ート
の必

要性
があ

る。
スタ

ッフ
への

操作
研修

も必
要。

参考
UR

L
http

s://
pal

ro.j
p/

STE
P 2 

／ 事
例把

握シ
ート

 ／ 
画像

資料

事例
把握

シー
ト：

関連
画像

の収
集

導入
候補

サー
ビス

に関
連す

る画
像を

アッ
プロ

ード
し、

視覚
的な

情報
とし

てシ
ート

に添
付し

てく
ださ

い（
最大

10枚
）

実際
のロ

ボッ
ト活

用シ
ーン

、施
設で

の導
入事

例写
真、

製品
カタ

ログ
画像

など
を収

集・
整理

する
こと

で、
チー

ム内
での

理解
共有

がス
ムー

ズに
なり

ます
。

製品
・機

器の
外観

写真
メー

カー
公式

サイ
トや

製品
カタ

ログ
か

ら、
ロボ

ット
・機

器の
外観

・サ
イズ

感
がわ

かる
画像

を収
集し

まし
ょう

。

利用
シー

ン・
導入

事例
写真

実際
に施

設で
活用

され
てい

るシ
ーン

写
真や

、導
入事

例の
レポ

ート
画像

を集
め

るこ
とで

具体
的な

イメ
ージ

を共
有で

き
ます

。

効果
デー

タ・
グラ

フ資
料

導入
後の

効果
を示

すデ
ータ

グラ
フや

比
較表

など
も画

像と
して

収集
し、

企画
書

作成
時の

根拠
資料

とし
て活

用し
まし

ょ
う。

画像
は最

大1
0枚

まで
アッ

プロ
ード

可能
です

。収
集し

た画
像は

次の
Ste

p（
企画

書作
成）

でも
活用

しま
す。

取消
・差

し替
えも

随時
行え

ます
。

STE
P 3 

／ 自
主学

習型
グル

ープ
ワー

ク

企画
書・

計画
書作

成
Ste

p 2で
調査

・選
定し

た解
決策

をも
とに

、実
際に

施設
で導

入す
るた

めの
企画

書と
計画

書を
作成

しま
す。

実務
に直

結す
る重

要な
アウ

トプ
ット

です
。

01 企画
書に

必要
な項

目の
抽出

現状
の課

題と
要因

、企
画の

概要
・詳

細、
期待

効果
、コ

スト
・ス

ケジ
ュー

ルな
ど、

企画
書に

必要
な項

目を
整理

しま
す（

項目
➀～

➉）
。

02 各項
目内

容を
充実

させ
る

抽出
した

項目
の内

容を
ボリ

ュー
ムア

ップ
し、

具体
的な

デー
タや

根拠
を加

えて
説得

力の
ある

企画
書を

仕上
げま

す。
03 デザ

イン
の選

択と
企画

書作
成

Goo
gleド

ライ
ブの

テン
プレ

ート
から

デザ
イン

を選
択し

、こ
れま

でに
準備

した
項目

・内
容を

Goo
gleス

ライ
ドに

貼り
付け

て完
成さ

せま
す。

04 導入
計画

書の
作成

企画
書と

合わ
せて

、具
体的

な導
入ス

ケジ
ュー

ル・
担当

者・
コス

ト計
画を

盛り
込ん

だ計
画書

を作
成し

ます
。

STE
P 3

 ／ 
演習

（１
）

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

１）
企画

書に
必要

と思
われ

る項
目の

抽出
（各

項目
50文

字程
度で

記載
）

1
現状

の課
題と

要因
現場

での
具体

的な
問題

点：
現在

発生
して

いる
問題

や、
不便

・不
満を

感じ
て

いる
点を

具体
的に

記載
する

。

2
企画

の概
要

背景
：な

ぜこ
の企

画が
必要

なの
か、

現状
の課

題や
市場

のニ
ーズ

につ
いて

触
れる

。介
護施

設で
の職

員負
担増

加・
レク

リエ
ーシ

ョン
のマ

ンネ
リ化

など
の

背景
を簡

潔に
説明

。

3
企画

の詳
細

プロ
ジェ

クト
の具

体的
なア

クシ
ョン

：企
画で

実施
する

内容
や方

法に
つい

て
詳細

に説
明。

「介
護施

設に
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンロ

ボッ
ト『

パル
ロ』

を導
入

し、
毎日

のレ
クリ

エー
ショ

ンや
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン支

援を
行う

」な
ど。

4
期待

され
る効

果・
評価

指標
導入

後に
期待

され
る成

果（
職員

負担
軽減

・利
用者

満足
度向

上な
ど）

と、
効

果を
測定

する
ため

の具
体的

なK
PIを

設定
する

。

項目
➀～

➉は
固定

です
。各

項目
の中

身を
Ste

p 3（
２）

でさ
らに

ボリ
ュー

ムア
ップ

して
いき

ます
。
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STE
P 3 

／ 演
習（

２）

企画
書（

案）
を作

成し
てみ

よう
！（

２）
企画

書の
各項

目内
容を

充実
させ

る：
項目

➀「
現状

の課
題と

要因
」の

記載
例

項目
➀ 

現状
の課

題と
要因

➀-1
 職

員の
業務

負担
が過

剰
•

介護
施設

の職
員は

日々
多く

の業
務を

こな
さな

けれ
ばな

らず
、レ

ク
リエ

ーシ
ョン

の企
画・

準備
に十

分な
時間

を割
けて

いな
い

•
人手

不足
が深

刻な
現場

では
、職

員一
人ひ

とり
の負

担が
増大

し、
入

居者
との

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン時
間確

保が
困難

な状
況

➀-2
 レ

クリ
エー

ショ
ン内

容の
マン

ネリ
化

•
限ら

れた
レク

リエ
ーシ

ョン
内容

が繰
り返

され
るた

め、
入居

者の
興味

を引
きに

くく
なっ

てい
る

•
認知

症利
用者

には
認知

機能
を刺

激す
るよ

うな
活動

が求
めら

れる
が、

工夫
する

ため
のリ

ソー
ス・

時間
が不

足し
てい

る
➀-3

 利
用者

の孤
立感

・寂
しさ

•
職員

と十
分に

交流
でき

ない
こと

で孤
独感

が生
まれ

、精
神的

健康
に悪

影響
を及

ぼす
恐れ

があ
る

•
一部

の入
居者

は、
他の

入居
者や

職員
との

交流
が少

なく
施設

内で
孤立

しが
ちで

ある

STE
P 3 

／ 演
習（

３）

企画
書を

作成
して

みよ
う！

企画
書の

デザ
イン

選択
：G

oog
leド

ライ
ブか

らテ
ンプ

レー
トを

選ん
で

くだ
さい

下記
のG

oog
leド

ライ
ブフ

ォル
ダに

アク
セス

し、
企画

書テ
ンプ

レー
トの

中か
ら施

設の
 

イメ
ージ

に合
った

デザ
イン

を1
つ選

択し
てく

ださ
い。

テン
プレ

ート
は複

数種
類用

意さ
れて

おり
、介

護・
福祉

現場
に適

した
デザ

イン
が揃

って
いま

す。
Goo

gle
ドラ

イブ
共有

フォ
ルダ

：
http

s://
driv

e.go
ogl

e.co
m/d

rive
/fol

der
s/1d

lZm
2bx

SUq
NTr

ztxq
Cnm

4uQ
j9

p4k
EQw

0ア
クセ

ス後
、フ

ォル
ダ内

のテ
ンプ

レー
トを

コピ
ーし

て使
用し

てく
ださ

い。

STE
P 3 

／ 演
習（

４）

企画
書を

作成
して

みよ
う！

選択
した

デザ
イン

の企
画書

を作
成：

これ
まで

に準
備し

た項
目・

内容
を

Goo
gle

スラ
イド

に貼
り付

けて
くだ

さい
Ste

p 1
：テ

ンプ
レー

トを
コピ

ー
選択

した
Goo

gleス
ライ

ドの
テン

プレ
ート

をマ
イド

ライ
ブに

コピ
ーし

、編
集で

きる
状

態に
しま

す。
Ste

p 2
：項

目・
内容

を貼
り付

け
Ste

p 3（
１）

（２
）で

準備
した

企画
書の

項目
と内

容テ
キス

トを
スラ

イド
の該

当箇
所

に貼
り付

けま
す。

Ste
p 3

：画
像・

デー
タを

挿入
Ste

p 2で
収集

した
事例

把握
シー

トの
画像

や効
果デ

ータ
も適

宜挿
入し

、視
覚的

に説
得

力の
ある

企画
書に

仕上
げま

す。
Ste

p 4
：最

終確
認・

完成
全体

の流
れと

内容
を確

認し
、発

表に
向け

た最
終調

整を
行い

ます
。チ

ーム
で見

直し
を

行い
まし

ょう
。

STE
P 4 発表

・講
評

各グ
ルー

プが
作成

した
企画

書を
もと

に発
表を

行い
、講

師・
他グ

ルー
プか

らフ
ィー

ドバ
ック

を受
けま

す。
多角

的な
視点

から
の意

見を
取り

入れ
、企

画の
精度

をさ
らに

高め
まし

ょう
。 発表

の準
備

各グ
ルー

プ代
表者

が企
画書

の内
容・

選定
理由

・期
待効

果を
わか

りや
すく

説明
でき

るよ
う準

備し
ます

。

他グ
ルー

プへ
の質

問
他グ

ルー
プの

発表
を聞

き、
課題

の捉
え方

や解
決策

につ
いて

建設
的な

質問
・意

見を
伝え

合い
ます

。

講師
講評

講師
より

各グ
ルー

プの
企画

書に
対し

てフ
ィー

ドバ
ック

が行
われ

ます
。改

善点
や優

れた
視点

を共
有し

ます
。
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STE
P 5 企画

書・
計画

書の
再考

発表
・講

評で
得た

フィ
ード

バッ
クを

もと
に、

企画
書・

計画
書を

ブラ
ッシ

ュア
ップ

しま
す。

他者
の視

点を
取り

入れ
るこ

とで
、よ

り実
現可

能で
説得

力の
ある

内容
へと

仕上
げま

しょ
う。

フィ
ード

バッ
クの

整理
発表

・講
評で

受け
たコ

メン
トや

指摘
事項

を 
整理

し、
修正

が必
要な

箇所
を明

確に
しま

す。

内容
の修

正・
充実

化
指摘

を踏
まえ

、課
題の

捉え
直し

や解
決策

の
具体

化、
コス

ト試
算の

精緻
化な

どを
行い

内
容を

さら
に深

めま
す。

最終
版の

完成
修正

・充
実化

した
企画

書・
計画

書を
最終

版
とし

てま
とめ

、実
際の

現場
導入

提案
とし

て
活用

でき
る資

料に
仕上

げま
す。

この
PBL

研修
を通

じて
得ら

れた
学び

と成
果物

は、
多国

籍共
生介

護現
場で

のA
I機器

導入
推進

に直
接活

用で
きま

す。
現場

の課
題解

決に
向け

て、
ぜひ

積極
的に

活用
して

くだ
さい

。
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本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業とし
て≪学校法人彩寿学園≫が実施した令和６年度「専門職業人材の最新技
能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推
進事業」の成果をとりまとめたものです。 

令和 7年度 

専門職業人材の最新技能アップデートのための 

専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業 

事業成果報告書多国籍共生介護現場のマネージャーを対象とした AI導入スキ
ル獲得のための研修プログラム開発事業

令和 8年 3月 

学校法人彩寿学園 
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